
高情研 

 

情 報 教 育 研 究 会 誌 

 

第５号 

 

 

 

 

 

 

埼玉県高等学校連合教育研究会 

埼玉県高等学校情報教育研究会 

２００８ 



目 次 

〔巻頭言〕 

あいさつ 

松村 秀（埼玉県高等学校情報教育研究会会長・埼玉県立春日部高等学校校長）・・・１ 

〔寄稿〕 

＜題名＞普通教科「情報」学習指導要領改訂の概要 

小泉力一（尚美学園大学教授） ・・・・２ 

 

＜題名＞新しい高等学校学習指導要領への今後の対応について 

小出 和重（教育局県立学校部高校教育指導課 指導主事） ・・・・８ 

＜題名＞ 

須藤崇夫（県立総合教育センター 指導主事兼所員） ・・・・９ 

〔総会・講演会〕 

平成２０年度埼玉県高等学校情報教育研究会総会・講演会報告 

田口 義弘（埼玉県立草加西高等学校 教諭） ・・・・10 

〔全国大会〕 

全国高等学校情報教育研究大会報告 

春日井 優（埼玉県立朝霞高等学校 教諭） ・・・・13 

〔第1 回授業見学会〕 

平成２０年度埼玉県高等学校情報教育研究会 第１回授業見学会報告 

亀井 義弘（埼玉県立浦和北高等学校 教諭） ・・・・16 

〔第２回授業見学会〕 

平成２０年度埼玉県高等学校情報教育研究会第２回授業見学会報告 

坂本 修（埼玉県立妻沼高等学校 教諭） ・・・・20 

〔研究委員会〕 

｢情報の科学的な理解｣を指導する上で活用できる小中学校の学習素材の紹介 

埼玉県高等学校情報教育研究会研究委員会 ・・・・23 

情報モラルに関するアンケート調査 

埼玉県高等学校情報教育研究会研究委員会 ・・・・35 

 

〔投稿論文〕 

小島 直記（埼玉県立杉戸高等学校 教諭） ・・・・46 

〔事務局より〕 

平成２０年度 事業報告 

加藤 友信（埼玉県立春日部高等学校 教諭） ・・・・53 

埼玉県高等学校情報教育研究会会則・・・・54 

平成２０年度 埼高情研 役員・事務局一覧・・・・57 

編集後記 

柳澤 実(埼玉県立松山女子高等学校 教諭) ・・・・59 

 



 1 

【 巻 頭 言 】 

あいさつ 

 

埼玉県高等学校情報教育研究会長 松 村  秀  

（埼玉県立春日部高等学校長）          

 

 会員の皆様方のご協力、ご尽力により、本年度も充実

した研究会の運営ができましたことを、心から感謝申し

上げます。また、１年間の活動のまとめとして、研究会

誌第５号が発刊できますことに重ねてお礼を申し上げま

す。 

 昨年１２月に、新しい高等学校学習指導要領の案

が公表されました。普通教科「情報」では、従来の

「情報Ａ、Ｂ、Ｃ」の３科目構成を見直し、「社会

と情報」、「情報の科学」の２科目を設け、すべて

の生徒が１科目を選択し履修することとなっていま

す。現行の「情報」のねらいは、中学校までの学習

を基礎に「情報活用の実践力」をさらに高めるとと

もに、「情報の科学的な理解」と「情報社会に参画

する態度」を育成することにありますが、新しい学

習指導要領においても、この基本的な考え方はその

まま引き継がれています。このことについては、「普

通教科「情報」学習指導要領改訂の概要」と題して、

尚美学園大学教授小泉力一氏から詳しい解説をいた

だいておりますのでぜひ参考にしてください。小泉

教授には、お忙しい中を本会誌のために貴重な原稿

をお寄せいただきましたことに深く感謝申し上げま

す。 

 先日、複数の新聞の第一面に「ブログ炎上初摘発

へ―１８人名誉毀損容疑」という記事が掲載されま

した。男性タレントのブログに、事実無根の書き込

みが繰り返されたことに対して刑事責任を追及する

という内容で、インターネットの匿名性を利用した

こうした行為に、厳しく対処していくという社会の

考え方の変化を感じさせる内容でした。 

 本研究会の研究委員会では、昨年度に引き続き「情

報モラルに関するアンケート調査」を実施しました。

昨年よりも実施校数、回答数ともに大幅に増加する

中、NetCommons を活用しての迅速な集計、分析は、
さすが情報教育研究会と感心しました。このアンケ

ートでは、生徒の携帯電話やコンピュータによるネ

ットワークの利用状況や、個人情報の管理、チェー

ンメールの扱い、著作権・肖像権といった情報モラ

ルについての考え方を明らかにするとともに、日常

生活における規範意識とネットワーク上の規範意識

との関連性などについて分析を行いました。この作

業を通して、生徒の日常のモラルとネットワーク上

のモラルとの関係性も見えてきました。 

 研究委員会のもう一つの取組である「情報の科学

的理解を指導する上で活用できる小・中学校の学習

素材の紹介」では、生徒が高等学校入学前に、情報

に関してどのようなことを学習しているのかを明ら

かにすることができました。また、この調査を進め

る過程で、小・中学校において「情報の科学的理解」

と「情報活用の実践力」、「情報社会に参画する態

度」とが相互の関連を図りながら指導されているこ

とも分かりました。高等学校における情報教育を進

めるに当たって、大いに活用していただきたいと思

います。 

 さて、本年度も２回の授業見学会及び意見交換会

を実施しました。第１回は、平成２０年１１月２８

日（金）に県立福岡高等学校の鈴木成先生のご協力

により、「ＷＥＢページの作成」というテーマで行

われました。「○○の紹介」というテーマで、生徒

自身に伝えたいことを考えさせ、そのためのＷＥＢ

ページを作成するというもので、事前の例示やヒン

トはあまり与えず、机間巡視において生徒一人ひと

りの状況に応じて個別指導しているようすが印象的

でした。 

 第２回は、平成２１年１月３０日（金）にさいた

ま市立大谷場中学校の宮内智先生のご協力により、

「携帯電話シミュレータを活用した情報モラル教

育」というテーマで行われました。模擬掲示板への

書き込みでは、人間関係のあるクラスの中だけの書

き込みにもかかわらず、匿名であることによって書

き込みの内容がしだいにエスカレートしていくよう

すがよく分かり大変参考になりました。指導者であ

る宮内先生の「学校である程度のトラブルを経験し

た方が、社会に出て役に立つ。」という言葉を重く

受け止めた研修会でした。 

 県教育局県立学校部高校教育指導課山崎正義指導

主事、県立総合教育センター須藤崇夫指導主事には、

お忙しい中をたびたび本研究会の会合にご出席いた

だき、適切な指導助言や最新の情報の提供などをい

ただいたことに心から感謝申し上げます。 

 紙面の都合で触れることができませんでしたが、

本年度は、初めての全国高等学校情報教育研究大会

が開催され、今後ますます情報教育の充実が図られ

るものと期待しています。間もなく新しい高等学校

学習指導要領が告示されます。教科「情報」の大き

な発展、飛躍の年になるものと確信しています。会

員の皆様方には引き続き、本研究会の活動の充実にご尽

力くださいますようお願い申し上げ、あいさつといた

します。 
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ྜࠊ࡚ࡋ㏻ࢆάືࡿࡍࡾࡓࡋఏ㐩ࡃࡋṇࠊࡾࡓࡋ⌧

⌮ⓗุ᩿ຊࡸ๰㐀ⓗᛮ⪃ຊࠊၥ㢟ࢆⓎぢ࣭ゎỴࡿࡍ

ࡍᒙ㔜ど୍ࡾࡼࢆᣦᑟࡴࡃࡄࡣࢆຊ⬟ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

 ࠋࡿ

 

ࡢ࡛ࡲ୰Ꮫᰯࠊࡣ࠸ࡽࡡࡢ᝟ሗࠖࠕ⛉ᬑ㏻ᩍࡢ⾜⌧

Ꮫ⩦ࢆᇶ♏ࠕࠊ࡟᝟ሗά⏝ࡢᐇ㊶ຊ ࡉᒙ῝໬୍ࡾࡼࠖࢆ

ゎ⌮࡞Ꮫⓗ⛉ࡢ᝟ሗࠕࠊࡏࡉ╔ᐃࡏ ཧ࡟᝟ሗ♫఍ࠕࠖ࡜

ࡲࡲࡢࡑࡣࢀࡇࠊࡾ࠶࡛࡜ࡇࡿࡍᡂ⫱ࢆែᗘࠖࡿࡍ⏬

᪂Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿࡟ᘬࠕࠊࡾࡲࡘࠋࡿ࠸࡚ࢀࡀ⥅ࡁ᝟ሗࡢ

⛉Ꮫⓗ࡞⌮ゎࠖࡀຠᯝⓗࠕ࡞᝟ሗά⏝ࡢᐇ㊶ࠖ࡞ࡘ࡟

ᐇࡢ⏝᝟ሗάࠕࡓࡅ௜࡟㌟࡚ࡋ㏻ࢆయ㦂ࠊ࡟㏫ࠊࡾࡀ
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㊶ຊࠖࠕࡀ᝟ሗࡢ⛉Ꮫⓗ࡞⌮ゎࠖࠕࠊࡓࡲࠋࡍಁࢆ᝟ሗ

♫఍࡟ཧ⏬ࡿࡍែᗘࠖࢆ㌟࡟௜࡛࡜ࡇࡿࡅ㐺ṇࠕ࡞᝟

ሗά⏝ࡢᐇ㊶ ㊶ᐇࡢ⏝᝟ሗάࠕࠊ࡟㏫ࠊࡾ࡞࡟⬟ྍࡀࠖ

ຊࠖࡢ⫱ᡂࢆ㏻ࠕ࡚ࡋ᝟ሗ♫఍࡟ཧ⏬ࡿࡍែᗘࠖࡀ⫱

ᡂࠊ࡟࠺ࡼࡢࡇࠋࡿࢀࡉ㸱ࡢࡘ⬟ຊほ┦஫ࡢ㛵ಀࢆ㔜

ど࡚ࡋᣦᑟࡶ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡿࡍ᪂Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿࡟ᘬࡁ⥅

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡀ

ࠊࡋ㑅ᢥࢆ┠⛉㸯࠿ࢀࡎ࠸ࡽ࠿୰ࡢ┠⛉㸱ࡣ࡛⾜⌧ 

࡟ᐇ㝿ࠊࡀࡿ࠸࡚ࡋ࡜࡜ࡇࡿࡏࡉᒚಟ࡟ᚐ⏕ࡢ࡚࡭ࡍ

ࡏࡉᒚಟ࡚ࡋᣦᐃࢆ┠⛉ࡢࡘ࡜ࡦ࠿ࢀࡎ࠸ࡀᏛᰯࠊࡣ

࡟ἣ≦ࡿࡁ㑅ᢥ࡛࡟୺ⓗ⮬ࡀᚐ⏕ࠊࡃከࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚

ࡉ෌⦅ᡂ࡟┠⛉᪂Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿࡛㸰ࠊⅬࡢࡇࠋ࠸࡞ࡣ

ᒚಟ࡛࡚ࡋ㑅ᢥࢆ┠⛉࡟⏤⮬ࡀᚐ⏕ࠊ࡟ᶵࢆ࡜ࡇࡓࢀ

 ࠋ࠸ࡓࡋᮇᚅࢆ࡜ࡇࡿ࡞࡟࠺ࡼࡿࡁ

 ᪂タࡓࢀࡉ㸰⛉┠ࡣ࡚࠸ࡘ࡟ḟ࡞࠺ࡼࡢ㔜Ⅼࡉ♧ࡀ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀ

 

ࡍࡰཬ࡟௦♫఍⌧ࡀ᝟ሗࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟᝟ሗࠖ࡜఍♫ࠕ࣭

ᙳ㡪ࢆ⌮ゎࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡏࡉ᝟ሗᶵჾ➼ࢆຠᯝⓗ࡟

ά⏝ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡓࡋ⬟ຊࡸ᝟ሗࡢ๰㐀ຊ࣭

Ⓨಙຊ➼ࢆ㣴ࠊ࡝࡞࠺᝟ሗ໬ࡢ㐍ࡴ♫఍࡟✚ᴟⓗ࡟

ཧ⏬ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ⬟ຊ࣭ែᗘ࡟࡜ࡇࡿ࡚⫱ࢆ㔜

Ⅼࠋࡃ⨨ࢆ 

ࡋᵓᡂࢆ┙ᇶࡢ௦♫఍⌧ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟Ꮫࠖ⛉ࡢ᝟ሗࠕ࣭

ぢ᪉࣭࡞Ꮫⓗ⛉ࢆ⾡ᢏࡸ㆑▱ࡿࢃ࠿࠿࡟᝟ሗࡿ࠸࡚

➼᝟ሗᶵჾࠊ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡏࡉᚓ⩦ࠊࡋ᪉࡛⌮ゎ࠼⪄

ࢆ➼Ꮫⓗᛮ⪃ຊุ࣭᩿ຊ⛉ࡿࡍ㛵࡟᝟ሗ࡚ࡋ⏝άࢆ

㣴ࠊ࡝࡞࠺♫఍ࡢ᝟ሗ໬ࡢ㐍ᒎ࡟୺యⓗ࡟ᐤ୚ࡿࡍ

 ࠋࡃ⨨ࢆ㔜Ⅼ࡟࡜ࡇࡿ࡚⫱ࢆຊ࣭ែᗘ⬟ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇ

 

ࠊࡣຓモ࠺࠸࡜ࠖ࡜ࠕࡿ࠶࡟᝟ሗࠖ࡜఍♫ࠕྡ┠⛉ 

࠺࠸࡜᝟ሗࠖ࡜఍⏕ά♫ࠕ࠿࡜᝟ሗࠖࡿࡅ࠾࡟఍♫ࠕ

ព࿡ࠊࡋ⌧⾲ࢆ᝟ሗ♫఍ࡢ࡜㛵ࡢࡾࢃ୰࡛᝟ሗࡸ᝟ሗ

ᡭẁࢆ᭷ຠ࡟ά⏝ࡿࡍ⬟ຊࡸែᗘࢆ⫱ᡂࡀ࡜ࡇࡿࡍព

ᅗࠕྡ┠⛉ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ᝟ሗࡢ⛉Ꮫࠖࡿࡅ࠾࡟

᝟ሗࠕ࠿࡜ࠖࡓࡋ࡜㇟ᑐࢆ᝟ሗࠕࠊࡣຓモ࠺࠸࡜ࠖࡢࠕ

⛉ࢆ᝟ሗᡭẁࡸ᝟ሗࠊࡋ⌧⾲ࢆព࿡࠺࠸࡜ࠖࡿࡍ㛵࡟

Ꮫⓗ࡞ぢ᪉ྜࠊ⌮ⓗ࠼⪄࡞᪉࡟ᇶ࡙࡚࠸ά⏝࡜ࡇࡿࡍ

᝟ሗᩍࡶ࡛┠⛉ࡢࢀࡎ࠸ࠊࡋ࠿ࡋࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉពᅗࡀ

ࠊࡾ࠶࡛ࡌྠࡣ࡜ࡇࡿ࠸࡚ࢀࡉ㔜どࡀຊほ⬟ࡢࡘ㸱ࡢ⫱

⏕ᚐࢆ┠⛉ࡢࢀࡎ࠸ࡀ㑅ᢥࡶ࡚ࡋᇶᮏⓗ࡞᝟ሗά⏝⬟

ຊࡀ⩦ᚓ࠺࠸࡜ࡿࢀࡉ௙⤌ࡢ⾜⌧ࡣࡳ㸱⛉┠ᵓᡂ࡜ኚ

 ࠋ࠸࡞ࡽࢃ

⏝ά࡞ຠᯝⓗࡢ➼᝟ሗᶵჾࠕࠊࡤ࠼࡜ࡓ  ᝟ሗᶵࠕࠖࡸ

ჾ➼ࡢά⏝ࠖࡎ࠸ࠊ࡟࠺ࡼࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧࡛⌧⾲࠺࠸࡜

㔜࡚ࡋ࡜↛౫ࡣ⏝άࡢ➼᝟ሗᶵჾࡶ࡚࠸࠾࡟┠⛉ࡢࢀ

どࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ௒ᅇࡢᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ᨵゞ࡛ࠊࡣ᝟ሗᶵ

ჾ➼ࡢᇶᮏⓗ࡞᧯సࡣᑠᏛᰯ࡛⩦ᚓࡗ࡞࡟࡜ࡇࡿࢀࡉ

ࡇ࠺࠸࡜࠸࡞ࢃ㧗➼Ꮫᰯ࡛ᢅࡸ୰Ꮫᰯࠊࡣࢀࡑࠊࡀࡓ

ࡀᡂ⫱ࡢᐇ㊶ຊࠖࡢ⏝᝟ሗάࠕࡸ࡚ࡋࡲࠊࡃ࡞ࡣ࡛࡜

୰Ꮫᰯࡸ㧗➼Ꮫᰯ࡛୙せࠋ࠸࡞ࡣ࡛࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡓࡗ࡞࡟

⏬ཧ࡞ᴟⓗ✚ࡢ࡬఍♫ࡴ㐍ࡢ᝟ሗ໬ࠕࠊࡓࡲ ఍♫ࠕࠖࡸ

ࢃࡽ࠿⌧⾲࠺࠸࡜ᐤ୚ࠖ࡞୺యⓗࡢ࡬㐍ᒎࡢ᝟ሗ໬ࡢ

ᚲࡢ࡜ࡇࡿࡍព㆑ࢆ㛵㐃ࡢ࡜఍♫࡜᝟ሗࠊ࡟࠺ࡼࡿ࠿

せᛶࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧ࡶ 

᝟ሗ࡛ࠖ࡜఍♫ࠕࠊ࡚࠼ࡲࡩࢆඹ㏻㒊ศ࡞࠺ࡼࡢࡇ ࠊࡣ

᝟ሗࡀ♫఍࡟ཬࡍࡰᙳ㡪ࢆ⌮ゎࢽ࣑ࣗࢥࠊ࡛࠼࠺ࡓࡋ

ࡍᡂ⫱ࢆ࡝࡞Ⓨಙຊࡸ๰㐀ຊࡢ᝟ሗࠊຊ⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢣ

Ꮫ࡛ࠖ⛉ࡢ᝟ሗࠕࠊࡁ⨨ࢆ㔜Ⅼ࡟࡜ࡇࡿ ⾡ᢏࡸ㆑▱ࠊࡣ

ᛮ⪃ຊ࣭ࡧ᪉ཬ࠼⪄ぢ᪉࣭࡞Ꮫⓗ⛉ࠊ࡛ୖࡓࡋゎ⌮ࢆ

ุ᩿ຊࢆ⫱ᡂ࡟࡜ࡇࡿࡍ㔜Ⅼࡇࡿ࠼⪄࡜ࡿ࠸࡚࠸⨨ࢆ

 ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜

 

㸱㸬ᬑ㏻ᩍ⛉ࠕ᝟ሗࠖࡢᏛ⩦ᣦᑟせ㡿ࡢᨵゞ 

 ๓㏙ࡢ୰ኸᩍ⫱ᑂ㆟఍⟅⏦ᩥࠊࡅཷࢆ㒊⛉Ꮫ┬࡟タ

ࠊᶆ┠ࡢ┠⛉ྛ࡜⛉ᩍࠊ࡚࠸࠾࡟༠ຊ⪅఍㆟ࡓࢀࡉ⨨

ཬࡢ┠⛉ྛࡧෆᐜࡀ࠸ᢅࡾྲྀࡢࡑ࡜㆟ㄽࠊࢀࡉᖹᡂ㸰

㸮ᖺ㸯㸰᭶㸰㸱᪥ࠕ࡟㧗➼ᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟせ㡿᱌ࠖ ࡀ(2)

බ⾲ࡢࡑࠊࢀࡉᚋ୍࠿᭶㛫ࢃ⾜ࡀࢺ࣓ࣥࢥࢡࢵࣜࣈࣃ

ṇᘧࡣᮏ✏ᇳ➹᫬Ⅼ㸦ᖹᡂ㸰㸯ᖺ㸰᭶㸯㸳᪥㸧࡛ࠊࢀ

࿌♧ࢀࡇࠊࡵࡓࡢࡇࠋ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉࡣ௨㝆ࡣᖹᡂ㸰㸮

ᖺ㸯㸰᭶㸰㸱᪥࡟බ⾲ࡓࢀࡉ᱌࡟ᇶ࡙࡚࠸㏙࡜ࡇࡿ࡭

 ࠋࡿࡍ࡟

௒ᅇࡢᨵゞ࡛ࠊࡣ⌧௦ࠕࢆ▱㆑ᇶ┙♫఍ࠖࡢ᫬௦࡜

㆑࣭᝟ሗ࣭▱ࠊ࡚࠸࠾࡟㡿ᇦࡿࡺࡽ࠶ࡢ఍♫ࠊ࠼ࡽ࡜

ᢏ⾡ࡀே㛫ࡢάືᇶ┙࠺࠸࡜ࡿ࡞࡜๓ᥦࠋࡿ࠸࡚ࡗ❧࡟

࡟᝟ሗࠊ╔ᐃ࡞ᐇ☜ࡢᐇ㊶ຊࡢ⏝᝟ሗάࠊࡾࡼ࡟ࢀࡇ

㛵ࡿࡍ೔⌮ⓗ࡞ែᗘ࡜Ᏻ඲࡟㛵ࡿࡍែᗘࡸつ⠊ព㆑ࡢ

⩦ᚓࠊ᝟ሗཬࡧ᝟ሗᡭẁ࡟㛵ࡿࡍ⛉Ꮫⓗ࡞ぢ᪉࣭⪃࠼

᪉ࢆ㌟࡟௜ࡀ࡜ࡇࡿࡅồࢆࡽࢀࡇࠊࢀࡽࡵά⏝࡚ࡋ㧗

ᚓ⩦ࢆ⬟㆑࣭ᢏ▱ࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿࡍ๰㐀ࢆ௜ຍ౯್࠸

᝟࡟㧗ᗘࡀ఍♫ࠊࡾࡲࡘࠋࡿ࠸࡚ࡋ࡜ࡿ࠶ࡀᚲせࡿࡍ

ሗ໬ࠊ࡛࡜ࡇࡓࡋᚑ᮶ࡣ࡟ぢࡓࡗ࠿࡞ࢀࡽάືᇶ┙ࡀ

ฟ⌧࡞࠺ࡼࡢࡑࠊࡋ≧ἣ࡛⏕άࡣ࡟ࡿࡍ᝟ሗά⏝⬟ຊ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗ❧࡟࠼⪄࠺࠸࡜࠸࡞ࡏ࠿Ḟࡀ

᪂Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿࡚࠸࠾࡟ᬑ㏻ᩍ⛉ࠕ᝟ሗࠖࡢ┠ᶆࡣ

ḟࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧࡟࠺ࡼࡢ  

 

࠙ᬑ㏻ᩍ⛉ࠕ᝟ሗࠖࡢ┠ᶆࠚ 

 

ᩍ⛉┠ᶆࢆศᯒࠊ࡜ࡿࡍḟ࡞࠺ࡼࡢ┠ᶆࡀᾋࡁ᙮ࡾ

᝟ሗཬࡧ᝟ሗᢏ⾡ࢆά⏝ࡢࡵࡓࡿࡍ▱㆑࡜ᢏ⬟ࢆ

⩦ᚓࡏࡉ㸪᝟ሗ࡟㛵ࡿࡍ⛉Ꮫⓗ࡞ぢ᪉࠼⪄ࡸ᪉ࢆ㣴࠺

࠸࡚ࡋࡓᯝࡀ⾡᝟ሗᢏࡧ୰࡛᝟ሗཬࡢ㸪♫఍࡟ࡶ࡜࡜

୺య࡟㐍ᒎࡢ᝟ሗ໬ࡢ㸪♫఍ࡏࡉゎ⌮ࢆᙳ㡪ࡸᙺ๭ࡿ

ⓗ࡟ᑐᛂ࡛ࡿࡁ⬟ຊ࡜ែᗘࠋࡿ࡚⫱ࢆ 
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⬟⏝᝟ሗάࠊࡽࡀ࡞ࡅ㛵㐃௜࡟஫┦ࢆࡽࢀࡇࠊࡾ࡞࡜

ຊࡢ⫱ᡂࢆ┠ᣦࡀ࡜ࡇࡍᬑ㏻ᩍ⛉ࠕ᝟ሗࠖࡢ┠ᶆ࡛࠶

ࠋࡿࡁ࡛ࡀ࡜ࡇࡿ࠼⪄࡜ࡿ  

 

(1) ᝟ሗཬࡧ᝟ሗᢏ⾡ࢆά⏝ࡢࡵࡓࡿࡍ▱㆑࡜ᢏ⬟ࢆ

⩦ᚓࠋ࡜ࡇࡿࡏࡉ 

(2) ᝟ሗ࡟㛵ࡿࡍ⛉Ꮫⓗ࡞ぢ᪉࠼⪄ࡸ᪉ࢆ㣴ࠋ࡜ࡇ࠺  

(3) ♫఍ࡢ୰࡛᝟ሗཬࡧ᝟ሗᢏ⾡ࡀᯝࡿ࠸࡚ࡋࡓᙺ๭

ࠋ࡜ࡇࡿࡏࡉゎ⌮ࢆᙳ㡪ࡸ  

(4) ♫఍ࡢ᝟ሗ໬ࡢ㐍ᒎ࡟୺యⓗ࡟ᑐᛂ࡛ࡿࡁ⬟ຊ࡜

ែᗘࠋ࡜ࡇࡿ࡚⫱ࢆ 

 

ࡢ⏝᝟ሗάࠕࠊࢀࡒࢀࡑࡣ (3)ࠊ (2)ࠊ (1)ࠊ࡛ࡇࡇ 

ᐇ㊶ຊ ゎ⌮࡞Ꮫⓗ⛉ࡢ᝟ሗࠕࠊࠖ ࡍ⏬ཧ࡟᝟ሗ♫఍ࠕࠊࠖ

ࡼࢫࣥࣛࣂࢆຊ⬟ࡢࡽࢀࡇࠊ࡚࠸࡚ࡋᑐᛂ࡟ែᗘࠖࡿ

ࠋࡿ࠶࡟㛵ಀ࠺࠸࡜ࡿࡍ⌧ᐇࢆ (4)࡛࡜ࡇࡿࡍᚓ⩦ࡃ  

ࡶ࡚࠸࠾࡟᪂Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ࠊ࡟࠺ࡼࡓࢀࡉ♧࡟ (1) 

ࢀࡽࡅ࡙⨨఩࡚ࡋ࡜┠ᚲ㡲㡯ࡣᚓ⩦ࡢࠖ⬟ᢏ࡜㆑▱ࠕ

୰ࠊᑠᏛᰯࠊࡣ࡚࠸࠾࡟㧗➼Ꮫᰯẁ㝵ࠊ࡟≉ࠋࡿ࠸࡚

Ꮫᰯࡿࡅ࠾࡟✚ᴟⓗ࣭୺యⓗ࡞ά⏝⬟ຊࡴࡃࡄࡣࢆᏛ

⩦࡛㌟࡟௜ࡓࡁ࡚ࡅ▱㆑࣭ᢏ⬟ࡸ⤒㦂࡟ᇶ࡙ࠊ࡚࠸⮬

ά࠸ࡼࡾࡼࠊࡾ㏉ࡾ᣺ࢆ⏝άࡢ⾡᝟ሗᢏࡧ᝟ሗཬࡢࡽ

ࡇ࠺⾜ࢆホ౯࣭ᨵၿࡢ⏝άࡿࡍ࡜࠺ࡇ࠸࡚ࡋᨵၿ࡟⏝

 ࠋࡿࢀࡲྵࡶ࡜ࡇࡿࡍ࡟࠺ࡼࡿࡁ࡛ࡀ࡜

࠼⪄࡜ぢ᪉࡞Ꮫⓗ⛉ࡿࡍ㛵࡟᝟ሗࠕࡓࢀࡉ♧࡟ (2) 

᪉ࠖࠊࡣ᝟ሗ࡟㛵ࡿࡍ▱㆑ࡢ⋓ᚓ࡟Ḟ࠸࡞ࡏ࠿せ⣲࡛

ࡣࢆຊ⬟ࡢࡵࡓࡿࡍ⏝άࢆ᝟ሗࡀ㆑▱ࡓࡋᚓ⋓ࠊࡾ࠶

 ࠋࡿ࡞࡟࡜ࡇࡍಁࢆᚓ⋓ࡢ㆑▱ࡿ࡞ࡽࡉࡀࢀࡑࠊࡳࡃࡄ

࣮࣡ࢺࢵࢿࡿࡍከⓎࠊࡣ࡟ᙳ㡪ࠖࠕࡓࢀࡉ♧࡟ (3) 

᝟ࠊၥ㢟ࡢ࣮ࢼ࣐ࡸ࣮ࣝࣝࡢୖࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿࠊ⨥≢ࢡ

ሗࡢ࢕ࢸࣜࣗ࢟ࢭၥ㢟ࠊேᶒ౵ᐖࠊ▱ⓗ㈈⏘ᶒࡢಖㆤ

᝟ࠊࡓࡲࠋࡿ࠸࡚ࢀࡲྵࡀၥ㢟࡞ከᵝࡘ࠿㞧「ࠊ࡝࡞

ሗ♫఍࡟ཧ⏬ࡿࡍែᗘࡢ⫱ᡂࡀ㐺ṇ࡞᝟ሗά⏝ࡢᐇ㊶

ཧ࡟᝟ሗ♫఍࡚ࡋ㏻ࢆ㊶ᐇࡢ⏝᝟ሗάࠊ࡟㏫ࠊࡋಁࢆ

ࡧ᝟ሗཬࠊࡾ࠶ࡀ㛵ಀ࠺࠸࡜ࡿࢀࡉᡂ⫱ࡀែᗘࡿࡍ⏬

᝟ሗᢏ⾡ࡀᯝࡿ࠸࡚ࡋࡓᙺ๭࡜ᙳ㡪ࢆ⌮ゎ࡜ࡇࡿࡏࡉ

せ⣲࡞㔜せࡢࡵࡓࡿࡏࡉࡅ௜࡟㌟ࢆ᝟ሗά⏝⬟ຊࠊࡣ

 ࠋࡿ࠼ゝ࡜ࡿ࠶࡛

ែᗘࠖ࡜ຊ⬟ࡿࡁᑐᛂ࡛࡟୺యⓗࠕࡓࢀࡉ♧࡟ (4) 

ࡓࡿࡍ⏬ཧ࡟ᴟⓗ✚࡟఍♫ࡓࢀࡉ᝟ሗ໬࡟㧗ᗘࠊࡣ࡜

ࡢࡵࡓࡿࡍᐤ୚࡟Ⓨᒎࡢ᝟ሗ♫఍ࠊ࡜ຊ࣭ែᗘ⬟ࡢࡵ

⬟ຊ࣭ែᗘࡓࢀࡉ♧࡟ (3)ࡽ࠿ (1)ࠊ࡛⛠⥲ࡢ┠ᶆࢆ㐩

ᡂ࡞࠺ࡼࡢࡇ࡛࡜ࡇࡿࡍែᗘࢆ⫱ᡂࡀࡢ࠺࠸࡜ࡿࡍᬑ

㏻ᩍ⛉ࠕ᝟ሗࠖࡢ┠ᶆ࡛࡜ࡿ࠶ゝࠋ࠸ࡼ࡚ࡗ 

    

㸲㸬ࠕ♫఍࡜᝟ሗࠖࡢᴫせ 

 ᪂Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ࠕ࡚࠸࠾࡟♫఍࡜᝟ሗࠖࡢ┠ᶆࡣḟ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧࡟࠺ࡼࡢ

 

 ࠚᶆ┠ࡢ᝟ሗࠖ࡜఍♫ࠕ࠙

 

ศᯒ࡟ᵝྠ࡜ሙྜࡢᶆ┠ࡢ᝟ሗࠖࠕ⛉ᬑ㏻ᩍࢆࢀࡇ

 ࠋ࠺ࡼࡳ࡚ࡋ

 

(1) ᝟ሗࡢ≉ᚩ࡜᝟ሗ໬ࡀ♫఍࡟ཬࡍࡰᙳ㡪ࢆ⌮ゎࡉ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡏ

(2) ᝟ሗᶵჾࡸ᝟ሗ㏻ಙࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ㐺ษ࡟ά⏝ࡋ

࡚᝟ሗࢆ཰㞟㸪ฎ⌮㸪⾲⌧ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

(3) ຠᯝⓗ࠺⾜ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࡟⬟ຊࢆ㣴ࡇ࠺

 ࠋ࡜

(4) ᝟ሗ♫఍࡟✚ᴟⓗ࡟ཧ⏬ࡿࡍែᗘࠋ࡜ࡇࡿ࡚⫱ࢆ  

 

୚࡟఍♫ࡀ᝟ሗ໬ࡋゎ⌮ࡃࡼࢆᚩ≉ࡢ᝟ሗࠊࡣ (1) 

࠸࡚ࡋ♧ࢆ࡜ࡇࡃ⨨ࢆ㍈㊊࡟࡜ࡇࡿࡍゎ⌮ࢆᙳ㡪ࡿ࠼

࡜ࡇࡿࡍ⏝ά࡟㐺ษࢆ⾡᝟ሗᢏࡧ᝟ሗཬࠊࡣ (2)ࠋࡿ

࡞ලయⓗࡓࡗ࠸࡜⌧⾲ࠊ⌮ฎࠊ཰㞟ࡢ᝟ሗࠊ࡚ࡋ㏻ࢆ

ຊࢆ㣴࣑ࣗࢥࠕࡓࢀࡉ♧࡟ (3)ࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ࡜ࡇ࠺

࠶࡛ࡘ࡜ࡦࡢࢻ࣮࣮࣡࢟ࡢ┠⛉ࡢࡇࡣࠖࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ

୰࡛ྜពࡢ᪉࠼⪄࡞ከᵝࡿࢀࡉฟࡽ࠿ሙ❧ࡿ࡞␗ࠊࡾ

ᙧᡂࢆᅗࡣ࡟ࡿຠᯝⓗࡀࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࡞㔜せ࡛

♧ࢆே㛫ീࡿࢀࡲᮃࡣ࡛ (4)ࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ࡜ࡇࡿ࠶

ຠᯝࠊ࡛ୖࡓ࠼ࡲࡩࢆ㛵ಀᛶࡢ᝟ሗ࡜఍♫ࠊࡾ࠾࡚ࡋ

ⓗࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࡞ά⏝ࡓࡋ♫఍ࡢ༠ㄪᛶࡘ࡟

ᐤ୚࡟Ⓨᒎࡢࡑࡋཧຍ࡟᝟ሗ♫఍࡟ᴟⓗ✚ࠊ࠼⪄࡚࠸

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ࡜ࡇࡴࡃࡄࡣࢆែᗘࡿࡍ

ࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡸ⌧⾲ࠊࡣ᝟ሗ࡛ࠖ࡜఍♫ࠕ 

ᡭẁ࡚ࡋ࡜᝟ሗᶵჾࡸ᝟ሗ㏻ಙࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ㐺ษ࡟

ά⏝ࠊࡋಙ㢗࡛ࡿࡁ᝟ሗࢆ཰㞟࡟ุ᩿ࠊࡋᙺ❧ࡘ᝟ሗ

ゎ⌮࡟ᡭ┦ࠊࡋ⌧⾲࡟☜ⓗࢆ᪉࠼⪄ࡢศ⮬ࠊࡋศᯒࢆ

 ࠋࡿ࠿ࢃࡀ࡜ࡇࡿ࠸࡚࠸⨨ࢆ㔜Ⅼ࡟ᡂ⫱ࡢຊ࠺ࡽࡶ࡚ࡋ

 ḟࠕ࡟♫఍࡜᝟ሗࠖࡢᏛ⩦ෆᐜཬࢆ࠸ᢅྲྀࡢࡑࡧぢ

 ࠋ࠺ࡼࡳ࡚

 

 ࠚෆᐜࡢ᝟ሗࠖ࡜఍♫ࠕ࠙

(1) ᝟ሗࡢά⏝࡜⾲⌧ 

ᚩ≉ࡢ࢔࢕ࢹ࣓࡜᝟ሗ ࢔  
᝟ሗᶵჾࡸ᝟ሗ㏻ಙࢆ࡝࡞ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ㐺ษ࡟ά

ࡉゎ⌮ࢆព࿡ࡢ࢔࢕ࢹ࣓࡜ᚩ≉ࡢ㸪᝟ሗ࡟ࡵࡓࡿࡍ⏝

 ࠋࡿࡏ

 ໬ࣝࢱࢪ࢕ࢹࡢ᝟ሗ ࢖
᝟ሗࣝࢱࢪ࢕ࢹࡢ໬ࡢᇶ♏ⓗ࡞▱㆑࡜ᢏ⾡ཬࡧ᝟

ሗᶵჾࡢ≉ᚩ࡜ᙺ๭ࢆ⌮ゎ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡏࡉ㸪ࢱࢪ࢕ࢹ

ࣝ໬ࡓࢀࡉ᝟ሗࡀ⤫ྜⓗࢆ࡜ࡇࡿ࠼ᢅ࡟⌮ゎࠋࡿࡏࡉ 

᝟ሗࡢ≉ᚩ࡜᝟ሗ໬ࡀ♫఍࡟ཬࡍࡰᙳ㡪ࢆ⌮ゎࡉ

ά࡟㐺ษࢆ࡝࡞ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ᝟ሗ㏻ಙࡸ㸪᝟ሗᶵჾࡏ

࡟ຠᯝⓗ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ⌧⾲཰㞟㸪ฎ⌮㸪ࢆ᝟ሗ࡚ࡋ⏝

✚࡟㸪᝟ሗ♫఍࠸㣴ࢆຊ⬟࠺⾜ࢆࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

ᴟⓗ࡟ཧ⏬ࡿࡍែᗘࠋࡿ࡚⫱ࢆ 
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 ఏ㐩࡜⌧⾲ࡢ᝟ሗ ࢘
᝟ሗࢆศࡋ⌧⾲ࡃࡍࡸࡾ࠿ຠ⋡ⓗ࡟ఏ㐩ࡵࡓࡿࡍ

⩦ࢆ᪉ἲࡿࡍ⏝฼ࡋ㑅ᢥ࡟㐺ษࢆ⣲ᮦࡸ㸪᝟ሗᶵჾ࡟

ᚓࠋࡿࡏࡉ 

(2) ᝟ሗ㏻ಙࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࡜ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ 
 Ⓨ㐩ࡢᡭẁࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ ࢔

㛵㐃࡜ኚ㑄ࡢࡑࢆⓎ㐩ࡢᡭẁࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

௜࡚ࡅ⌮ゎ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡏࡉ㸪㏻ಙࡢࢫࣅ࣮ࢧ≉ᚩࢥࢆ

 ࠋࡿࡏࡉゎ⌮࡛ࡾࢃ࠿࠿ࡢ࡜ᙧែࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
 ࡳ⤌௙ࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ᝟ሗ㏻ಙ ࢖

᝟ሗ㏻ಙࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ௙⤌࡜ࡳ᝟ሗࢸࣜࣗ࢟ࢭ

 ࠋࡿࡏࡉゎ⌮ࢆ᪉ἲࡢࡵࡓࡿࡍಖ☜ࢆ࢕

ࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ࡜⏝άࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ᝟ሗ㏻ಙ ࢘

ࣙࣥ 

᝟ሗ㏻ಙࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ≉ᛶࢆ㋃࠼ࡲ㸪ຠᯝⓗࢥ࡞

㸪᝟ሗ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡏࡉᚓ⩦ࢆ᪉ἲࡢࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ

 ࠋࡿࡏࡉゎ⌮ࢆ஦㡯ࡁ࡭ࡍ㓄៖࡟Ⓨಙ᫬ࡧಙཬཷࡢ
(3) ᝟ሗ♫఍ࡢㄢ㢟࡜᝟ሗࣔࣛࣝ 

 ㄢ㢟࡜ᙳ㡪ࡍࡰཬ࡟఍♫ࡀ᝟ሗ໬ ࢔
᝟ሗ໬ࡀ♫఍࡟ཬࡍࡰᙳ㡪ࢆ⌮ゎ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡏࡉ㸪

ᮃ࠸ࡋࡲ᝟ሗ♫఍ࡢᅾࡾ᪉࡜᝟ሗᢏ⾡ࢆ㐺ษ࡟ά⏝

 ࠋࡿࡏࡉゎ⌮ࢆᚲせᛶࡢ࡜ࡇࡿࡍ

 ಖ☜ࡢ࢕ࢸࣜࣗ࢟ࢭ᝟ሗ ࢖
ಶேㄆド࡜ᬯྕ໬ࡢ࡝࡞ᢏ⾡ⓗᑐ⟇ࡸ᝟ሗࣗ࢟ࢭ

ࡵ㧗ࢆ࢕ࢸࣜࣗ࢟ࢭ㸪᝟ሗ࡝࡞ᐃ⟇ࡢ࣮ࢩ࣏ࣜ࢕ࢸࣜ

 ࠋࡿࡏࡉゎ⌮ࢆ᪉ἲ࡞ࠎᵝࡢࡵࡓࡿ

 ௵㈐ࡢಶே࡜ἲࡿࡅ࠾࡟᝟ሗ♫఍ ࢘
ከࡢࡃ᝟ሗࡀබ㛤ࢀࡉὶ㏻ࢆ≦⌧ࡿ࠸࡚ࡋㄆ㆑ࡉ

ࡓࡢࡑ࡜ᚲせᛶࡢ࡜ࡇࡿࡍಖㆤࢆ㸪᝟ሗ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡏ

 ࠋࡿࡏࡉゎ⌮ࢆ௵㈐ࡢಶேࡧἲつཬࡢࡵ

(4) ᮃ࠸ࡋࡲ᝟ሗ♫఍ࡢᵓ⠏ 
 ࣒ࢸࢫࢩ᝟ሗࡿࡅ࠾࡟఍♫ ࢔

᝟ሗࡢ࣒ࢸࢫࢩ✀㢮ࡸ≉ᚩࢆ⌮ゎ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡏࡉ㸪

ゎ⌮ࢆᙳ㡪ࡍࡰཬ࡜ᙺ๭ࡍࡓᯝ࡟఍⏕ά♫ࡀࡽࢀࡑ

 ࠋࡿࡏࡉ
 ே㛫࡜࣒ࢸࢫࢩ᝟ሗ ࢖

ே㛫࡚ࡗ࡜࡟฼⏝࠸ࡍࡸࡋ᝟ሗࡢ࣒ࢸࢫࢩᅾࡾ᪉㸪

᝟ሗ㏻ಙࢆࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿά⏝࡚ࡋᵝ࡞ࠎពぢࢆᥦ᱌

 ࠋࡿࡏࡉ࠼⪄࡚࠸ࡘ࡟᪉ἲࡢࡵࡓࡿࡍ㞟⣙ࡋ
 ゎỴࡢၥ㢟ࡿࡅ࠾࡟᝟ሗ♫఍ ࢘

᝟ሗᶵჾࡸ᝟ሗ㏻ಙࢆ࡝࡞ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ㐺ษ࡟ά

 ࠋࡿࡏࡉᚓ⩦ࢆ᪉ἲࡿࡍゎỴࢆၥ㢟࡚ࡋ⏝

 

 ࠚ࠸ᢅྲྀࡢෆᐜࡢ᝟ሗࠖ࡜఍♫ࠕ࠙

(1) ෆᐜࡣ࡚࠸ࡘ࡟(1)ࡢ㸪᝟ሗࡢಙ㢗ᛶ㸪ಙ៰ᛶཬ

࡚ࡋ㏻ࢆసᡂࡢࢶࣥࢸࣥࢥࡓࡋ㓄៖࡟࡝࡞ⴭసᶒࡧ

㸪ࡆୖࡾྲྀࢆ㔞Ꮚ໬ࡸ㸪ᶆᮏ໬ࡣ࡚࠸ࡘ࡟࢖ࠋ࡜ࡇ࠺ᢅ

࡚ࢀࡉ໬ࣝࢱࢪ࢕ࢹࡀ᝟ሗࡣෆ㒊࡛ࡢࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ

୰ࢆ⩦㸪ᐇࡣ࡚࠸ࡘ࡟࢘ࠋ࡜ࡇ࠺ᢅ࡚࠸ࡘ࡟࡜ࡇࡿ࠸

ᚰ࠸ᢅ࡟㸪⏕ᚐྠኈ࡛┦஫ホ౯ࡿࡏࡉάືࡾྲྀࢆධࢀ

 ࠋ࡜ࡇࡿ
(2) ෆᐜࡣ࡚࠸ࡘ࡟࢖ࡢ(2)ࡢ㸪㟁Ꮚ࣓࣮ࣝࣈ࢙࢘ࡸ

ࡘ࡟ಙ㢗ᛶ㸪฼౽ᛶࡢࡽࢀࡇ㸪ࡆୖࡾྲྀࢆ࡝࡞ࢺ࢖ࢧ

㸪࠸ᢅ࡟୰ᚰࢆ⩦㸪ᐇࡣ࡚࠸ࡘ࡟࢘ࠋ࡜ࡇ࠺ᢅࡶ࡚࠸

᝟ሗࡢಙ៰ᛶࡸⴭసᶒࡢ࡬㓄៖࡚࠸ࡘ࡟⮬ᕫホ౯ࡉ

 ࠋ࡜ࡇࡿࢀධࡾྲྀࢆάືࡿࡏ

(3) ෆᐜࡣ࡚࠸ࡘ࡟࢔ࡢ(3)ࡢ㸪ᮃ࠸ࡋࡲ᝟ሗ♫఍ࡢ

ᅾࡾ᪉࡜᝟ሗᢏ⾡ࡢ㐺ษ࡞ά⏝࡚࠸ࡘ࡟⏕ᚐࡀ୺య

ⓗ࠼⪄࡟㸪ウ㆟ࡋ㸪Ⓨ⾲ࡢ࡝࡞࠺ྜࡋάືࡾྲྀࢆධࢀ

ࡿࡍಖ☜ࢆ࢕ࢸࣜࣗ࢟ࢭ㸪᝟ሗࡣ࡚࠸ࡘ࡟࢖ࠋ࡜ࡇࡿ

ྜࡳ⤌࡟㐺ษࢆ࡜ⓗᑐᛂ⧊⤌࡜⟇ᢏ⾡ⓗᑐࡣ࡟ࡵࡓ

࡚࠸ࡘ࡟࢘ࠋ࡜ࡇ࠺ᢅࡶ࡚࠸ࡘ࡟㔜せᛶࡢ࡜ࡇࡿࡏࢃ

㸪᝟࠸ᢅ࡚࠸ࡘ࡟࡝࡞ಖㆤࡢಶே᝟ሗࡸ⏘㸪▱ⓗ㈈ࡣ

ሗࡢ཰㞟ࡸⓎಙ࡟࠸ᢅྲྀࡢ࡝࡞ᙜࡣ࡚ࡗࡓಶேࡢ㐺

ษࡀุ᩿࡞㔜せ࡛ࠋ࡜ࡇ࠺ᢅࡶ࡚࠸ࡘ࡟࡜ࡇࡿ࠶ 

(4) ෆᐜࡣ࡚࠸ࡘ࡟(4)ࡢ㸪ᮃ࠸ࡋࡲ᝟ሗ♫఍ࢆᵓ⠏

㸪࠼⪄࡟୺యⓗࡀᚐ⏕࡚࠸ࡘ࡟ᙺ๭ࡢே㛫ࡢ࡛ୖࡿࡍ

ウ㆟ࡋ㸪Ⓨ⾲ࡢ࡝࡞࠺ྜࡋάືࡾྲྀࢆධ࢖ࠋ࡜ࡇࡿࢀ

ᥦ᱌ࢆ࡝࡞⟇ᨵၿࡢ࣒ࢸࢫࢩ᝟ሗ࡟㸪⏕ᚐࡣ࡚࠸ࡘ࡟

ࡾྲྀࢆάືࡿࡍ㞟⣙ࡋᥦ᱌ࢆពぢ࡞ࠎ㸪ᵝ࡝࡞ࡿࡏࡉ

ධࠋ࡜ࡇࡿࢀ 

 

ෆᐜཬࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟࠸ᢅྲྀࡢࡑࡧ௒ᚋᩥ㒊⛉Ꮫ┬࠿

ࡼࡢḟࠊࡀࡿࡍ࡟࡜ࡇࡿࡡጤ࡟ゎㄝࠖࠕࡿࢀࡉ⾲බࡽ

 ࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡁ࡭ࡍព␃࡟Ⅼ࡞࠺

సᡂࡢࢶࣥࢸࣥࢥࠕࠊࡣ࠸ࡘ࡟(1)  ࢹ࣓ࠕࠊ࡚ࡋ㏻ࠖࢆ

ࡍᚓ⩦ࢆ᪉ἲࡢࠖ⌧⾲ࡢ᝟ሗࠕࡸゎࠖ⌮ࡿࡍ㛵࡟࢔࢕

⩦ᐇࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟(2)ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧ࡀ࡜ࡇࡿ ⮬ࠕࠖࡸ

ᕫホ౯ࡿࡏࡉάືࠖࢆ࡝࡞ά⏝࡚ࡋ᝟ሗ㏻ಙ࣡ࢺࢵࢿ

ᡂ⫱ࢆຊ⬟ࡢࠖࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠕࡓࡋ⏝฼ࢆࢡ࣮

୺ࡀᚐ⏕ࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟(3)ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧ࡀ࡜ࡇࡿࡍ

యⓗ࠼⪄࡟㸪ウ㆟ࡋ㸪Ⓨ⾲ࡢ࡝࡞࠺ྜࡋάືࠖࢆ㏻ࡋ

࡚ࢀࡉ♧ࡀ࡜ࡇࡴ⤌ࡾྲྀ࡟ㄢ㢟ࡿࡅ࠾࡟᝟ሗ♫఍ࠊ࡚

᝟ࠕࠊ࡚ࡋ㏻ࢆάື࡞ᵝྠ࡜(3)ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟(4)ࠋࡿ࠸

ሗࡢ࣒ࠖࢸࢫࢩ⌮ゎࡢࡑ࡜ᅾࡾ᪉ࡢ⪃ᐹ࠸࡚ࢀࡉ♧ࡀ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ㔜どࡀάືࡢ➼⩦ᐇࡶሙྜࡢࢀࡎ࠸ࠋࡿ

 

㸳㸬ࠕ᝟ሗࡢ⛉Ꮫࠖࡢᴫせ 

 ᪂Ꮫ⩦ᣦᑟせ㡿ࠕ࡚࠸࠾࡟᝟ሗࡢ⛉Ꮫࠖࡢ┠ᶆࡣḟ

 ࠋࡿ࠸࡚ࢀࡉ♧࡟࠺ࡼࡢ

 

 ࠚᶆ┠ࡢᏛࠖ⛉ࡢ᝟ሗࠕ࠙

 

 ࠋ࠺ࡼࡳ࡚ࡋศᯒࡶ࡚࠸ࡘ࡟ᶆ┠ࡢᏛࠖ⛉ࡢ᝟ሗࠕ 

 

(1) ᝟ሗ♫఍ࢆᨭࡿ࠼᝟ሗᢏ⾡ࡢᙺ๭࡜ᙳ㡪ࢆ⌮ゎࡉ

 ࠋ࡜ࡇࡿࡏ

(2) ᝟ሗ࡜᝟ሗᢏ⾡ࢆၥ㢟ࡢⓎぢ࡜ゎỴ࡟ຠᯝⓗ࡟ά

ࡿࡏࡉᚓ⩦ࢆ᪉࠼⪄ࡸぢ᪉࡞Ꮫⓗ⛉ࡢࡵࡓࡿࡍ⏝

 ࠋ࡜ࡇ

(3) ᝟ሗ♫఍ࡢⓎᒎ࡟୺యⓗ࡟ᐤ୚ࡿࡍ⬟ຊ࡜ែᗘࢆ

 ࠋ࡜ࡇࡿ࡚⫱

 

ࢀࡽ࠼ᨭ࡟࠺࠸࡜ࠖ⾡᝟ሗᢏࠕࡀ᝟ሗ♫఍ࠊࡣ (1) 

ࢫࢩ᝟ሗࢆᙳ㡪ࡸᙺ๭ࡢࡑࠊࡕ❧࡟どⅬ࠺࠸࡜ࡿ࠸࡚

᝟ሗ♫఍ࢆᨭࡿ࠼᝟ሗᢏ⾡ࡢᙺ๭ࡸᙳ㡪ࢆ⌮ゎࡉ

࡟ゎỴ࡜Ⓨぢࡢၥ㢟ࢆ⾡᝟ሗᢏ࡜㸪᝟ሗ࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡏ

ຠᯝⓗ࡟ά⏝ࡢࡵࡓࡿࡍ⛉Ꮫⓗ࠼⪄࡞᪉ࢆ⩦ᚓࡏࡉ㸪

᝟ሗ♫఍ࡢⓎᒎ࡟୺యⓗ࡟ᐤ୚ࡿࡍ⬟ຊ࡜ែᗘࢆ⫱

 ࠋࡿ࡚
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࡟ (2)ࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ࡜ࡇࡿࡍほⅬ࡛⌮ゎ࠺࠸࡜࣒ࢸ

ၥ㢟ゎỴࠕࡓࢀࡉ♧ ࠊࡾ࠶࡛ࢻ࣮࣮࣡࢟ࡢ┠⛉ࡢࡇࡣࠖ

ၥ㢟ゎỴ࡟ࡵࡓࡢ᝟ሗࡸ᝟ሗᢏ⾡ࢆά⏝࡟ࡵࡓࡿࡍ⛉

Ꮫⓗ࠼⪄࡞᪉ࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ࡜ࡇ࠺࠸࡜ࡴ⮫࡚ࡗࡶࢆ

୺యⓗࠕ࡟≉ࠊࡾ࠾࡚ࡋ♧ࢆே㛫ീࡿࢀࡲᮃࡣ࡛ (3)

Ⓨᒎࡢ᝟ሗ♫఍ࠊ࡛࡜ࡇࡿ࠸⏝ࢆ⌧⾲࠺࠸࡜ᐤ୚ࠖ࡟

ࡇࡿࡅ௜࡟㌟ࢆែᗘࡸຊ⬟ࡿࢀࢃ㛵࡟ᴟⓗ✚࡟ኚ໬ࡸ

 ࠋࡿ࠸࡚ࡋ♧ࢆ࡜

Ꮫ࡛ࠖ⛉ࡢ᝟ሗࠕ  ࠊ୰࡛ࡢࡾࢃ࠿࠿ࡢ࡜ၥ㢟ゎỴࠊࡣ

᪉ࡢࡵࡓࡿࡍ⏝ά࡟ຠᯝⓗࢆ⾡᝟ሗᢏࡸࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ

ἲࢆ⩦ᚓࠊࡀࡿࡏࡉ༢࡟ၥ㢟ゎỴࡔ࠺࠸࡜ࡿࡏࢃ⾜ࢆ

⌮ฎࡿࡼ࡟ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࡿࢀࢃ౑࡛ࡇࡑࠊࡃ࡞ࡣ࡛ࡅ

ᡭ㡰ࡢ⮬ືᐇ⾜ࠊㄽ⌮ⓗ࣭⤫ィⓗ࠼⪄࡞᪉ࡢࢱ࣮ࢹࠊ

ࡿ࡞࡟࠺ࡼࡿࡏ࠿⏕ࡶሙ㠃࡛ࡢ௚ࠊ࡚࠸ࡘ࡟࡝࡞࠸ᢅ

 ࠋ࠺⾜ࢆᣦᑟ࡟࠺ࡼ

 ḟࠕ࡟᝟ሗࡢ⛉ᏛࠖࡢᏛ⩦ෆᐜཬࢆ࠸ᢅྲྀࡢࡑࡧぢ

 ࠋ࠺ࡼࡳ࡚

 

 ࠚෆᐜࡢᏛࠖ⛉ࡢ᝟ሗࠕ࠙

 ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ᝟ሗ㏻ಙ࡜ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ (1)
 ⌮ฎࡢ᝟ሗ࡜ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ ࢔

ࡸࡳ⤌௙ࡿࢀࡉ⌮ฎࡀ㸪᝟ሗ࡚࠸࠾࡟ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ

 ࠋࡿࡏࡉゎ⌮ࢆ᪉ἲࡿࢀࡉ⌧⾲

 ࡳ⤌௙ࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ᝟ሗ㏻ಙ ࢖
᝟ሗ㏻ಙࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿᵓᡂせ⣲㸪ࡢࣝࢥࢺࣟࣉᙺ

๭㸪᝟ሗ㏻ಙࡢ௙⤌ࡳཬࡧ᝟ሗࢆ࢕ࢸࣜࣗ࢟ࢭ☜ಖࡍ

 ࠋࡿࡏࡉゎ⌮ࢆ᪉ἲࡢࡵࡓࡿ

 ࢫࣅ࣮ࢧࡿࡍᥦ౪࡜ࡁാࡢ࣒ࢸࢫࢩ᝟ሗ ࢘
᝟ሗ࡚࠸ࡘ࡟ࢫࣅ࣮ࢧ࡜࣒ࢸࢫࢩ㸪᝟ሗࡢὶࡸࢀฎ

⏝฼ࡢࡽࢀࡑ㸪ࡏࡉゎ⌮ࡽࡀ࡞ࡅ㛵㐃௜࡜ࡳ⤌௙ࡢ⌮

⪄ࢆᙳ㡪ࡍࡰཬ࡜ᙺ๭ࡍࡓᯝ࡟఍⏕ά♫ࡸ᪉ࡾᅾࡢ

 ࠋࡿࡏࡉ࠼
(2) ၥ㢟ゎỴࡢࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ࡜ά⏝ 

 ᪉࠼⪄࡞ᇶᮏⓗࡢၥ㢟ゎỴ ࢔
ၥ㢟ࡢⓎぢ㸪᫂☜໬㸪ศᯒཬࡧゎỴࡢ᪉ἲࢆ⩦ᚓࡉ

㐺ࢆ᪉ἲࡢࡽࢀࡇ࡚ࡌᛂ࡟ἣ≦ࡸⓗ┠ࡢ㸪ၥ㢟ゎỴࡏ

ษ࡟㑅ᢥࡢ࡜ࡇࡿࡍ㔜せᛶࠋࡿࡏࡉ࠼⪄ࢆ 

 ໬ື⮬ࡢฎ⌮ᡭ㡰࡜ゎỴࡢၥ㢟 ࢖
ၥ㢟ࡢゎἲࡿࡍ⌧⾲࡚࠸⏝ࢆ࣒ࢬࣜࢦࣝ࢔ࢆ᪉ἲ

⾜ᐇື⮬ࡢฎ⌮ᡭ㡰ࡿࡼ࡟ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥ㸪ࡏࡉᚓ⩦ࢆ

 ࠋࡿࡏࡉゎ⌮ࢆ᭷⏝ᛶࡢ

 ࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ࡜໬ࣝࢹࣔ ࢘
⌮ࢆ᪉ἲࡸ᪉࠼⪄ࡢࣥࣙࢩ࣮࣑ࣞࣗࢩ࡜໬ࣝࢹࣔ

ゎࡏࡉ㸪ᐇ㝿ࡢၥ㢟ゎỴ࡟ά⏝࡛ࠋࡿࡍ࡟࠺ࡼࡿࡁ 
(3) ᝟ሗ࡜⌮⟶ࡢၥ㢟ゎỴ 

 ၥ㢟ゎỴ࡜ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ᝟ሗ㏻ಙ ࢔
ၥ㢟ゎỴࡿࡅ࠾࡟᝟ሗ㏻ಙࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿά⏝᪉

ἲࢆ⩦ᚓࡏࡉ㸪᝟ሗࢆඹ᭷ࡢ࡜ࡇࡿࡍ᭷⏝ᛶࢆ⌮ゎࡉ

 ࠋࡿࡏ

 ࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࡜⌮⟶࣭✚⵳ࡢ᝟ሗ ࢖
᝟ሗࢆ⵳✚ࡋ⟶⌮᳨࣭⣴ࡢࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࡢࡵࡓࡿࡍ

ᴫᛕࢆ⌮ゎࡏࡉ㸪ၥ㢟ゎỴࢆࢫ࣮࣋ࢱ࣮ࢹ࡟ά⏝࡛ࡁ

 ࠋࡿࡍ࡟࠺ࡼࡿ

ᨵၿ࡜ホ౯ࡢၥ㢟ゎỴ ࢘  
ၥ㢟ゎỴࡢ㐣⛬࡜⤖ᯝ࡚࠸ࡘ࡟ホ౯ࡋᨵၿࡇࡿࡍ

 ࠋࡿࡏࡉゎ⌮ࢆ㔜せᛶࡸ⩏ពࡢ࡜
(4) ᝟ሗᢏ⾡ࡢ㐍ᒎ࡜᝟ሗࣔࣛࣝ 

 ே㛫࡜᝟ሗ໬ࡢ఍♫ ࢔
♫఍ࡢ᝟ሗ໬ࡀே㛫࡟ᯝࡍࡓᙺ๭࡜ཬࡍࡰᙳ㡪࡟

ᙺࡢே㛫ࡢ࡛ୖࡿࡍᵓ⠏ࢆ㸪᝟ሗ♫఍ࡏࡉゎ⌮࡚࠸ࡘ

๭ࠋࡿࡏࡉ࠼⪄ࢆ 

 ⾡᝟ሗᢏ࡜Ᏻ඲ࡢ᝟ሗ♫఍ ࢖
᝟ሗ♫఍ࡢᏳ඲ࢆࢀࡑ࡜ᨭࡿ࠼᝟ሗᢏ⾡ࡢά⏝ࢆ

⌮ゎࡏࡉ㸪᝟ሗ♫఍ࡢᏳ඲ᛶࢆ㧗࡟ࡵࡓࡿࡵಶேࡀᯝ

 ࠋࡿࡏࡉ࠼⪄ࢆ௵㈐࡜ᙺ๭ࡍࡓ

 ⾡᝟ሗᢏ࡜Ⓨᒎࡢ᝟ሗ♫఍ ࢘
᝟ሗᢏ⾡ࡢ㐍ᒎࡀ♫఍࡟ᯝࡍࡓᙺ๭࡜ཬࡍࡰᙳ㡪

ࡍ࡜࠺ࡼ࡚❧ᙺ࡟Ⓨᒎࡢ఍♫ࢆ⾡㸪᝟ሗᢏࡏࡉゎ⌮ࢆ

 ࠋࡿࡍᡂ⫱ࢆែᗘࡿ

 

 ࠚ࠸ᢅྲྀࡢෆᐜࡢᏛࠖ⛉ࡢ᝟ሗࠕ࠙

(1) ෆᐜࡣ࡚࠸ࡘ࡟࢔ࡢ(1)ࡢ㸪ᶆᮏ໬ࡸ㔞Ꮚ໬࡝࡞

ࢆࡾྲྀࡾࡸࡢ㸪᝟ሗࡣ࡚࠸ࡘ࡟࢖ࠋ࡜ࡇ࠺ᢅ࡚࠸ࡘ࡟

ᅗ࡚࠸⏝ࢆㄝ࡚᫂ࡋ࡝࡞ࡿࡍ㸪᝟ሗ㏻ಙࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ

ࡿࡍ㔜どࢆ࡜ࡇࡿࡏࡉゎ⌮ࢆࡳ⤌௙ࡢࣝࢥࢺࣟࣉࡸ

ࣅ࣮ࢧࡿࡍᥦ౪ࡀ࣒ࢸࢫࢩ㸪᝟ሗࡣ࡚࠸ࡘ࡟࢘ࠋ࡜ࡇ

 ࠋ࡜ࡇ࠺ᢅ࡚࠸ࡘ࡟ኚ໬ࡿ࠸࡚࠼୚࡟ά⏕ࡀࢫ

(2) ෆᐜࡣ࡚࠸ࡘ࡟࢔ࡢ(2)ࡢ㸪⏕ᚐࡢᩘ「࡟ゎỴ⟇

ࡿࡏࡉ㑅ᢥࢆ⟇ゎỴ࡚ࡌᛂ࡟ἣ≦࡜㸪┠ⓗࡏࡉ࠼⪄ࢆ

άືࡾྲྀࢆධ࢖ࠋ࡜ࡇࡿࢀཬࡣ࡚࠸ࡘ࡟࢘ࡧ㸪Ꮫᰯࡸ

⏕ᚐࡢᐇែ࡟ᛂ࡚ࡌ㸪㐺ษࢺࣇࢯࣥࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔࡞

 ࠋ࡜ࡇࡿࡍ㑅ᢥࢆゝㄒ࣒ࣛࢢࣟࣉࡸ࢔࢙࢘
(3) ෆᐜࡣ࡚࠸ࡘ࡟(3)ࡢ㸪ᐇ㝿࡟ฎ⌮ཪࡣ๰ฟࡓࡋ

᝟ሗ࡚࠸ࡘ࡟⏕ᚐ࡟ホ౯ࡿࡏࡉάືࡾྲྀࢆධࡇࡿࢀ

㸪㐺ษ࡚ࡌᛂ࡟ᐇែࡢᚐ⏕ࡸ㸪Ꮫᰯࡣ࡚࠸ࡘ࡟࢔ࠋ࡜

ࢺࢵࢿ᝟ሗ㏻ಙࡸ࢔࢙࢘ࢺࣇࢯࣥࣙࢩ࣮ࢣࣜࣉ࢔࡞

ࢱ࣮ࢹ࡞㸪⡆༢ࡣ࡚࠸ࡘ࡟࢖ࠋ࡜ࡇࡿࡍ㑅ᢥࢆࢡ࣮࣡

㝿ࡓࡋ႙ኻࡀ㸪᝟ሗࢀධࡾྲྀࢆάືࡿࡍసᡂࢆࢫ࣮࣋

 ࠋ࡜ࡇ࠺ᢅ࡚࠸ࡘ࡟ࢡࢫࣜࡢ

(4) ෆᐜࡣ࡚࠸ࡘ࡟(4)ࡢ㸪⏕ᚐࡀ୺యⓗ࠼⪄࡟㸪ウ

㆟ࡋ㸪Ⓨ⾲ࡢ࡝࡞࠺ྜࡋάືࡾྲྀࢆධ࡟࢔ࠋ࡜ࡇࡿࢀ

࡞ࠎᵝࡢࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ᝟ሗ㏻ಙࡸ㸪᝟ሗᶵჾࡣ࡚࠸ࡘ

ᶵ⬟ࢆ⡆༢࡟᧯స࡛ࡿࡍ࡟࠺ࡼࡿࡁᕤኵཬࡧ㧗㱋⪅

࡚࠸ࡘ࡟࡝࡞ᕤኵࡿࡍ࡟ᐜ᫆ࢆ⏝฼ࡿࡼ࡟⪅㞀ᐖࡸ

࡞ࢡ࣮࣡ࢺࢵࢿ㸪᝟ሗ㏻ಙࡣ࡚࠸ࡘ࡟࢖ࠋ࡜ࡇ࠺ᢅࡶ

ࣗ࢟ࢭ㸪᝟ሗࡆୖࡾྲྀ࡚࠸ࡘ࡟࡝࡞⨥≢ࡓࡋ⏝౑ࢆ࡝

ࡘ࡟ά⏝᪉ἲ࡞㐺ษࡢ⾡᝟ሗᢏࡿࡍ㛵࡟࡝࡞࢕ࢸࣜ

ά࡟㐺ษࢆ⾡㸪᝟ሗᢏࡣ࡚࠸ࡘ࡟࢘ࠋ࡜ࡇ࠺ᢅࡶ࡚࠸

㸪᝟ࡆୖࡾྲྀ࡚࠸ࡘ࡟ែᗘࡸ௵㈐ࡢಶேࡢࡵࡓࡿࡍ⏝

ሗᢏ⾡ࢆ♫఍ࡢⓎᒎ࡟ᙺ❧࡚ࡿࡍ࡜࠺ࡼᚰᵓࢆ࠼㌟

 ࠋ࡜ࡇࡿࡏࡉࡅ௜࡟

 

ゐ࡟⡆༢ࡣ࡚࠸ࡘ࡟࠸ᢅྲྀࡢࡑࡧෆᐜཬࠊࡶ࡛ࡇࡇ

ࠋࡿࡵ࡝࡜࡟࡜ࡇࡃ࠾࡚ࢀ  

࣡ࢺࢵࢿ᝟ሗ㏻ಙ࡜ࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟(1)

᪉ࠖ࠼⪄࡞Ꮫⓗ⛉ࠕࢆ⌮ཎࡸࡳ⤌௙࡞ᇶᮏⓗࡢࠖࢡ࣮

࣒ࢸࢫࢩ᝟ሗࠕࠊࡋゎ⌮࡚࠸ᇶ࡙࡟ ࣮ࢧࠕࡿࡍᥦ౪ࡀࠖ

ࡘ࡟(2)ࠋࡿࡍゎ⌮࡚ࡋ┠╔࡟ࠖࢀὶࡢ᝟ሗࠕࢆࠖࢫࣅ

ࠊࡋゎ⌮ࢆᡭἲࡸࢀὶ࡞ᇶᮏⓗࡢၥ㢟ゎỴࠖࠕࠊࡣ࡚࠸

ゎỴࡢ㐣⛬࡛᭷ຠ࡞ᡭẁࣝࢹࣔࠕ࡚ࡋ࡜໬࣑ࣞࣗࢩ࡜

ࠋࡿࡍゎ⌮ࢆࠖࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉࠕࡧཬࠖࣥࣙࢩ࣮ (3)
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ၥ㢟ゎỴࠕࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟ ࠊ⌮⟶ࠋ✚⵳ࢆ㛵ಀ࡛᝟ሗࡢࠖ࡜

ඹ᭷ࠊ෌฼⏝ࡢ࡜ࡇࡿࡍ㔜せᛶ࣮࣋ࢱ࣮ࢹࠕࠋࡋ┠╔࡟

ࢫ ࠊࡣ࡚࠸ࡘ࡟(4)ࠋࡿࡍゎ⌮࡚࠸ࡘ࡟ᙺ๭ࡸࡳ⤌௙ࡢࠖ

άࡢ࡝࡞࠺ྜࡋ⾲㸪Ⓨࡋ㸪ウ㆟࠼⪄࡟୺యⓗࡀᚐ⏕ࠕ

ᐤࠕ࡟୺యⓗࠖࠕ࡟Ⓨᒎࡢ᝟ሗ♫఍ࠊࢀධࡾྲྀࢆࠖື

୚ࠖࡿࡍែᗘࢆ⫱ᡂࠋࡿࡍ  

 

㸴㸬⌧≧࡜ㄢ㢟 

ࡀ᝟ሗࠖࠕ⛉ᬑ㏻ᩍࡣሙ࡛⌧ࠊ࡟࠺ࡼࡓ࡭㏙࡟࡛ࡍ

ᚲࡶࡋࡎ㐺ᙜ࡞᪉ἲ࡛ᩍ⫱ࡣ࡜ࡿ࠸࡚ࢀࡉゝࠋ࠸࡞࠼

ࠊ࠸࡞࠸࡚ࢀࡉゎ⌮࡟༑ศࡀᏛ⩦ෆᐜࠊࡣ࡟ᬒ⫼ࡢࡑ

ᣦᑟ⪅ࡢ▱㆑ࡀࣝ࢟ࢫࡸ୙༑ศ࡛ࠊࡿ࠶♫఍ⓗ࡞ㄆ▱

ᗘࡀపࠊ࠸㐍Ꮫ࡟㛵୚ྍࡿࡍ⬟ᛶࡀపࡀ⏤⌮ࡢ࡝࡞࠸

ᐃࡢ᝟ሗά⏝⬟ຊ࡞ᐇ☜ࠊࡣ᪉୍࡛ࡢࡑࠋࡿࢀࡽ࠼⪄

ࡸࢱ࣮ࣗࣆࣥࢥࠊࡾ࠾࡚ࢀࡉ㊶ᐇࡃᗈࡀᣦᑟࡿᅗࢆ╔

⪄࡞ⓗ⌮ྜࠊࡋ࡞ࡇ࠸౑࡚ࡋ࡜㐨ලࢆࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ࢖

ᑐᛂ࡟ᰂ㌾࡟᝟ሗ໬ࡢ఍♫ࠊࡅ௜࡟㌟ࢆຊุ᩿ࡸ᪉࠼

࠾࡟㧗ᰯࠊᑗ᮶࠸㏆ࠋࡿ࠸࡚ࡗ❧ᕢࡀࡕࡓࡶ࡝Ꮚࡿࡍ

⏕ࡢࡑࠊࡀ࠿ࡓࡅཷࢆᤵᴗࡢ᝟ሗࠖࠕ࡞࠺ࡼࡢ࡝࡚࠸

ᚐࡢே⏕ࢆᑡࡎࡽ࠿࡞ᕥྑࡿࡍ᫬௦ࠋ࠺ࢁ࠶࡛ࡿࡃࡀ 

ᩍ⫱ࡀᏊࢆࢻ࢖ࣂࢹࣝࢱࢪ࢕ࢹ࡟ࡕࡓࡶ࡝୚ࡣ࡚࠼

࡜ࡇ࡞࠺ࡼࡢࡇࡀᩍဨࡢ⛉᝟ሗࠊࡸ࡚ࡋࡲࠋ࠸࡞ࡅ࠸

᪂Ꮫ⩦ᣦࠊ࡚ࡋ㖭グࢆⅬࡢࡇࠋ࠸࡞ࡽ࡞ࡣ࡚ࡋⲴᢸ࡟

ᑟせ㡿࡟ᇶ࡙ࡓ࠸ᩍ⫱ࡢ‽ഛࡿࡍࢆᚲせࠋࡿ࠶ࡀ 

 

㸵㸬᭱ᚋ࡟ 

ୡ⏺ࠊ࡜ࡿࡅྥࢆ┠࡟㡑ᅜࠊ୰ᅜ࡝࡞ࢻࣥ࢖ࠊβࠊ ࠎ

࠸࡚ࢀࡉ᥎㐍࡚ࡋ࡜ᅜ᫝ࡣᡂ⫱ࡢᅜ࡛᝟ሗά⏝⬟ຊ࡞

ࠊࡾ࠾࡚ࡵ㐍ࢆ⫱᫛࿴㸴㸮ᖺ௨㝆᝟ሗᩍࡣᅜ࡛ࡀࢃࠋࡿ

ୡ⏺࡟ඛ㥑ࠊࡋ࠿ࡋࠋ࠸ࡼ࡚ࡗ࠸࡜ࡓࡋࢺ࣮ࢱࢫ࡚ࡅ

᝟ሗᩍ⫱ࢆ≦⌧ࡢぢࡢࡽࢀࡇࠊ࡜ࡿᅜࣥࢩࡎࡽ࡞ࡳࡢ

ࢆࢀ㐜࠼ࡉ࡟Ⓨᒎ㏵ୖᅜࡢ࡝࡞ࣥࣆࣜ࢕ࣇࡸ࣮࣏ࣝ࢞

 ࠋࡿ࠸࡚ࡗྲྀ

㹎㹇㹑㸿ࡸ㹒㹇㹋㹋㹑ࡢᡂ⦼ࡢ୙᣺ࡀၥ㢟࡚ࢀࡉ࡟

ୡ⏺᭷ࡔᮍࡣᇶ♏Ꮫຊࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚࡢᅜࡀࢃࠊࡀࡿ࠸

⬟⏝᝟ሗάࡣ࡟ࡃᢤࡁ⏕ࢆ㸰㸯ୡ⣖ࠋࡿ࠶࡛ࡢࡶࡢᩘ

ຊࡣḞ࡜࡜ࡇ࠸࡞ࡏ࠿㖭グࠊࡋᡃࡣࠎ᪥ᮏࡢᑗ᮶ࢆᢸ

 ࠋࡿ࠶࡛ࡁ࡭ࡿ࡚⫱ࢆຊࠖࡿࡁ⏕ࠕࡢࡕࡓࡶ࡝Ꮚ࠺

 

ཧ⪃㈨ᩱ 

ᨭู≉ࡧ㧗➼Ꮫᰯཬࠊ୰ᏛᰯࠊᑠᏛᰯࠊᗂ⛶ᅬࠕ (1)

᥼ᏛᰯࡢᏛ⩦ᣦᑟせ㡿➼ࡢᨵၿ࡚࠸ࡘ࡟㸦⟅⏦㸧ࠖ  

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/new

s/20080117.pdf 

 㧗➼ᏛᰯᏛ⩦ᣦᑟせ㡿᱌ࠖࠕ (2) 

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/new

s/081223/002.pdf 
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「新しい高等学校学習指導要領への今後の対応について」

教育局県立学校部高校教育指導課 指導主事 小出 和重

はじめに

このたび、埼玉県高等学校情報教育研究会「研究会

誌」第５号が発刊されますことを、心からお喜び申し

上げます。

また、埼玉県高等学校情報教育研究会の皆様には、

日頃より本県情報教育の充実・発展のために御支援・

御協力をいただいておりますことに、深く感謝申し上

げます。

現行の学習指導要領における普通教科「情報」の新設

「 」 、 、普通教科 情報 は 平成１１年３月に告示された

、 「 」現行の学習指導要領において ２単位の 必履修教科

として「情報Ａ 「情報Ｂ 「情報Ｃ」の３科目が新」 」

設されました。新設の背景には、改訂当時の社会情勢

が大きく影響しております。つまり、高度情報通信ネ

ットワーク社会の進展と情報化が想像を超える規模・

速度で進行し、子どもたちに、コンピュータやインタ

ーネットを活用し 情報社会に主体的に対応できる 情、 「

報活用能力」を育成することが、教育における喫緊の

課題でした。

平成１５年度から学年進行で導入された普通教科

「情報」は、今後、平成２４年度まで実施された後、

新しい学習指導要領へと移行されます。

新しい学習指導要領における普通教科「情報」

平成２０年１２月２２日に文部科学省から高等学校

学習指導要領（案）が公表され、教育内容の主な改善

点としては、次の７点があげられております。

○ 言語活動の充実

○ 理数教育の充実

○ 伝統文化に関する教育の充実

○ 道徳教育の充実

○ 体験活動の充実

○ 外国語教育の充実

○ 職業教育に関する教科・科目の改善

「言語活動の充実」については、すべての教科等で

。「 」 、その充実が求められております 情報 については

例えば、内容の取り扱いに「望ましい情報社会の在り

方と情報技術の適切な活用について生徒が主体的に考

え、討議し、発表し合うなどの活動を取り入れるこ

と 」などが盛り込まれています。。

また 情報 に関連したものとしては 改訂の 重、「 」 、 「

要事項」に「情報の活用、情報モラルなどの情報教育

の充実」があげられております。

「情報」の改訂案のポイントとしては、まず、科目

「情報Ａ、Ｂ、Ｃ」を再構成し 「社会と情報 「情、 」

報の科学」の２科目（ともに２単位）から選択必履修

としたことです。

次に、科目の内容を、情報社会を構成する一員とし

て社会の情報化の進展に主体的に対応できる能力を育

成する観点から 「情報社会に参画する態度」や「情、

報の科学的な理解」を柱として改善しております。

、 、また 情報活用能力を確実に身に付けさせるために

小・中高等学校を通じた体系的な情報教育の実施を踏

まえ、内容を一部重複させるなどして指導を充実させ

る工夫をしております。

さらに 「重要事項」を受け、内容に情報モラルを、

項目立てし、情報モラルを身に付けさせる学習活動を

重視しております。

おわりに

現行の学習指導要領における教科「情報」新設の経

緯や改訂案を比較検討した上で、埼玉県高等学校情報

教育研究会並びに会員の皆様に、御期待申し上げます

ことは、教科「情報」の充実と学校における「教育の

情報化」の推進です。

教科「情報」の充実については、新しい学習指導要

領を踏まえ 「情報」の授業の在り方について検討し、

ていく必要があると考えます。その際、専門家である

皆様の実践に基づく「授業研究」により、課題の抽出

とその解決策の策定、実践といったいわゆるＰＤＣＡ

サイクルを実践していくことが授業改善そして生徒の

学力向上へつながるという視座が重要です。

また 「教育の情報化」については、教科を問わず、、

、 、すべての教員が取り組むべき内容ですが 情報科教員は

その専門性から様々な公務において負担を強いられるケ

ースがございます。厳しい現状とは存じますが、研究会

、 、の様々な活動をとおして 人的なネットワークを構築し

引き続き、埼玉県の「教育の情報化」の推進役として御

協力いただきたいと考えます。

最後になりましたが、埼玉県高等学校情報教育研究

会、並びに会員の皆様のますますの御発展と埼玉県の

情報教育の進展を御祈念申し上げましてあいさつとさ

せていただきます。
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埼玉県高等学校情報教育研究会誌に寄せて 

 

県立総合教育センター 指導主事兼所員 須藤崇夫 

 
 埼玉県高等学校情報教育研究会におかれましては、

日頃より本県教育の充実・発展に格段の御尽力をいた

だいておりますことに、心から敬意を表します。 

平成２０年１１月、平成２０年度都道府県指定都市

教育センター所長協議会・情報教育部会がさいたま市

で行われました。その際、文部科学省初等中等教育局

視学官永井克昇氏に講演をいただきました。 

「学習指導要領の改訂」と「新学習指導要領と情報

教育」を中心にお話があり、「現行学習指導要領の理念

は[生きる力]をはぐくむこと」であり、「知識基盤社会

の時代において[生きる力]をはぐくむという理念はま

すます大事」になること。また、「教育基本法改正等に

より教育の理念が明確になるとともに、学校教育法改

正により学力の重要な要素が規定」されたことからお

話が始まりました。特に、情報教育・教科情報につい

ては、以下のような内容でした。 

現行の学習指導要領は、情報にかかわる人材を育成

するため、横と縦の２方向の構造を持っている。横の

構造は、すべての国民が等しく身に付けるべき必須の

素養として情報活用能力を育成することであり、高等

学校段階では普通教科「情報」が担っている。ここに、

普通教科「情報」が、必履修教科でなければならない

理由がある。また縦の構造とは、将来スペシャリスト

として情報産業を支え、その形成に寄与できる人材を

育成する教育のことで、この教育を行うのが専門教科

「情報」である。この教育課程上の構造と理念は、新

しい学習指導要領にも引き継がれるということでした。 

さらに、中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中

学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領の改

善について」（平成２０年１月１７日）では、情報活用

の実践力の定着や情報に関する倫理的態度と安全に配

慮する態度や規範意識の育成を特に重視した上で、生

徒の能力や適性、興味・関心、進路希望等に応じて、

情報や情報技術に関する科学的な見方や考え方につい

て、広く深く学ぶことを可能とするよう、「社会と情報」、

「情報の科学」の２科目を設け、いずれか１科目を選

択してすべての生徒に履修させるよう提言している。 

「社会と情報」では、情報が現代社会に及ぼす影響を

理解させるとともに、情報機器等を効果的に活用した

コミュニケーション能力や情報の創造力・発信力等を

養うなど、情報化の進む社会に積極的に参画すること

ができる能力・態度を育てることに重点を置く。 

 また、「情報の科学」では、現代社会の基盤を構成し

ている情報にかかわる知識や技術を科学的な見方・考

え方で理解し、習得させるとともに、情報機器等を活

用して情報に関する科学的思考力・判断力等を養うな

ど、社会の情報化の進展に主体的に寄与することがで

きる能力・態度を育てることに重点を置くこととし、 

現在、各科目とも答申の趣旨に沿って、内容や取扱い

について検討しているところであるということでした。 

加えて、情報モラルの取り扱いについても深く触れ

られていました。この会誌が発行される時期と前後し

て学習指導要領が告示されると思われます。実施まで

時間がありますが、その方針を理解し、しかるべき準

備を行いたいと考えています。 

 さて、平成２０年度において、総合教育センターの

専門研修に多くの先生方に受講していただきありがと

うございました。平成２１年度も、引き続き、教科｢情

報｣スキルアップ研修会を計画しています。 

平成２１年度は、１日間の研修を３テーマ行うこと

として計画しております。Ａ日程は、コンピュータを

使わない情報教育とメディア教育を中心に講義・演習

を、Ｂ日程は教科｢情報｣と問題解決に関する講義・演

習を、Ｃ日程はデータベースとネットワークを扱う予

定です（Ｃ日程の内容は、平成２０年度の一部の選択

演習と内容が一部重複します）。 

テーマによって時程がかわりますが、それぞれのテ

ーマにおいて、できるだけ授業に直結した演習を多く

取り上げる様に検討しています。詳しくは、平成２１

年度の総合教育センター研修案内をご覧下さい。不明

な点は、総合教育センター情報教育推進担当へお問い

合わせ下さい。 

現代社会を生きる生徒にとって、情報の適切な扱い

方や、思考力・表現力・問題解決能力をつけることが

重要になっていくことと存じます。 

埼玉県高等学校情報教育研究会において、課題を共

有し、教材や指導方法を研究され、資質を向上してい

ただくとともに、生徒が、心豊かな生活を実現できる

よう積極的にご活動いただきますようお願い申し上げ

ます。埼玉県高等学校情報教育研究会の今後のご発展

と会員の先生方のご活躍と、埼玉県の情報教育の発展

に寄与されることを強く祈念しております。 
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【総会・講演会】 

平成２０年度埼玉県高等学校情報教育研究会総会・講演会報告 

 

埼玉県立草加西高等学校 教諭 田口 義弘 

 
 埼玉県高等学校情報教育研究会総会及び講演会が、

私立高校からの参加者も交えて、次の日程で開催され

た。その概要を報告する。  
 
１ 日時 
 平成２０年５月３０日（金） 
 １３：３０～１６：３０  
 埼玉県立春日部高等学校 視聴覚室 
 
２ 総会について 
 （１） 開会のことば 
  埼玉県高等学校情報教育研究会副会長 
   福本 彰 埼玉県立新座柳瀬高等学校教頭 
 （２） あいさつ 
  ア 碕玉県高等学校情報教育研究会長 
     松村 秀 埼玉県立春日部高等学校長 
  イ 県高校教育局指導課 
     山崎 正義 指導主事（情報担当） 
 （３） 総会 協議事項  
  ア 平成１９年度事業報告 
  イ 平成１９年度決算について 
  ウ 平成２０年度役員改選について 
  エ 平成２０年度事業計画（案）について 
     今年度については授業見学会が2回予定さ 
     れている。中学校の授業見学も交渉中。  
  オ 平成２０年度予算（案）について 
  カ その他 
    （ア） 全国大会について 
      平成20年8月22日（金） 
      武蔵工業大学 世田谷キャンパス 
    （イ） 研究委員会について 
      研究委員の入れ替えと募集について 
 （４） 連絡 
  （ア） 高情研事務局代表アドレスについて 
      事務局のメールアドレス 
      ｊｏｕｈｏｕ＠ｋａｓｕｋａｂｅ-ｈ．ｓｐｅｃ．ｅｄ．ｊｐ 

               （春日部高校・加藤） 
  （イ） 円滑な事務処理のために（お願い） 
    ・原則として、文書の配送は、e-mail 
        を利用します。 

    ・件名には必ず“高情研”を入れます。  
     事務受付がもれる可能性がある場合、Out 
     look Expressへ転送ルールを設定して、担  
     当の先生方へ転送することをお勧めします。 
    ・WEBページについて 
     円滑な運用とリアルタイムな情報発信 
      →NetCommonsの利用（準備中） 
 （５） 講演会 
  ア 講師紹介 
  イ 講 演 
     『情報教育の現状とこれから』 
       目白大学 社会学部 原 克彦 教授 
  ウ お礼の言葉 
    野島一郎 埼玉県立大宮南高等学校教頭 
 （６） 諸連絡 
  ア 教科「情報」スキルアップ研修会のご案内  
     県立総合教育センター 須藤崇夫指導主事 
  イ 教科「情報」についての情報提供 
         山崎 正義 指導主事 
    ＜内容別掲＞ 
 （７） 閉会のことば 
  埼玉県高等学校情報教育研究会副会長 
   福本 彰 埼玉県立新座柳瀬高等学校教頭 
 
３ 講演会について 
第１部 情報教育の現状とこれから 
 （１）教科「情報」の見直し 
  現状からみた見直し 
  ①情報関連の活用機会が増えたことから 

生徒が社会の急速な変化に主体的に対応でき 
   る情報活用能力を確実に身に付けさせる 
  ②情報技術の習得に重点が置かれている反省から 
  ・情報をコミュニケーションなどに活用する力 
  ・情報の主体的な選択、処理、発信 
  ・問題の発見、解決に欠かせない創造的思考力や 

合理的判断力の育成 
  ③情報ネットワーク犯罪等が多発から 
  ・ネット被害防止等の情報安全や情報モラル 
  ・知的財産の保護等の情報を適切に扱うため 
   の基本的な態度 
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 （２）見直しの基本方針  
  ①新教育課程の科目では、高校生の発達段階や多 

様な実態に応じて、「社会と情報」と「情報の 
科学」を設定 

  ②倫理敵財産や安全に配慮する態度の育成から 
   情報モラル、知的財産の保護、情報安全等の 
   実践的な態度をはぐくむ（情報モラルの充実） 
  ③生徒の多様な学習要求に応え、進路希望等を実

現させ、社会の情報化の進展に主体的に対応で

きる能力や態度をはぐくむために、より広く、

より深く学習することを可能にする内容を重

視 
 （３）具体的には 
  ①情報教育の目標の３観点をより一層重視 
    ・情報活用の実践力の確実な定着 
    ・情報や情報技術に関する科学的あるいは 

社会的な見方や考え方 
    ・情報に関する倫理的な態度の育成 
    ・安全に配慮する態度 
    ・規範意識の育成  
  ②「社会と情報」 
    ・情報が現代社会に及ぼす影響を理解させる 
    ・情報機器等を効果的に活用した、コミュニ 

ケーション能力、情報の創造力、情報の発 
信力等の育成 

    ・情報社会に積極的に参画する能力・態度 
  ③「情報の科学」 
    ・社会の情報化の進展に主体的に寄与するこ 

とができる能力・態度を育てる 
    ・情報にかかわる知識や技術に対して科学的 

な見方・考え方で理解し習得する 
    ・情報機器等を活用して情報に関する科学的 

な思考力・判断力を養う 
 （４）科目を通して 
  ・情報通信ネットワークやメディアの特性・役割

を十分に理解し、安全に配慮し、情報を適切に

活用できる能力をはぐくむ指導をより一層重

視する。 
  ・情報通信ネットワークや様々なメディアを活用

して、新たな情報を創り出したり、分かりやす

く情報を表現したり、正しく伝達したりする活

動を通して、合理的判断力や創造的思考力、問

題を発見・解決することができる能力を育む指

導をより一層重視する。 
第２部 情報教育とＩＣＴ利活用の関係の整理（「情報 
    教育」は小中学校で、どう扱われてくるか） 

・このことについて、実践例を紹介。 
参加者は、小学校でのＩＣＴの高度な利活用

に驚かされる。 
  
 以上のような内容の講演であった。今後の情報教育

はどうあるべきか、大変勉強になった。 
 講師の原先生には、この場を借りてお礼を申し上 
げ、感謝の意を表したい。  
 
４ 教科「情報」についての情報提供 
             （山崎正義 指導主事） 
 （１）「情報モラル」研修に関する指導資料について 
  ■「5分でわかる情報モラル」研修資料 
    http://sweb.nctd.go.jp/5min_moral/ 
 
 （２）「情報教育」について 
  国の対応 
  ■「ＩＴ新改革戦略」Ⅱ２（３）人材育成・教育 
    http://www.kantei.go.jp/jp/ 

singi/it2/kettei//060119honbun.pdf 
  ■ＩＴ新改革戦略による教員のＩＣＴ活用指導 
   力について 
    http://tab-ict.nime.ac.jp/pdf/h_gaiyo.pdf 
  ■「セキュリティ基本計画」「セキュア・ジャパン」

「知的財産推進計画２００６」「青少年育成施

策大網」 
  ■中教審の答申 平成２０年１月１７日版 
    http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/ 

new-cs/news/20080117.pdf 
  ■学習指導要領 小学校、中学校 
    http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/ 

youryou/index.htm 
県の対応 

  ■「ゆとりとチャンスの埼玉プラン」 
   分野別施策（分野別２）人づくり・交流の分野 

http://www.pref.saitama.lg.jp/ 
yutori-chance/pdf//dl_2/p157-166.pdf 

  ■「第３次椅玉県ＩＴ推進アクションプラン」 
   該当項目：第３章１（１）イ 

http://www.pref.saitama.lg.jp/ 
A02/BG00/plan3/chapter3/3-2.html#3-12 

  ■埼玉県教育局の対応として、「第３次彩の国教 
   育情報化推進計画」該当項目：第Ⅱ章、第Ⅲ章 

http://www.pref.saitama.lg.jp/ 
A20/BA00/it3/itpro_v3/ 

その他 
 ■教員のＩＣＴ活用指導力の規準 
    http://tab-ict.nime.ac.jp/ 
 ■すべての先生のための情報モラル 
    http://kayoo.org/moral-guidebook/ 
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新学習指導要領（小、中学校）について、 
  ・小学校では、あらゆる場面、活動、科目におい

て、「情報」とその実践に関連する表現が見ら

れることを指摘。 
  ・中学校では、情報モラルを身に付け、ＩＣＴ活

用について「充実に努力する」から「充実する」

となったことを指摘。 
 
日々、授業に忙殺される教員にとって、大変参考にな

った。山崎先生に感謝申し上げたい。 
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【全国大会】 

全国高等学校情報教育研究大会報告 

 

埼玉県立朝霞高等学校 教諭 春日井 優 

 

はじめに 

 本年度、全国規模としては初の全国高等学校情報教育研究大会が開催されました。埼玉から 21 名の参加者を含め、全

国から合計 300 名を超える参加があり、盛大な大会となりました。 

 

大会概要 

 

1 日時 平成 20 年 8 月 22 日（金） 10：00〜17：10 

場所 武蔵工業大学 世田谷キャンパス 

 

2 実行委員会について 

これまで，高等学校の情報教育研究会には全国にまたがる組織がなかったため，

今回の全国高等学校情報教育研究大会を開くにあたって，実行委員会が組織さ

れました。関東近郊の都県だけでなく，北は北海道から南は沖縄まで正に全国にま

たがって，５０名ほどの実行委員が名を連ねました。本県からは，春日部高等学校

の加藤友信先生，川越高等学校の斎藤実先生及び春日井の３名が実行委員とし

て参加しました。 

このように全国にわたる組織として活動するため，連絡はメーリングリストとＷＩＫＩが

活用され，会場からの遠近に応じた準備・運営が行われました。また，武蔵工業大

学には会場を提供していただくだけでなく，環境情報学部の小池ゼミの学生にもロ

ゴの作成や，会場の案内図などの準備に参加していだだきました。このように，多く

の人により今回の研究大会を催すことができ，大会テーマでもある「新たに広がるネ

ットワークの構築」が人的にもネットワークが広がったのではないかと思います。なお、

実行委員会は下記のとおり開催されました。 

 

第１回 平成２０年 １月１８日（金） 

       武蔵工業大学 世田谷キャンパス 

第２回 平成２０年 ３月２７日（木） 

 東京都立松原高等学校 

第３回 平成２０年 ６月 ７日（土） 

 東京都立松原高等学校 

第４回 平成２０年 ７月２０日（土） 

 武蔵工業大学 世田谷キャンパス 

第５回 平成２０年１０月２５日（土） 

 神奈川県立神奈川総合高等学校 

 

3 内容 

（１） 大会テーマ 

Next Stage − 新たに広がるネットワークの構築 − 

（２） 基調講演 

・演題 「新しい学習指導要領と情報教育」  

・講師 文部科学省初等中等教育参事官 斎藤尚樹 氏 

ｻｲﾝ計画に基づき学生が作成した看板  

設立総会の様子  
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（３） 分科会 高等学校実践発表（研究発表・協議会）  

表に示すとおり、延べ２５人の先生方から日頃の研究成果についての発表がありました。本県からは研究委員会発表として

川越西高等学校の曽田正彦先生と春日井からの発表が、個人発表として大宮武蔵の高等学校の中島聡先生の３件の発

表がありました。 

 12：40 〜 13：20 13：20 〜 14：00 14：00 〜 14：40 15：20 〜 16：00 16：00 〜 16：40 

第 

1 

会 

場 

情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ教育の提

案 

日本学園 

磯崎喜則 

横浜ﾃﾞｼﾞﾀﾙｱｰﾂ専門

学校 

浅野智 

情報科新入生ﾃｽﾄ･

完成ﾃｽﾄの結果報告 

横須賀市立横須賀総

合高 

石井徳人 

ほんものにつながる情

報教育 -高大連携か

ら地域貢献へ- 

茨城県立鉾田第一高 

津賀宗充 

情報活用能力の伸長

と国際認定資格 

静岡県立浜松城北工

業高 

森下博正 

沖縄県立ＩＴ教育ｾﾝ

ﾀｰの取り組みから 

沖縄県立総合教育ｾ

ﾝﾀｰ 

川満裕史 

第 

2 

会 

場 

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ以前  

少年工科学校 

松下尚城 

情報学習読本と教科

情報 in 石和高校  

山梨県立石和高 

常盤武史 

情報を活用して学校

をﾃﾞｻﾞｲﾝする 

神奈川県立横浜清陵

総合高 

五十嵐誠 

力をあわせて描くｸﾗｽ

人物ﾏｯﾌﾟ！  

東京都立大泉高 

田崎丈晴 

高橋正憲 

VB.Net を利用したﾌﾟ

ﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ学習の実践  

千葉県立船橋豊富高 

谷川佳隆 

第 

3 

会 

場 

連続相互評価を利用

した総合実習 

埼玉県立大宮武蔵野

高 

中島聡 

情報の科学的な理解

を促進するためのﾌﾟﾛ

ｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ学習  

石川県立金沢泉丘高 

鹿野利春 

評価を考える 

富山県立砺波高   

江守恒明 

情報ﾓﾗﾙ絵本の作成

について 

大阪府立桃谷高 

野部緑 

Excel と学ぶ数理統

計  

宮城県立泉館山高 

上杉茂樹 

第 

4 

会 

場 

教育における知的生

産型ｺﾝﾃﾝﾂ  

松戸市立松戸高 

福島毅 

教育用ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾓ

ｼﾞｭｰﾙの開発  

東京都立日比谷高 

天良和男 

普通教科｢情報｣にお

ける教材開発  

沖縄県立総合教育ｾ

ﾝﾀｰ 

川満裕史 

情報 A のプリント教材

開発  

横浜市立横浜総合高 

土屋昌之 

2 校目の教科｢情報｣ 

-変わるもの・変わらな

いもの-  

東京都立東大和高 

佐藤義弘 

第 

5 

会 

場 

専門学科｢情報科｣の

取り組みと専門教科

｢情報｣の現状と課題  

東京都立新宿山吹高 

川畑由彦 

教育課程研究協議会

ﾚﾎﾟｰﾄにみる教科｢情

報｣の授業内容  

埼玉県立朝霞高 

春日井優 

行事における現場取

材を取り入れた情報

活用能力の育成  

東京都立墨田川高 

椋本哲也 

清水紀行 

情報ﾓﾗﾙに関するｱﾝ

ｹｰﾄ調査  

埼玉県立川越西高 

曽田正彦 

Squeak を使用した教

育環境のﾃﾞｻﾞｲﾝ  

東横学園中・高 

日下晴比古 

武蔵工大 

小池星多 

 

 

（４） ポスターセッション  

分科会の合間にはポスターセッションが行われ、表に示すとおり１１人の先生方が発表されました。こちらも、多くの参加者が

各発表者を囲み、熱気あふれるものとなりました。 

第 

1 

会 

場 

大学の情報ﾃﾞｻﾞｲﾝの教

育・研究  

武蔵工大 

小池星多 

ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ生からの報告  

神奈川県立横浜清陵総

合高 

五十嵐誠 

横浜国立大３年 

根本侑季 

ＰＳＩＴＥ第２ｽﾃｰｼﾞ  

宮城県立多賀城高 

早坂昌樹 

情報ﾃﾞｻﾞｲﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟを

通して提案する観察法  

神奈川県立総合産業高 

高田真奈未 

第 

２ 

会 

場 

生徒の興味を引き出すた

めに  

横浜共立学園中・高 

矢部一弘 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀと加工機によるｱｸ

ｾｻﾘｰ制作  

横浜市立横浜総合高 

大原直志 

理科・数学とのｸﾛｽｶﾘｷｭﾗ

ﾑ 

横浜市教委 

佐野和夫 

教科｢情報｣設置学年とそ

の可能性  

東京都立富士森高 

小松一智 

第 

３ 

会 

場 

ｸﾞﾙｰﾌﾟでの「話し合い」の

雰囲気を作る工夫と実践  

茨城県立つくば工科高 

阿南統久 

情報機器を使った授業は

｢有効｣か  

神奈川県立希望ヶ丘高 

嘉村均 

ｱﾝﾌﾟﾗｸﾞﾄﾞ教材展示ほか  

神奈川県立松陽高 

保福やよい 
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おわりに 

研究大会に先立ち、全国組織設立総会が行われ、全国組織が発足しました。また、来年度は平成 21 年 8 月 24 日（月）に

茨城県つくば市にある筑波学院大学で全国大会が行われる予定になっています。奮って参加いただけるようお願い申し上

げます。 

なお、平成 20 年度全国高等学校情報教育研究大会の詳細については、以下のＷＥＢサイトをご覧ください。 

 

● 全国高等学校情報教育研究大会ＷＥＢサイト 

http://www.yc.musashi-tech.ac.jp/~design/nextstage/index.html 

● 全国高等学校情報教育研究大会Ｗｉｋｉ 

http://kanto-joho.net/all-japan/ 
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【授業見学会】 

 

平成２０年度埼玉県高等学校情報教育研究会第１回授業見学会及び意見交換会報告 

埼玉県立浦和北高等学校 教諭 亀井 義弘 

    
はじめに 

 埼玉県高等学校情報教育研究会、第１回授業見学会及

び意見交換会が実施された。当日の概要を報告する。 

 

１．概要 

(1)日時 

平成２０年１１月２８日 (金) 午後 1:30より4:45 まで 

(2)会場 

埼玉県立福岡高等学校 

会議室（開会行事、意見交換会、閉会行事） 

コンピュータ室（授業） 

(3)授業担当者 

埼玉県立福岡高等学校 鈴木 成 教諭 

(4)参加者 28名 

(5)次第 

  受付    １３：００～１３：３０ 

１ 開会行事 １３：３０～１４：００ 

(1)開会 

(2)あいさつ 

埼玉県高等学校情報教育研究会会長 

埼玉県立春日部高等学校 松村 秀 校長 

埼玉県教育局県立学校部高校教育指導課 

県立学校ＩＴ推進担当 山崎 正義 指導主事 

会場校教頭 

埼玉県立福岡高等学校 西宮 俊明 教頭 

 (3)諸連絡等 

授業者 鈴木 成 教諭から 今回の授業について 

事務局から 

２ 授業見学 １４：２５～１５：１５ 

埼玉県立福岡高等学校鈴木 成 教諭 

情報A ｢WEBページの作成｣ 

質問票記入 

（休憩） 

３ 意見交換会 １５：３０～１６：３０ 

 授業者 鈴木 成先生から 

 講評  県立学校ＩＴ推進担当 山崎 正義 指導主事 

総合教育センター情報教育担当須藤 崇夫指導主事 

４ 閉会行事 １６：３０～１６：４０ 

(1)お礼の言葉 

埼玉県高等学校情報教育研究会副会長 

埼玉県立新座柳瀬高等学校 福本 彰 教頭 

 

(2)事務局より 

埼玉県高等学校情報教育研究会幹事 

埼玉県立春日部高等学校 加藤 友信 教諭 

アンケート記入 

 

２．指導案等  

以下に、今回の授業の位置づけ、及び、指導案を掲載

する。 
 

 

 

資料１ 福岡高校における「情報」、および、 

     コンピュータデザイン指導計画 

高情研授業見学会資料 

 

埼玉県立福岡高等学校  

 鈴木 成       

 

1. 教科「情報」教育課程上の位置づけ 

 ～平成１８年度入学生 

  第１学年 情報Ａ   ２単位 全員必修 

  第３学年 コンピュータデザイン ２単位 理数類型選択 

 平成１９年度入学生～ 

  第１学年 情報Ａ   ２単位 全員必修 

  第２学年 情報実習  ２単位 全員必修 

  第３学年 情報実習  ２単位 文理類型全員 

    情報と表現  ２単位 文理類型選択 

 

2. コンピュータデザイン年間指導計画（ ）内の数字は実施時数 

学
期
 

内容 備考 

１ ・基本操作（１年の復習）（５） 

・ラベル作成（３） 

・ピクトグラムの作成（５） 

・わかりやすい表現（表計算ソフト）（５） 

 

２ ・リーフレットの製作（４） 

 例題 

 商品広告 

・スライドショーの製作（５） 

 文化祭・体育祭紹介 

・ビデオ編集（体育祭）（６） 

 体育祭応援演技 

・Ｗｅｂページの作成（５） 

 リンク集 

 

３ ・Ｗｅｂページの作成（２） 

 作品の鑑賞 

・１年間の総括（２） 

・家庭研修 

 

 

3. コンピュータデザイン評価について 

・ ①レポート②成果物③出席・授業態度をもとに総合的に判断する 

・ ①②については基本的に３段階で評価 

・ ①②については評価の頻度を高くして個々の評価のぶれによる影響を少なくする 

・ ①についてはなるべく早い時期に返却し、生徒の学習意欲の向上につなげる 



 17

 

 
資料2 学習指導案 

３．授業風景 

(1)授業者 鈴木 成 教諭 

机間巡視をしながら、てきぱき指導する鈴木教諭 

 

 

(2)作業を進める生徒 

にこやかに授業全体にリラックスした雰囲気をつくりながら、 

作業をしっかり進める。生徒も、積極的な質問を数多くして

いた。 

 

 

(3)説明を聞く生徒 

 写真からわかるように、教室は、正対配置の机上に中間

モニターが設置されたレイアウト。 

 

 

1. 本時の目標 

（１） 実習の全体像を把握する 

（２） Ｗｅｂページのテーマを設定する 

（３） Ｗｅｂページの編集方法を理解する 

 

2. 本時の学習指導 

 学 習 活 動 指導上の留意点 

導
入
 

実習の全体像について説明する ・評価の観点についても説明を行う。 

展
開
 

テーマ設定についての説明を行う 

（生徒用プリント １．２．３．） 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ設定のためのＷｅｂ検索（実習） 

 

 

 

 

リンク先となるＷｅｂページを選択する上での

留意点を説明する（生徒用プリント ４．） 

 

テーマ設定のためのＷｅｂ検索（実習） 

･テーマについて昨年度の例などを提

示し、生徒のテーマ設定を促す 

・絞り込んだテーマを設定するように

指導する 

・客観的事実による裏づけができるテ

ーマを考察させる 

・テーマの「よさ」を伝えるための方

策について考察させる 

 

・机間巡視により生徒が実習を円滑に

進められるよう、サポートする 

・つまずきを持っている生徒に対し個

別に指導助言を行う 

 

・生徒の進捗を確認し、作業を中断さ

せ、全体に説明を行う 

 

・中断した作業を継続させる 

ま
と

め
 

次回以降の実習の予定を説明する ・テーマについてもう一度良く考えて

みるよう指示する。 

 

 

コンピュータデザイン 学習指導案 
 

学校名 埼玉県立福岡高等学校     

平成２０年１１月２８日（金）第６時限 

第３学年 理数類型（２７名）     

授業者  鈴木 成          

 
1. 題材名 Webページの作成 
 
2. 題材について 

本題材では、「○○の紹介」というテーマに基づき生徒自身にWebページを作成させる。 
Webページはリンク集１ページで、リンク先を根拠としてテーマのよさを他の生徒に伝え

ることを目的としたページを作成させる。 
 
3. 題材の指導目標 

（１） 具体的に絞り込んだテーマを設定し、そのテーマを分析し、根拠に関連付けて説明するこ

とができる。 
（２） テーマのよさを伝えるために必要かつ正しい情報を見つけることができる 
（３） 情報を受け取る側の立場に立ち、わかりやすい表現をすることができる 
 
4. 題材の指導計画と評価規準 

（１）Webページの作成 

①テーマ設定と論拠とするＷｅｂページの選定         （１時間・本時） 

②Ｗｅｂページの選定とリンクページの作成（テーマ修正含む） （３時間） 

③作品の相互参照とレポート作成               （１時間） 

 
（２）評価規準 
 Ａ Ｂ Ｃ 
（１）テーマ設定 テーマが絞り込まれ、

伝えたい内容がはっ

きりしている 

テーマ設定にあいま

いな点がある 
テーマ漠然としすぎ

て何を伝えようとし

てるかわからない 
（２）情報の収集 必要で的確な情報を

収集している 
 

テーマと関連しない

情報が含まれている 
テーマと関連しない

情報しかない 

（３）作品 相手にわかりやすい

表現がされている。 
伝わりにくい表現が

一部ある 
多くの部分で伝わり

にくい表現がされて

いる 
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４．生徒用授業プリント 

 
 
 
・授業プリント記入時には、教材提示装置を用い、授

業者がプリントに手書きする画面を提示することで、

指示・内容を伝えていた。 
 
 
・作業プリントでは以下のように、項目ごとに注意点

を明確にして進めていた。 
１の注意点 なるべくしぼりこむ 
２の注意点 一番伝えたいのは何か 
３の注意点  
    分かりづらければ、説明のページを追加  
    具体的な証拠を探す 
    相手に「なるほど」と思わせるには、どんな 
    工夫が必要か 
４の注意点 正しい情報の見分け方は？ 
      自分がわかるかどうか 
      「事実」は、誰が見ても変わらない 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

４．Ｗｅｂページを探すときの注意 

５．リンクするＷｅｂページ 

 

 

 

 

 

 

 

６．Ｗｅｂページ作成のメモ 

 

 

・正しい情報か 

 

 

・高校生にわかりやすいか 

 

 

・「事実」と「意見」について 

 

 

 

 

・編集する 

 

 

 

 

・リンクを張る 

 

 

 

 

・文字の大きさや色を変える 

 

 

 

 

コンピュータデザイン Ｗｅｂページの作成（２） 

 

３年   組   番 氏名              ・ 

 

課題：他の生徒が作成したページを見て、良かったと思うページを２つ選び、意見、感想を述べ

てください。 

作品名： 

 

内容は理解できたか    ５・４・３・２・１  

テーマのよさは伝わってきたか   ５・４・３・２・１  

作品の良かったところ、改善したほうが良いところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

作品名： 

 

内容は理解できたか    ５・４・３・２・１  

テーマのよさは伝わってきたか   ５・４・３・２・１  

作品の良かったところ、改善したほうが良いところ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンピュータデザイン Ｗｅｂページの作成 

 

３年   組   番 氏名              ・ 

 

課題：○○の紹介ページを作る 

 

 自分の興味のあることをインターネットで調べ、その内容を他の生徒に紹介するＷｅｂページ

を作りましょう。 

 

１．テーマ 

 

 

 

注意点： 

 

 

２．テーマを選んだ理由（どんな魅力があるか） 

 

 

 

 

注意点： 

 

 

３．どんなところを伝えたいか 

 

・ 

 

・ 

 

・ 

 

・ 

 

 

注意点： 

 

 



 19

 
５．質問票・参加者アンケートの実施 

授業見学後の休憩時間に質問票に、参加者が質問等を

記入。これをもとにして質疑応答が行われた。また、閉会行

事後にアンケートを回収した。 

 

６．意見交換会等での質疑 

以下は意見交換された主な内容である。 

(1)福岡高等学校における情報の授業に関して 

・生徒のコンピュータリテラシー 

・評価の方法 

・相互評価の問題点 

・授業中の生徒の様子 

・年間指導計画について 

・欠席者に対する指導は 

・ファイリングの使用 

(2)本日の授業に関して 

・雛形の用意について 

・考えさせるための指導 

・本日の授業実施クラスについて 

・本日以降の授業展開と生徒の活動 

・手書き画面の教材提示が、印象的だった。 

・Webのテーマ・伝える対象を絞る方法もあるか 

(3)指導者から 

・次期指導要領について 

・NetCommonsを積極的に利用を 

・授業研究支援の取り組み 

(4)参加者から 

・チームティーチングはどのくらい行われているか、また、 

・評価の際は、どのような工夫をしているか。 

・パスワード管理は、どのようにしているか。 

・ｈｔｍｌは、どのように教えているか 

 

 

・ 意見交換会風景 

 会長からも意見を頂いた。 

 

 

 ・意見交換会での鈴木教諭。 

参加者からの質問に丁寧に答えていただいた。 

 

 

 

・教科指導に役立つ有意義な会であった。 

・事前の質問用紙のおかげで、効率よく質疑応答が行われ、

さらに質問を超えた内容でも意見交換ができた。 

(5)本日の運営について 

・授業担当者の準備が大変だった。 

・参加者が少ないのが残念だった。 

 

 
 
おわりに 

授業見学を快く引き受けていただいた鈴木教諭ならび

に会場を提供していただいた福岡高校の細田芳男校長

はじめ職員の皆様に御礼申し上げます。ありがとうご

ざいました。松村会長のことばの中で、「『情報』が変

わってきているのではないか。」という示唆が印象に残

りました。 
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【授業見学会】 

平成２０年度埼玉県高等学校情報教育研究会 第２回授業見学会報告 

 

埼玉県立妻沼高等学校 教諭 坂本 修 

 

はじめに 

 研究会創立時から、中学校の授業を見学してみたいという要

望が多数あり、なかなか実現できなかったが、昨年にようやく

実現することができた。今年度も第２回授業見学会ということ

で、さいたま市立大谷場中学校を会場として実施することとな

った。 

 

１ 日時・概要 

 日時 平成２１年１月３０日（金） 

     １４：００～１６：５０ 

 会場 さいたま市立大谷場中学校 

 

 １．開会行事 １４：００～１４：２０ 

  （１） あいさつ 

埼玉県立高等学校情報教育研究会 

              松村  秀 会長 

     さいたま市立大谷場中学校 

              佐藤 久博 校長 

     県教育局県立学校部高校教育指導課 

              山崎 正義 指導主事 

  （２） 本日の授業について 

     さいたま市立大谷場中学校 

              宮内  智 教諭 

  （３） 事務連絡 

 ２．授業研究 １４：４０～１５：３０ 

  「携帯電話シミュレータを活用した 

                情報モラル教育」 

 ３．研究協議 １５：５０～１６：４０ 

 ４．閉会行事 １６：４０～１６：５０ 

  （１） お礼の言葉 

     埼玉県高等学校情報教育研究会 

             福本  彰 副会長 

  

  （２） あいさつ 

     県立総合教育センター 

             須藤 崇夫 指導主事 

２ 指導案より 

 （１） 題材名 

   「携帯電話やインターネットの仕組みを知り、 

               安全に利用しよう」 

   技術分野 Ｂ 情報とコンピュータ １時間扱 

 （２） 題材の目標 

    携帯電話のシミュレータの使用を通して、携帯電話や

インターネットの有用性や電子メールとのつきあい方に

ついて理解させるとともに、安全に利活用できる能力を

育成する。 

 （３） 学びの高まりのプロセス 

 

 

 （４） 展開（学習活動を中心） 

   ・ アンケート結果を分析し、大谷場中の現状 

    を知り分析する 

    ◇結果から着目すべき点を出す 

   ・ シミュレータが使えるようにする 

    ◇適切に使用できるように準備させる 

   ・ 練習課題で練習する 

    ◇自分の考えを選び、周囲に相談せずに理由 

     を掲示板に記載する 
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・ 演習１（チェーンメール） 

    ◇メールを読み込み、選択肢の中から自分の 

     考えを選び、自分の考えを記入する 

    

◇生徒の解答分布グラフを提示して解説する 

   ・ 演習２（チェーンメール（親切系）） 

    ◇メールを提示し、選択させ、掲示板に匿名 

     で記入させる 

    ◇生徒の解答分布グラフを提示して解説する 

   ・ 演習３（架空請求） 

    ◇メールを提示し、選択させ、掲示板に匿名 

     で記入させる 

 

 

 

 

 

 

 

    ◇生徒の解答分布グラフを提示して解説する 

   ・ 演習４（プロフ） 

    ◇プロフに模したものを提示し、選択させ、 

     掲示板に匿名で記入させる 

    ◇掲示板が荒れている設定を伝え、参加するかどうか

を解答させ、その後自由記述 

    ◇生徒の解答分布グラフを提示して解説する 

   ・ 振り返り 

    ◇学習課題を再度確認し、わかったこと感じ 

     たこと、考えたことを自由に記述させる。 

     本時のクラスの結果を提示する 

   ・ 課題解決・共有化 

    ◇生徒に発表させる 

   ・ 評価とインターネットの仕組み 

    ◇ケイ太の管理画面を転送し、匿名性の保証 

     がなく、現実のインターネットも同様であ 

     ることを知らせる 

   ・ 感想記入 

 

３ 研究協議（Ｑ＆Ａを中心に） 

 Ｑ コンピュータ室のシステムについて 

  Ａ １９年度に更新（５年リース）。さいたま市 

教育委員会で一括納入。環境復元、画面転送機 

能がついている。 

 Ｑ 「ケイ太」について 

  Ａ 個人が作ったフリーソフトで、インストール 

する必要がなく、サーバに置いておくだけで使 

える。 

 Ｑ 授業の位置づけ 

  Ａ 本日の授業は１時間扱いで、３年間に渡って  

   携帯電話について実施している。１年次に携帯電話に関

するアンケートをとっている。掲示板やチャットの書き

込みについて、携帯電話の画面を紙に貼り付けて、それ

をグループで話しあって行き違いを体験させたり、トラ

ブルを第三者的に見させたりしている。 

 Ｑ 匿名性について 

  Ａ 匿名ということで予想通りに荒れてくれた。 

   生徒が思うように反応してくれた。プロフで匿 

   名性を利用してトラブルが学校でも起きている 

   ということで匿名と勘違いさせて、最後に名前 

   やＩＰ、書き込みを出して、最後にインターネ 

   ットの世界は匿名の世界と思っているんじゃな 

   いの、と投げかけができればよい。 

Ｑ 劇場型愉快犯的な生徒への指導について 

  Ａ 犯罪に抵触しなければ出していく。データベ 

   ースに残っているので、別の機会に指導してい 

   く。まずいな、という気持ちをうまく伸ばして 

   いきたい。それが学校だからではなく、普通に 

   使っている携帯電話に話をもっていければいい 

   な、と思う。 

 

 

 Ｑ ネット上の問題をどのくらい調べているのか   
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  Ａ プロフのトラブルが多いので、学校や自宅で 

   生徒のプロフを調べる。学校名で検索をかける 

   と、数人の生徒がかかるので、そこから芋づる 

   式に多数出てくる。全部記録だけはしてある。 

   直接的にプロフがいけないという指導は大変難 

   しいと思う。あり得ない時間帯等に書き込みを 

   している場合は、特定をして指導をする。 

   誰かが捕まると、先生に見られているという意 

   識が働き、何人かの生徒はプロフをやめ、何人 

   かの生徒はパスワードをかける。パスワードを 

   かけた生徒は、親に連絡をする。 

 Ｑ 携帯電話の持込に関する指導について 

  Ａ 入学前後の保護者説明会で持たせないような 

   指導をお願いする。学校に持ち込んだ場合は、 

   没収し、保護者に取りに来てもらう。 

 学年集会や保護者会において、携帯電話会社 

に来てもらって講習会を開いている。 

 Ｑ モラルに関する評価について 

  Ａ 法律的、倫理的に考えている。今回の授業に 

   ついては、四観点をプリントの記述や良い発言 

   の回数を点数化して出している。 

 定期テストはやっていない。やるとしても自 

由記述。 

  ・ 法律についてはペーパーテストできるが、道 

徳については出来ない 

  ・ モラルマナー的な科学理解でテストをしてい 

る。ペーパーでやっても１００点の答えしかな 

   書かないので、いかに実際に行動できるかが大 

事だ。 

 

４ 参加者の感想 

 ○ 今回の授業で使用した「ケイ太」は、非常にわ 

  かりやすく、ぜひ使ってみたいと思いました。す 

  べての中学校で同様の授業をしていれば、高校で 

  情報モラル関連の生徒指導がかなり減少するかと 

  思います。 

 ○ 中学生は、いろいろなことに興味を示し、何で 

  もやろうとする、我々にはない点がありますが、 

  逆に危険を考えずに、行動する点もあると思いま 

  す。今回の授業で、生徒の興味を持てる内容で、 

  時代の流れにあった授業だったと思います。とて 

  も参考になりました。 

 ○ ゲームのように、メールを書いている人がいる 

  一方で、最初だけ書いて後は自分のコメントは書 

  かずに他のメールを読んで楽しんでいる人に分か 

  れていくのがとても印象的だった。 

 ○ 隣の人が何書いてPいるのか気にして回りを見て 

  いる人が何人もいるところから見ても、どんなに 

  匿名でも不安がっているんだなあ、と思った。慣 

  れてくると様々なことを書いてくるようになり、 

  慣れは怖いと思った。 

 ○ 匿名が匿名でなくなったとき、生徒がどう感じ 

  るか。大事なことだと思うのですが、今日のよう 

  なやり方は、上手に扱わないと傷つく生徒がいる 

  かと思い、難しいなと感じました 

 ○ 授業見学会に対する意見になりますが、教室の 

  環境や評価など、授業とリンクしない内容につい 

  て意見交換を行う会を設定していただければと思 

  います。 

 

おわりに 

 松村会長が、研究協議において「社会に出てトラブルに遭う

のではなく、コントロールできる範囲でトラブルに遭う経験を

させたほうが良いのでは」とおっしゃっていたが、携帯電話シ

ミュレータ「ケイ太」は、そういった経験させるためには、ま

さに最適のソフトであると思った。今後も、授業見学会を含め

て、さまざまな場面で中高の交流が増やせれば、と感じる。 

 最後に、会場校をお引き受け頂いた大谷場中学校の佐藤久博

校長をはじめ職員の皆様、そして授業を公開していただいた宮

内先生に、この場を借りてお礼を申し上げ、感謝の意を表した

い。 
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【研究委員会】 

 

｢情報の科学的な理解｣を指導する上で活用できる小中学校の学習素材の紹介 

 

埼玉県高等学校情報教育研究会 研究委員会 

 
はじめに 

 平成 20 年 12 月に新学習指導要領の案が示され、これ

までの｢情報Ａ｣、｢情報Ｂ｣、｢情報Ｃ｣の 3 科目から、｢情報

と社会｣、｢情報の科学｣の 2 科目に移行することとなった。

これまで本県では｢情報Ａ｣を実施している高校が圧倒的に

多く、｢情報活用の実践力｣を育成するのに重点がおかれ

てきたが、今後｢情報社会に参画する態度｣、｢情報の科学

的な理解｣に指導の重点が移行するものと考えられる。 

 これまで、情報教育を体系的に捉えたとき、｢情報の科学

的な理解｣に関わる内容は、中学校における技術家庭にお

ける｢情報とコンピュータ｣、高校における教科｢情報｣及び

数学などで学習するとされてきた。しかし、小中学校におい

て、体系化には含まれていない技術家庭以外の各教

科でも、｢情報の科学的な理解｣につながる内容を学習し

ているであろうことは予想できる。 

 現職教員等講習会や大学の教職課程など様々な方法で

教科｢情報｣の免許を取得し、様々な背景を持って現在授

業を担当しているわれわれ情報科教員にとって、｢情報の

科学的な理解｣につながる小中学校での学習内容を明ら

かにし、そこで扱われている学習素材を紹介することは、有

用なことと考えられる。 

 本研究は、高校の教科｢情報｣において、｢情報の科学的

な理解｣に関する指導がより効果的となるよう、現行の学習

指導要領における小中学校の各教科での学習内容と、高

校の教科｢情報｣での｢情報の科学的な理解｣に関する学習

内容のつながりを明かにし、高校での｢情報の科学的な理

解｣に関する内容を実施するにあたり、高校の学習に活用

できる小中学校の学習素材を紹介したい。 

 

１ 調査の手順について 

 今回の調査を行うにあたり、｢情報の科学的な理解｣とは

何かという定義を再確認した。｢情報の科学的な理解｣はコ

ンピュータサイエンスと誤解されていることも少なくないが、

｢情報活用の基礎となる情報手段の特性と、情報を適切に

扱ったり、自らの情報活用を評価・改善するための基礎的

な理論や方法｣という位置づけであることを確認し、その定

義に基づいて普通教科｢情報｣で扱われている学習内容を

現在発行されている教科書でどのように扱われているかを

調査し、学習内容の項目を明らかにした。その後、その項

目につながる小中学校の学習内容を教科書を参考にし調

査した。調査した教科書は埼玉県内において多くの地区

で採択されている教科書を中心に行った。以上の調査結

果を、高校での学習内容とのつながりがわかるよう、表の形

式にまとめ、小中学校の学習内容の中から、高校での｢情

報の科学的な理解｣の授業をするのに参考となる素材をま

とめた。 

 

２ ｢情報の科学的な理解｣について 

 平成 9 年 10 月にまとめられた情報化の進展に対応した

初等中等教育における情報教育の推進等に関する調査

研究協力者会議の第 1 次報告で、情報教育の観点が整

理され、その中で｢情報の科学的な理解｣とは｢情報活用の

基礎となる情報手段の特性と、情報を適切に扱ったり、自

らの情報活用を評価・改善するための基礎的な理論や方

法｣であるとされた。 

 平成 12 年 3 月の高等学校学習指導要領解説では、

｢情報の科学的な理解｣は、単にコンピュータや情報通信ネ

ットワークの仕組みを理解することだけではなく、情報に関

わるあらゆる学問の中から、情報を適切に活用するために

必要な基礎的な理論や方法を学び実践することである。｣

と述べられている。 

 さらに文部科学省が平成 18 年 8 月に発表した｢情報教

育に係る学習活動の具体的展開について｣という報告で、

具体的な学習内容について記述された。この報告では、

｢情報の科学的な理解｣として、高校での学習内容が教科

｢情報｣だけではなく、数学、理科も含めてまとめられている。

この中で、教科｢情報｣としての具体的な指導内容は 

Ａ 情報の収集と情報機器の活用（情報の収集・発

信における問題点） 

Ｂ 情報の統合的な処理とコンピュータの活用（情

報の統合的な処理） 

Ｃ 問題解決とコンピュータの活用（コンピュータによ

る情報処理の特徴） 

Ｄ コンピュータの仕組みと働き（コンピュータにおけ

る情報の表し方） 

Ｅ コンピュータの仕組みと働き（コンピュータにおけ

る情報の処理） 

Ｆ 情報社会を支える情報技術（情報通信と計測・

制御の技術） 

Ｇ 情報通信ネットワークとコミュニケーション（情報

通信ネットワークの仕組み） 

Ｈ 情報通信ネットワークとコミュニケーション（情報
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通信の効率的な方法） 

Ｉ 問題解決とコンピュータの活用（問題解決におけ

る手順とコンピュータの活用） 

Ｊ 問題のモデル化とコンピュータを活用した解決

（モデル化とシミュレーション） 

Ｋ 問題のモデル化とコンピュータを活用した解決

（情報の蓄積・管理とデータベースの活用） 

が挙げられている。ただし、上記の項目以外にもいくつかの

項目が挙げられているが、類似する項目は 1 つの項目にま

とめ整理した。これらに該当する項目を今回の調査では

｢情報の科学的な理解｣として扱うこととして調査を行った。

｢情報教育に係る学習活動の具体的展開について｣では、

小中学校での情報教育に関係する指導内容及び学習活

動例を挙げているが、今回の調査では小中学校の学習内

容は情報教育に関係するものに限らず、高校で｢情報の科

学的な理解｣の内容を学習する上で参考になる学習内容

を調査するということに主眼を置いたので、｢情報教育に係

る学習活動の具体的展開について｣で挙げられている学習

内容とは一致しないことの御了承をいただきたい。 

 

３ ｢情報の科学的な理解｣を指導する上で活用できる小

中学校での学習内容・素材の紹介 

 前項で列挙した高校での具体的な学習内容につながる

小中学校での学習内容を、教科書を基に文献調査を行っ

た。その調査により見つけられた小中学校での指導事項を

紹介し、その学習内容の概要を示し、高校の授業に対して

の提案を行うこととする。ただし、小中学校の指導事項に載

っている学習内容は、学習指導要領で学習事項となって

いてすべての教科書で扱われている内容を記載したものだ

けではなく、本論文末に掲載してある教科書の執筆者が児

童・生徒が学習により意欲的に取り組めるよう工夫して書い

ているものも含まれている。そのような内容も小中学生が学

習可能なものであるとして、本論文では扱うこととした。また、

小中学校の指導事項は、単元の題名もしくは学習内容の

概略であり、そのために｢情報の科学的な理解｣ではなく、

｢情報活用の実践力｣または｢情報社会に参画する態度｣と

考えられる項目も含まれているが、これは｢情報活用の実践

力｣や｢情報社会に参画する態度｣を身につけるとともに｢情

報の科学的な理解｣も得られるような内容となっているもの

であることをお断りしておく。 

 このような点に留意していただき、以下の 10 項目の学習

内容を高校での教科｢情報｣の授業で指導する際の導入

等で参考にしていただけると幸いである。 

 

 

（１） Ａ 情報の収集と情報機器の活用（情報の収集・発信における問題点） 

ア 小中学校での指導事項の紹介 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

 1 

2 

3 

 

4 

（小４ 国語） 

（小６ 国語） 

（中３ 国語） 

 

（中 公民） 

情報を意図的に選択して、伝えることを学ぶ。 

資料の収集・発信方法を分析し、自分の考えを発信する。 

要旨を展開するための構成を考え、必要な材料を選びホームページ文集

など発信方法を考える。 

ホームページで情報を探そう（検索方法と情報の取捨選択を学ぶ）。 

イ 概要 

小学校の高学年の国語、中学校の公民で学習を行っている。高校段階では｢科学的な理解｣として該当する内容はない

が、小中学校において、情報を適切に扱うための理論や方法を学び、高校段階で情報の活用力を身につけていくための

基礎を科学的に学習しているという捉え方をし、この項目を掲載している。 

国語では、テレビカメラで撮影した映像のクローズアップとルーズショットの違いから、情報を伝達する際に、伝えたい内容

によって、情報の選び方を変えることを学んでいる。また、調べたことを発信する際に、発信の目標や情報を受け取る相手に

合わせて、情報をまとめることを学んでいる。 

公民では、調べ学習をする際に、調査の手段としてインターネットを活用した情報収集をあげている。インターネットで情報

を得るための検索の方法や情報の選択、再構成について学習をしている。 

ウ 小中学校の素材を基にした授業への提案 

小中学校を通じて、情報を伝達する際に、自分が一番伝えたいことをどのように伝えればよいか、また、相手が知りたいと

考えていることはなにか、について学習をしている。これは、情報を活用するための基礎となる考え方を身につけていること

になる。ただ、情報発信については、単一のメディアの活用をイメージした教材が多く、メディアを複合的に活用した実践ま

では至っていない。 

高校では、小中学校で学んだ科学的な理解の理論をもとに、情報の伝達において、情報機器の特性の違いを踏まえた情

報収集・発信について学ぶことが考えられるのではないだろうか。 
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そのため、漠然とメディアを使用した情報の処理をするのではなく、なぜそのメディアを使用するのか、といった特性を学 

び、その上で情報を活用することが必要である。例えば、小学校の国語では、与えられたテーマについてグループで情報

を収集・発信する際に、収集した情報が信頼できるかどうか、発信するメディアを変えることで情報の伝わり方の違いがある

か（例：文集にするか、ホームページで発信するか）について学習をしている。 

高校ではさらに踏み込み、携帯電話とコンピュータの違いや紙とディスプレイの違いを例にして、メディアや情報機器の特

性、さらに視認性や信憑性などを考慮した上で、メディアや機器を選択し、情報の発信を学ぶことが考えられる。 

情報の科学的な理解を｢コンピュータサイエンス｣と捉えるのではなく、情報手段の特性の理解や情報活用の基礎的な理

論や方法として捉えることで、様々な教科・校種とつながりをもって、情報の授業を展開することが可能であると考えられる。 

 

（２） Ｂ 情報の統合的な処理とコンピュータの活用（情報の統合的な処理）より｢情報の分類｣ 

ア 小中学校での指導事項の紹介 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

情報の分類 1 

 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

 

8 

9 

10 

 

11 

12 

 

13 

14 

15 

 

16 

17 

18 

19 

 

20 

 

21 

（小３ 国語） 

 

（小４ 国語） 

（小５ 国語） 

（小２ 算数） 

（小２ 算数） 

（小３ 算数） 

（小３ 算数） 

 

（小４ 算数） 

（小４ 算数） 

（小４ 算数・ 

発展） 

（小５ 算数） 

（小５ 算数） 

 

（小６ 算数） 

（小６ 算数） 

（小６ 算数） 

 

（小３ 理科） 

（小４ 理科） 

（中 理科２上）

（中 地理） 

 

（中 地理） 

 

（中 美術） 

話し合って、いろいろな見方、考え方を知る（絵を見てどのように分類した

か、話し合う）。 

調べたことを整理する方法について、グラフや表を活用するやり方を学ぶ。 

計画、取材方法の検討、情報のまとめ方を考え、情報を編集して伝える。 

動物の数を調べて表とグラフ（丸の数）で表す。 

たし算・ひき算の文章題をテープの長さを使って考える。 

時刻・時間を直線上に表す。 

クラスの人の好きなスポーツを調べ、表と棒グラフに表す（棒グラフの書き

方）。 

気温の変化を折れ線グラフで表す。（折れ線グラフの書き方）。 

保健室で治療したけがの種類と場所ごとに分類して、表にまとめる。 

３つの都市の気温と日照時間を、折れ線グラフと棒グラフの複合グラフから

読み取る。 

百分率で資料を整理する（帯グラフ・円グラフ）。 

給食に関する調査をグラフにまとめたり、グラフから読み取ったり、グラフの

特徴を調べたりする。 

平均を求め、資料の特徴をつかむ。 

単位量あたりの大きさを求め、比較する（人口密度など）。 

1970 年の物価を 1 として、2000 年の物価を調べ、物価上昇度を比較す

る。 

観察記録のまとめ方（全体構成・図や写真を入れる）。 

水の温度の上がり方を折れ線グラフで表す。 

レポートの書き方。 

調査結果を整理・分析してまとめる（折れ線グラフ、棒グラフの特徴と作り

方、円グラフ、帯グラフの特徴と作り方）。 

情報を集め分析する（集めた資料を整理しどのような特色があるか調べて

まとめる）。 

文字の意味を生かして、「楽しい」文字をデザインする。 

イ 概要 

整理分類するという学習は、小学校の中学年から国語、算数、理科で、中学校では理科、社会で行っている。 

国語ではいくつかの抽象的な絵や模様を提示して、自分なりのルールに従って分類させた後、互いに分類した理由を発

表しあい、いろいろな見方、考え方があることを知るという実習を行っている。高学年では特定のテーマについてデータをカ

ードに記述し、カードをグループごとにまとめて分類するという実習を行っている。 

算数では、グラフを作成する前段階として、収集されたデータを加工・分類することを行っている。ただし、データを集めるこ 
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とは行わず、教科書に掲載されているデータを使用して整理することが主である。 

理科では観察や実験が中心であるが、記録をまとめ全体の傾向を把握するために表やグラフを使用して情報を整理して

いる。 

社会では、国や地域の特徴を把握するためにいろいろな手段を利用してデータを収集する学習を行っている。収集方法

を学び実践することに多くの時間を割いているが、集めたデータをどのように利用すればよいかという視点で表やグラフを作

成して情報を整理することを学んでいる。 

ウ 小中学校の素材を基にした授業への提案 

小中学校の学習を通して、情報を整理するときグラフを利用すると特徴や傾向を把握できることを学んでいる。ただし、手

作業で表やグラフを作成しているため、時間をかけて一つの表やグラフを作成している。 

高校では、表計算ソフトウェアを用いると、より簡単にグラフ作成が行えること、さらに一つのデータをいろいろな角度から見

ることができるということを教えることができるのではないか。例えば、中学校地理では、県の特徴を多面的に調べるという内

容で、資料集や統計書、パンフレットやインターネットを使用して情報を集め、気候や地形、人口や土地利用、産業などの

項目に整理し特徴を把握することを行っている。この中で使用する、気候データに関しては気象庁・気象統計情報から、人

口のデータは厚生労働省、産業データは経済産業省の Web ページから容易に収集することができる。 

中学校までの段階では、分類やグラフ作成が手作業のため、使用するグラフも帯グラフや折れ線グラフ、棒グラフに限られ

ている。高校では、表計算ソフトウェアを用いて、積層グラフや相関図、レーダーチャートなどを利用することによって、新し

い特徴を見出すことができるかもしれない。 

また、今年度から各府省ごとの Web ページに掲載されていた各種統計関係情報が｢政府統計の総合窓口(e-stat)｣

(http://www.e-stat.go.jp/)に一元化されるようになった。上記以外のデータも Excel 形式、CSV 形式で取得することがで

き、さらに多くの視点で県の特徴を把握することができる。 

 

（３） Ｂ 情報の統合的な処理とコンピュータの活用（情報の統合的な処理）より｢マルチメディア作品の制作｣ 

ア 小中学校での指導事項の紹介 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

マルチメディア作品

の制作 

1 

 

2 

3 

 

4 

（小６ 国語） 

 

（中 歴史） 

（中 歴史） 

 

（中 技術家庭・ 

選択） 

他のガイドブックを参考に、伝える相手や目的に合わせて材料を整理し

て、取材した内容をまとめ、写真や図を使い、ガイドブックを作成する。 

プレゼンテーションソフトで発表しよう。 

しらべたこと、わかったこと、考えたことをまとめホームページを作り、交流す

る海外の中学生に向けて発信する。 

マルチメディアを活用して作品をつくろう。 

イ 概要 

マルチメディア作品の制作は小学校 6 年の国語、中学校の社会で行っている。 

国語では他のガイドブックを参考に、伝える相手や目的に合わせて材料を整理して、取材した内容をまとめ、写真や図を

使いガイドブックを作成している。 

中学校の歴史では、発展課題として、プレゼンテーションソフトを利用して発表することがあげられている。その発表の準備

の中で、視認性やわかりやすさを意識しながら、アニメーションや効果音の機能を使用して、スライドを作成することが行われ

ている。また、地域の歴史を調査する課題では、調べた内容を Web ページで公開する学習が行われている。その学習で

は、見る側を意識して写真を配置したり、海外の人に向けて英語を活用した制作に挑戦したりと、情報の受け手を意識した

学習活動が行われている。 

ウ 小中学校の素材を基にした授業への提案 

高校では、コンピュータでの情報の統合や手段、作品を制作する上での配慮事項について学んでいる。その中で、加法

混色・減法混色、階調などの色の仕組みや、Ｗｅｂページを作成する際に必要な知識であるハイパーリンクの仕組みや

HTML の構造、データを記録するために必要な圧縮の仕組みを学んでいる。 

小学校では、情報を発信する際に写真や図を使うなど、わかりやすく情報を伝えることを学んでいる。中学校では、プレゼ

ンテーションソフトやホームページの作成など、コンピュータを活用した情報発信ができる内容になっている。そのため高校

での実践例として、小中学校でメディアの違いを理解した学習をしているのを踏まえたうえで、コンピュータを利用した表現
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方法の原理やメディアの特性の理解を深めるなど、技術的側面を強調した学習をすることができると考えられる。例えば、情 

報の収集と加工の作業において、アナログで記録された情報とディジタルで記録された情報を比較することで、コンピュー

タを使用することの利点を見出すことが可能となる。レポート作成などの学習において写真を利用する際に、ディジタルで記

録された写真の加工のしやすさや、写真がディジタルの情報として記録される原理を教えながら授業をすすめると、情報活

用について学びながら、同時に情報伝達の基礎となる｢情報の科学的な理解｣を深めることができる。 

 

（４） Ｂ 情報の統合的な処理とコンピュータの活用（情報の統合的な処理）より｢色と画像の表現｣ 

ア 小中学校での指導事項の紹介 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

色と画像の表現 1 

 

2 

（中 美術） 

 

（中 美術） 

色彩を意識して、身の回りを観察する。色を作り出し、組み合わせを楽し

む。 

明度・彩度、加法混色・減法混色を学ぶ。色彩の対比と同化。配色の組

み合わせによって与える印象を学ぶ。 

イ 概要 

色と画像の表現は、中学校美術科で扱われている。内容としては、信号機や駅の案内表示などを例に、身近なものの色

彩を意識して観察する学習や、色彩の種類を明度・彩度に分け、加法混色・減法混色を学び、色彩の対比や同化を工夫

しながら、配色の組み合わせによって与える印象を学ぶ活動が挙げられている。 

ウ 小中学校の素材を基にした授業への提案 

高校では、色の仕組みや画像の種類、またデータ量の計算方法について学んでいる。その学習の中で、光の 3 原色や加

法混色・減法混色、階調や dpi など、情報手段の基礎的な特性の理解や仕組みの学習が行われている。 

中学校の段階で、配色や視認性について学んでいることを基に、高校での実践例として、色をディジタルで表現する方法

を学ぶことが挙げられる。また、色の表現について、ディスプレイ上で表現される RGB と紙にインクで表現した CMYK の違

いや、Web ページを作成する際に HTML のタグを使用して色を表現するなど、一つの色を表現する際にも、何通りものやり

方があることを学ばせることができると考えられる。 

そのほかに、情報を発信する際に色のユニバーサルデザインを意識することを学ぶことができると考えられる。Web ページ

を作成する際に、色の識別が不自由な人や加齢によって色の判別が難しい人を考慮して、配色や表現方法を工夫すること

や、プレゼンテーションのスライドを作成する際に、聞き手側の年代や状況を意識した上で、グラフや背景の色を変えるな

ど、色を表現する際のわかりやすさを科学的な側面から捉えて、学習を進めることができると考えられる。 

 

（５） Ｄ コンピュータの仕組みと働き （コンピュータにおける情報の表し方）より｢アナログ量とディジタル量｣ 

ア 小中学校での指導事項の紹介 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

アナログ量とディジ

タル量 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

（小２ 算数） 

（小３ 算数） 

（中１ 数学） 

（小３ 理科） 

（小３ 理科） 

（小３ 理科） 

（小４ 理科） 

（小６ 理科） 

（小６ 理科） 

（中 技術家庭） 

時計の読み方（アナログ時計（と挿絵でディジタル時計））。 

そろばんで計算する（そろばんの珠で数値を表す）。 

正の数負の数。 

豆電球がつく・つかない（電気が流れる・流れない）。 

電気回路のスイッチをつくる。 

磁石のＮ極・Ｓ極（磁石につく・つかない）。 

電流の流れる向きでモーターをつないだ自動車の走る向きが変わる。 

電磁石のスイッチで磁力が働いたり働かなかったりする。 

連続量と離散量の２種類による量の表し方があることを知る。 

（参考）「アナログ」「ディジタル」って何？ 

イ 概要 

アナログ量とディジタル量につながる内容は、算数と理科で扱われている。扱い方としては、連続量であるアナログ量と離

散量であるディジタル量を対比して扱うものと、ディジタル量を表すための物理的な方法に関わるものとがある。小学校の算

数では、時計の読み方を学習している。これは、高校でもアナログとディジタルの比較でよく扱われるものである。ディジタル 
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を表すための方法として電気、磁気などが用いられるが、これらについては小学校の理科で学習している。電磁気を用い

てディジタル量を表すことを行う際には、この知識が前提になると考えられる。 

ウ 小中学校の素材を基にした授業への提案 

小学 2 年生でアナログ時計の読み方を学習するが、挿絵ではアナログ時計だけでなく、ディジタル時計も書かれている。

日常使われている時計には２種類あるということは、説明されているであろう。また、アナログとディジタルを物理的に表すに

は、電圧の高低や磁気の極が利用されているが、それにつながる電気の ON・OFF や磁気の N 極・S 極、電磁石などの性

質について学習している。これらの物理的な性質は、磁気ディスクやコンピュータ内部で、どのようにディジタル量が表現さ

れているかを扱う上でつながると考えられる。 

 

（６） Ｄ コンピュータの仕組みと働き （コンピュータにおける情報の表し方）より｢数値の表現｣ 

ア 小中学校での指導事項の紹介 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

数値の表現 1 

2 

3 

4 

5 

6 

 

7 

8 

9 

（小１ 算数） 

（小２ 算数） 

（小２ 算数） 

（小３ 算数） 

（小３ 算数） 

（小３ 算数・ 

発展） 

（小３ 算数） 

（小４ 算数） 

（小５ 算数） 

２０より大きい数（２桁の位取り）十の位・一の位 

１００より大きい数（３桁の位取り）百の位 

１０００より大きい数（４桁の位取り）千の位 

時間の換算・計算（６０進法） 

１００００より大きい数（万～千万の位取り） 

１g・２g・４g・８g・１６g のおもりで宝石の重さを測る。 

 

千万より大きい数（億・兆の位取り） 

小数第１位の数 

小数第２位以下の数 

イ 概要 

数値の表現に関係する内容は、小学校の算数で学習している。 

算数では、大きな数と位どりということで、複数の学年にわたって位どりについて学習する。高学年では小数についても学

習する。また、時間を換算、計算するために 60 進法についても触れている。 

ウ 小中学校の素材を基にした授業への提案 

小学校低学年で、10 進数の大きな数を考える場合、例えば 4 桁の 4567 という数の場合、｢千の位が 4 こ、百の位が 5

こ、十の位が 6 こ、1 の位が 7 こ｣集まった数、つまり 4000 と 500 と 60 と 7 をあわせた（足した）数だと説明している。つまり、

位ごとに｢位｣と｢位の数｣を掛け、それらを足した数であるという説明をしている。この説明方法を使って 2 進数を 10 進数に

変換する方法を教えることができる。はじめに 10 進数は、1 の位を｢10

０

の位｣、10 の位を｢10

1

の位｣、100 の位を｢10

2

の

位｣、1000 の位を｢10

3

の位｣と基数と指数を使ってあらわすことができることを説明する。 

次に、2 進数の場合｢位｣の基数が 2 であること｢2

０

の位、2

1

の位 2

２

2

３

2

４

2

５

…｣とあらわすことができること説明し、101001 の

ような 2 進数に位をあてはめる。 101001 の場合｢2

５

の位が 1 こ、2

4

の位が 0 こ、2

3

の位が 1 こ、2

2

の位が 0 こ、2

1

の位が 0

こ、2

0

の位が 1 こ｣が集まった数、 つまり 2

５

×1+2

4

×0+2

3

×1+2

2

×0+2

1

×0+2

0

×1 を合わせた数であると説明し、(101001)
２

が(41)
10

であることを導きだす。 

この方法で一般化して、n 進数を 10 進数に変換する場合、n

0

の位がいくつあるか、n

１

は、n

2

は、n

3、

n

4

…、をそれぞれ調べ

｢位｣と｢位の数｣を掛けたものを合計すると、n 進数を 10 進数に変換できること説明することもできる。 

 

（７） Ｅ コンピュータの仕組みと働き （コンピュータにおける情報の処理）より｢論理回路｣ 

ア 小中学校での指導事項の紹介 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

論理回路 1 

2 

3 

（小４ 理科） 

（小６ 算数） 

（中 理科１上） 

乾電池・豆電球の直列つなぎ・並列つなぎ 

算数大旅行～クイズ・パズルコース（論理パズル） 

電熱線の直列回路・並列回路 

イ 概要 

論理回路自体を小中学校で学習することはない。高校の教科｢情報｣で扱う論理回路につながる内容として、電気回路 
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について理科で学習している。小学校の理科では、乾電池・豆電球の直列つなぎ・並列つなぎにより、豆電球の点灯が

どのようになるかを学習する。また、中学校では電熱線の回路として直列回路・並列回路について学習する。 

論理演算につながる内容として、小学校の算数の教科書の巻末の読み物として、論理演算の考え方を使ったパズルが

掲載されている。 

ウ 小中学校の素材を基にした授業への提案 

小学校の理科で直列つなぎ・並列つなぎが扱われている。発展的な内容として、直列つなぎ・並列つなぎのそれぞれの

回路で豆電球をソケットで外したときに、明かりがついているか、消えてしまうかを考えてみるというものがあるが、これは AND

回路と OR 回路という見方をすることができる。小学校の教科書では、複数のスイッチを使った回路は扱われていないが、複

数のスイッチの ON・OFF を利用して回路を作ることで AND 回路と OR 回路につなげることができるであろう。また、小学校

の算数の読み物では、3 匹の動物が話している内容の真偽をもとに誰が正直者で、誰が嘘つきかを考えさせるものがある。

この問題のように、真偽を考えることは論理演算の考え方につなげられると考えられる。 

 

（８） Ｆ 情報社会を支える情報技術（情報通信と計測・制御の技術）より｢計測・制御｣ 

ア 小中学校での指導事項の紹介 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

計測・制御 1 

 

2 

3 

4 

 

5 

6 

7 

 

8 

9 

 

10 

 

11 

（小４ 理科） 

 

（小４ 理科） 

（小４ 理科） 

（小６ 理科） 

 

（小６ 理科） 

（中 理科１上） 

（中 理科１下・

選択） 

（小５ 社会） 

（中 技術家庭・

選択） 

（中 技術家庭・

選択） 

（中 技術家庭・

選択） 

電池で走る自動車（直列つなぎで早くなる。電流の向きを逆にすると後ろ

に進む）。 

検流計で電気の流れる向きと強さを調べる。 

光電池を使ったおもちゃをつくる。 

電磁石を利用したものが身近にあることの紹介（電動の車椅子、扇風機、

リニアモーターカーなど）。 

電磁石を使ったおもちゃをつくる。 

モーターが回る仕組みを実験する。 

ＰＯＳシステム・ネットバンク・ＥＴＣなどの利用と機能を調べる。 

 

「情報を生かす」コンビニの例 （POS システムの紹介）。 

計測・制御の基本 

 

コンピュータによる計測・制御 

 

わたしたちの生活の計測・制御 

イ 概要 

計測・制御に関しては、小中学校の理科、社会で学習している。また、中学校の技術・家庭では選択の位置づけで一部

の生徒が学習している。 

小学校の理科では、電池で走る自動車を使って電流を直列につなぐと、電流が強くなり速く動いたり、電流の向きを変え

ると逆走するなど、基本的な制御について実験を通して学習する。また、検流計で電気の流れる向きと大きさを調べる実験

も行っている。 

中学校の理科では、モータが回る仕組みを実験したり、POS システム・ネットバンク・ETC などの利用と機能を調べること

を行っている。 

社会では｢情報と社会｣という内容で、コンビニを例 （POS システムの紹介）に挙げ便利になった点を紹介している。ま

た、遠隔医療システムや情報端末としての携帯電話、電子投票システムや情報家電、無線 IC タグなどを挙げ、情報機器を

利用することにより便利になったことについて触れている。 

また、中学校の技術・家庭ではコンピュータでモーターカーを制御したり、マイクロコンピュータが利用されている家電製

品に注目し、どのような工夫をして制御しているのか調べる学習を行っている。 

ウ 小中学校の素材を基にした授業への提案 

小中学校で学習する内容では、簡単な制御の仕組みや、機器を利用することにより便利になった面を中心に扱われてい
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る。そのため、センサ、アクチュレータ、シーケンス制御、フィードバック制御などの計測制御に関して触れることなくブラックボ 

ックスとして扱われている。（技術・家庭で詳細に解説されているが、選択のため全員が学習している訳ではない。） 

小中学校では社会的側面について学習しているので、高校では技術的側面を強調することが考えられる。例えば無線

IC タグのことを扱う時には、どのように利用されているか、何ができるかという側面ではなく、内部はどのようになっているの

か、どのように電波を受信するのか、どうして電流が流れて IC チップが起動し、情報を電波で返すことができるのなどの内

部の動きに関する側面を中心に扱うことが考えられる。 

 

 

（９） Ｉ 問題解決とコンピュータの活用（問題解決における手順とコンピュータの活用）より｢身近な問題の解決｣ 

ア 小中学校での指導事項の紹介 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

身近な問題の解決 1 

2 

3 

4 

 

5 

6 

7 

8 

 

9 

10 

 

11 

 

12 

13 

14 

 

15 

 

16 

 

17 

（小５ 国語） 

（中２ 国語） 

（中３ 国語） 

（中３ 国語） 

 

（小４ 算数下） 

（小５ 算数下） 

（小６ 算数下） 

（小３４ 社会） 

 

（小５ 社会） 

（小５ 社会） 

 

（小６ 社会） 

 

（中 地理） 

（中 公民） 

（中 公民） 

 

（中 歴史） 

 

（中 歴史） 

 

（中 技術家庭） 

言葉の研究レポート(調査方法の検討、レポートの構成の検討) 

アンケートをとってみよう(仮説が正しいかどうか検証する。) 

情報を整理分析しよう(集めた情報をカードで整理し分析する。) 

整理・分析した情報を、レポートやプレゼンテーションを行ったりして発信

する。 

記録を見やすく整理しよう。 

算数と情報「給食大調査」（実習） 

情報と算数「物の値段大調査」（実習） 

水の使用量が増えた原因を探る(人口の変化のグラフを増え方をみて原因

を推測する)。 

グラフを読み取る（グラフからいえる日本の漁業の問題点は何か考える）。 

これからの食料生産と国土( 「世界の人口の変化」や「世界の耕地面積と

生産量の変化」などのグラフをみながら解決策を考える。) 

資料からわかったことをもとに、具体的な問をつくる。問を解決するため、

調べる計画をたてる。 

統計資料を集めテーマをしぼり資料を集め、特色をつかむ。 

現代社会の生活の成り立ちを探るために調査を実施する。 

自分の住む市町村の予算（歳出）のデータを複数年分集め、グラフ化し、

大きく変化している項目を調べ分析する。 

資料を使って分析する（教科書で移民県広島と呼ばれるくらい移民が広

島から多く出たのかデータに基づき分析）。 

「物知りメモ」資料から考える ・資料から、地域的な特徴を探し、その背後

にある政治的・経済的・社会的な理由とつながりを考えてみる。 

コンピュータで問題の解決 

イ 概要 

問題の解決に関しては、小中学校の国語、社会で学習している。 

国語で仮説を検証するためにアンケート調査とその分析を行う実習例が掲載されている。 

社会では客観的資料からなぜそうなったか（なっているか）ということを、歴史的・政治的・経済的・社会的な観点から原因

を推測し、どうすれば改善できるかを考える学習を行っている。具体的には小学校では｢世界の人口の変化｣や｢世界の耕

地面積と生産量の変化｣などのグラフをみながら、人口が増え続けているが耕地面積はこれ以上増えないことを読み取り、

世界の国々は互いに協力して食料生産を上げようとしているという結論に導くことを行っている。 

中学社会の地理分野では世界の国々の特色を把握するためにデータを分析して、なぜその特色が形作られたのか考え

ることを行っている。歴史分野では、特定の時代の統計資料から特徴を探し、その背後にある理由を考えることを行ってい

る。公民分野で市町村の財政支出の時系列データを集め、大きく変化している項目を探し、原因を考えることを行ってい

る。 
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ウ 小中学校の素材を基にした授業への提案 

情報では社会の内容を応用し、身近な社会問題の原因や解決策をデータに基づき分析し、まとめて発表するという実習

が考えられる。 

データの収集に関しては｢情報の整理｣の項で述べたように公的機関の Web ページから収集を行う。ただし、事前に必要

なデータを提供し分析することに主眼を置く方法も考えられる。表計算ソフトウェアで整理、分析することにより原因や解決

方法を考えさせ、結果をワープロソフトウェアやプレゼンテーションソフトウェアにまとめることにより｢情報の科学的な理解｣だ

けでなく｢情報活用の実践力｣を身につけることができる。 

最後に、発表しあうことにより、どのような根拠でその結論に至ったという、ものの見方、考え方を共有することができる。具

体的には、小学校の社会で扱っている｢日本の漁業生産量が減っている理由と日本の漁業の問題点（と解決方法）｣や｢日

本の人口動態統計から見る生産年齢人口（15 歳以上～65 歳未満）の変化と問題点｣などが挙げられる。使用するデータ

は食糧自給率の推移や農林水産生産指数に関しては農林水産省、人口動態統計は厚生労働省の Web ページから収集

することができる。 

 

 

（１０） Ｊ 問題のモデル化とコンピュータを活用した解決（モデル化とシミュレーション）より｢シミュレーション｣ 

ア 小中学校での指導事項の紹介 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

シミュレーション 1 

2 

3 

 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

 

12 

 

13 

（小４ 算数） 

（小５ 算数） 

（小５ 算数・ 

発展） 

（小６ 算数） 

（小６ 算数） 

（小６ 算数） 

（小６ 算数） 

（中２ 数学） 

（中３ 数学） 

（中３ 数学） 

（小５ 社会） 

 

（中 地理） 

 

（中 公民） 

階段の段数と周りの長さの関係を表にして、関係式をつくる。 

月ごとの貯金の金額を表にして、変化を調べる。 

商品の値引きを計算して、損得を比較する。 

 

牛のえさの量の平均値から、１年間に食べる量を予測する。 

単位時間あたりのコピー枚数を比較する。 

水槽に水を入れていっぱいになる時間を計算する。 

人口の変化をグラフにし、将来の人口を予想する。 

石油ファンヒータの灯油消費量 

自動車の制動距離 

CO
２

濃度のグラフ 

農業で働く人の数を予想してみよう(グラフをていねいに読み取ることによっ

て、これから先のことを予測する。) 

未来を推理する方法（現在の様子を資料、地図、書籍、インターネットなど

を使って詳細に調べ未来を予想してみる。） 

「選挙シミュレーション」（比例代表） 

イ 概要 

シミュレーションにつながる内容は、小学校では算数で、中学校では数学、社会で扱われている。 

算数・数学では、比例・関数の応用として、文章題で表された内容を数式で表して解く。具体的には蛇口から水を一定の

流量で出し、ある時刻での水槽にたまった水量を求めるというような事柄を扱っている。このように比例や１次関数などの数

式で表し、実験によってではなくシミュレーションによって水量を求めるということを学習している。また、統計を基に牛が食べ

るえさの量の平均値から 1 年間に食べる量を予測するというような内容も扱われている。このように、数量関係を基に予測す

るものを小中学校で学習している。 

社会では、中学校の地理の分野で、都道府県を調査する内容で、現在及び過去何年かの様子を資料を調べ、その変化

を基に将来の様子を推測している。数学のように数式化はできないが、増加・減少という変化を読み取り、将来を推測すると

いうシミュレーションを行っている。 

また、公民の分野では選挙の仕組みについて発展的な内容で扱われている。比例代表制の仕組みを学習するものである

が、具体的な数を使ってシミュレーションすることで得票数によって当選者数がどのように決まるかを理解している。 

高校で扱われるシミュレーションは、時間的に変化する現象と確率的な現象とがあるが、確率的な現象については小中学

校では扱われていない。中学校で確率を学習するが、それを基にシミュレーションを行うところまで発展させた扱いはない。 
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ウ 小中学校の素材を基にした授業への提案 

直接、高校の教科｢情報｣の授業につながる内容としては時間的に変化する現象を扱う関数が挙げられる。中学校では、

比例・1 次関数・2 次関数を学習するが、関数の利用として時間と水量や距離などを関数として表し、関数の値を求めるとい

うことを行っている。このような関数を応用した問題からシミュレーションの考え方につなげられる問題を見つけることができ

る。その中から具体例を１つ挙げたいと思う。 

 

 

 

 

このように、自然現象や身近な事柄を数量化してモデル化して、方程式を解いたり、関数の値を求めたりするような例を用

いて、シミュレーションの考え方につなげられる。 

 

これまで、10 の学習内容について紹介及び提案してきた

が、今回の論文で紹介しきれなかった学習内容もある。そ

れらの内容について小中学校での指導事項を紹介してお

くだけでも、十分参考になるに違いない。以下の表も参考

にしていただけると幸いである。 

 

（１１） 高校での｢情報の科学的な理解｣につながる小中学校の学習内容 

Ｃ 問題解決とコンピュータの活用（コンピュータによる情報処理の特徴） 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

ディジタル情報の統

合と表現 

1 

 

2 

（小４ 理科） 

 

（中 技術家庭・ 

選択） 

植物や動物の観察記録のしかたの工夫として、ディジタルカメラ・ビデオカ

メラを利用する。 

マルチメディアの特徴（ディジタルデータの特徴とコンピュータでの統合） 

 

Ｄ コンピュータの仕組みと働き （コンピュータにおける情報の表し方） 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

コンピュータ等にお

ける情報の表現 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

（小２ 算数） 

（小３ 算数） 

（小３ 算数） 

（小３ 算数） 

（小４ 算数） 

（中 理科１下・ 

選択） 

長さの単位 cm・mm・m 

長さの単位 km 

体積の単位 dl・l・ml 

重さの単位 g・kg（mg・t） 

面積の単位 cm

2

・m

2

・km

2

 

記憶媒体に記憶できる情報量の比較 

文字の表現  --- 該当なし 

音の表現 1 

2 

（中 理科１上） 

（中 理科１上） 

音の波形をオシロスコープで見る。 

音の大小は振幅、音の高低は振動数による。 

静止画像の表現 1 

2 

（小２ 算数） 

（中 理科１上・ 

発展） 

計算した答えが書かれたマスに色を塗ると模様が現れる。 

テレビの画面は光の３原色だけが出ている。 

動画の表現 1 （中 理科１下） 物体の運動を連続写真やストロボ写真で撮影し、動きを観察する。 

データ構造 1 （小３ 算数・ 

発展） 

札幌市の建物の場所を「北 1 西 5」のように表す。 

 

Ｅ コンピュータの仕組みと働き （コンピュータにおける情報の処理） 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

基本的なアルゴリズ

ム 

1 （中 技術家庭・ 

選択） 

プログラムの基本・プログラムの働きを知ろう 

 

例 物を落とすとき、落ち始めてから x 秒後に落ちる距離を y[m]とすると、およそ次のような関係がある。 

y=4.9x

2 

80m の高さから物を落とすとき、地面に着くまでにおよそ何秒かかりますか。 



 33 

探索のアルゴリズム  --- 該当なし 

整列のアルゴリズム  --- 該当なし 

ハードウェアの仕組

み 

1 （中 技術家庭） コンピュータのしくみと基本操作 

ソフトウェアの仕組

み 

1 （中 技術家庭） ソフトウェアの機能と情報の処理 

 

Ｇ－ア 情報通信ネットワークとコミュニケーション（情報通信ネットワークの仕組み）での 「情報通信ネットワークの仕組み」

の部分 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

通信プロトコル  --- 該当なし 

ネットワークの仕組

み 

1 

2 

 

3 

（中２ 国語） 

（中３ 国語） 

 

（中 技術家庭） 

インターネットの特徴と利用上の注意 

「インターネットと学習」インターネットとは世界中をつなぐネットワークどこで

も、いつでも、だれでも利用できる。 

ネットワークの仕組みを調べよう 

インターネットでの

通信の仕組み 

1 

2 

3 

（中 理科１上） 

（中 理科１上） 

（中 技術家庭） 

光ファイバーケーブル内を通る光は、全反射して進む。 

糸電話で音が糸の振動で伝わる。 

（参考）パケットの仕組み 

ネットワークの構成 1 （中 技術家庭） ネットワークの仕組みと利用について調べよう 

Ｇ－イ 情報通信ネットワークとコミュニケーション（情報通信ネットワークの仕組み）での 「セキュリティを確保するための工

夫」の部分 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

暗号 

 

 

1 

2 

3 

（小２ 算数） 

（小２ 算数） 

（中３ 数学） 

計算した答えが書かれたマスに色を塗ると模様が現れる。 

計算した答えに対応する文字を順に並べると言葉が現れる。 

素因数分解 

適切な管理・情報を

守る技術 

1 

 

2 

（中 公民） 

 

（中 公民） 

コンピュータが社会を変えた。個人情報を保護するためにはどのような取り

組みが実際に行われているか調べる。 

インターネットで利用できるサービスの例を挙げ便利さを述べている一方

で、不正、有害な情報、ウィルスの問題にも言及している。 

 

Ｈ－ア 情報通信ネットワークとコミュニケーション（情報通信の効率的な方法）での「情報伝達の速度や容量を表す単位に

ついて理解させるとともに」の部分 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

転送速度とデータ

量 

1 （中 理科１下・ 

選択） 

情報量の増大で電話回線、ADSL、光通信ケーブルの受信できる情報量

の比較（bps）。 

データの表現の工

夫・符号化の工夫と

データ量 

1 （小５ 社会） 今のテレビが使えなくなる？地上ディジタル放送のはじまり。 

 

Ｈ－イ 情報通信ネットワークとコミュニケーション（情報通信の効率的な方法）での  「情報通信を早く正確に行うための基

本的な考え方」の部分 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

通信プロトコル  --- 該当なし 

ディジタルデータの

圧縮 

 --- 該当なし 

情報通信の信頼性  --- 該当なし 
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Ｊ 問題のモデル化とコンピュータを活用した解決（モデル化とシミュレーション） 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

モデル化の方法 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

（小１ 算数） 

（小２ 算数） 

（小３ 算数） 

（小４ 算数） 

（小５ 算数） 

（小６ 算数） 

（中１ 数学） 

（中１ 数学） 

（中２ 数学） 

（中３ 数学） 

たし算・ひき算の文章題 

たし算・ひき算・かけ算の文章題 

かけ算・わり算の文章題 

かけ算・わり算・四則混合、小数のたし算・ひき算の文章題 

小数のかけ算・わり算、分数のたし算・ひき算、百分率の文章題 

公約数・公倍数、分数の四則計算 

方程式の利用 

比例、反比例の利用 

連立方程式の利用 

２次方程式の利用 

 

Ｋ 問題のモデル化とコンピュータを活用した解決 （情報の蓄積・管理とデータベースの活用） 

高校での指導項目  学年・教科 小中学校での指導項目または概略 

データベース 1 （中 技術家庭） 情報を検索してみよう。データベースソフトウエアの機能を知る。 

 

 

おわりに 

 今回の調査を通して、本論文では扱わなかったが、小学

校 3 年生以降ではほとんどの教科で｢情報活用の実践力｣

に関する内容が扱われていることがわかった。また、｢情報

社会に参画する態度｣につながる内容も多く扱われている。

｢情報活用の実践力｣について、単に実践力として扱われ

るだけではなく、｢情報の科学的な理解｣・｢情報社会に参

画する態度｣と結び付けられている。特に、国語・社会では

｢情報社会に参画する態度｣に、算数・数学・理科・技術家

庭では｢情報の科学的な理解｣に結び付けられたものが多

くあった。このように、各教科の内容と情報教育が結び付い

た内容が扱われており、生徒が小中学校で学習した内容

を知ることは高校での授業展開を行う上で有用である。本

論文では、小中学校の学習内容と高校の教科｢情報｣で学

習する｢情報の科学的な理解｣とのつながりを明らかにでき

た。学習指導要領の改訂が近づいているが、本論文は｢情

報Ａ｣・｢情報Ｂ｣・｢情報Ｃ｣といった科目ではなく、学習内容

ごとにまとめたので、概ね活用できるものと考えている。 
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中学校 

         国語    教育図書 

         社会    東京書籍 

         数学    東京書籍 

         理科    東京書籍 

         美術    開隆堂 

         技術家庭 開隆堂 

高等学校 

         情報Ａ・Ｂ・Ｃ 全社 
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【研究委員会】 

 

情報モラルに関するアンケート調査 

 

埼玉県高等学校情報教育研究会 研究委員会    

    
はじめに 

 今年で、5 年目を迎えた埼玉県高等学校研究委員会で

は、昨年度に引き続き、情報モラルに関するアンケートを作

成し、調査を行った。 

 その目的は、近年多くのトラブルの引き金になる携帯電

話（以下、ケータイ）やネットワークの利用に関して、生徒の

現状を把握し、今後の教育活動に活かしていくことである。

今年度は、アンケート回収に際し、NetCommons を利用し、

埼玉県立高校の生徒 2081 名から回答を得た。 

 

１．アンケートの内容について 

昨年度は、情報モラル一般、ケータイと家庭コンピュータ、

学校裏サイト・プロフについて、リアルとバーチャルについて

という 4 項目でアンケートを実施した。今年度は、リアルとバ

ーチャルの行動分析を深く追求すべく、それ以外の 3 つを

簡略化し、2 項目とした。また、昨年は性別を取らなかった

が、今年はより実態を見るために、性別を取っている。今年

度の質問項目は、以下の 5 つである。 

・ネットワークの利用状況について・・・ネットワークをどれだ

け利用しているか、を見るための質問を 8 項目用意した。 

・情報モラル一般について・・・昨年度同様、基本的な情報

モラルについての質問を 12 項目用意した。 

・ネットワーク上の規範意識について・・・日常の行動とネッ

トワーク上での行動を比較するために、ネットワーク上の行

動に関する９項目の質問を用意した。 

・日常生活上での規範意識について・・・日常の行動とネッ

トワーク上での行動を比較するために、日常の行動に関す

る 8 項目の質問を用意した。 

・日常生活上とネットワーク上の意識について・・・日常、ネ

ットワーク上でのルールやマナーの意識に関する質問を 4

項目用意した。 

 

２．アンケートの実施について 

昨年度に引き続き、研究委員会の幹事、理事、研究委

員の所属校 20 校にアンケートを依頼し、2081 件の回答が

得 られた 。今 回 のアンケー ト 回 答では 、大 半 がＮ

etCommons を使用して行われた。この件についても触れた

いが、ページ数の関係上、割愛させていただく。以下、アン

ケートの質問内容および回答の集計、その結果についてコ

メントを記述している。集計は、単純集計を基本とし、関連

しそうな質問事項については、クロス集計をして、その傾向

や特性を示した。表記は、基本的に％表記であるが、必要

に応じて、実人数も示す。 

男女の割合 

  合計 人数 

男 52% 1083 

女 48% 998 

総計 100% 2081 

 

３．アンケート分析 

（１）単純集計 

 男女別の表は、特に説明がない場合は「男の全」、「女の

全」、「全体の全」それぞれが 100%になるように集計してい

る。それぞれの実人数は上記の通りである。男女の比較に

ついては、その差が 10％以上あるときに、あきらかな有意

性を認めることにした。 

 

a ネットワークの利用状況について 

ここでは、「ネットワークの利用状況」に関する質問につ

いて集計した。 

概要 

今年度の調査では、昨年度と異なり、ケータイとコンピュ

ータを分けて調査していない。よって、昨年度との単純な比

較は一部を除き、行っていない。 

a-1 情報検索をするとき、主に利用している機器では男

女共にケータイが最も多く、男女合わせると約 7割を占めて

いた。コンピュータの使用については男子の方が約 12％多

い。その他の回答には、少ないながらも「ゲーム機」という回

答が目立った。 

a-2 ケータイやコンピュータなどの一日の利用時間では

男子は 2 時間以下が約 55％と多いが、女子は 3 時間以上

が約 70％で、5 時間以上という回答で 26％を超えている。 

a-3 一日のインターネット利用時間のインターネットの利

用では、１時間以下が全体の 50％以上を占めた。一方で、

5 時間以上という長時間の利用も総数の 5％以上いる。 

a-4 一日のメールの受発信数で昨年と比較すると、ほ

ぼ同じ傾向だが、全体的に受発信数が多い方に回答数が

増えている。 

a-5 ネットショッピングやネットオークションの経験も同様

に、あきらかに「ある」が増えている。全体では 60％を超えて

いる。 

a-6 掲示板やプロフなどへの書き込み頻度では女子が
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男子よりも 23％以上書き込みが多く、したことのない女子は

全体の 7％であった。 

a-7 プロフの利用度合いも a-6 と同じ傾向であり、女子

の利用頻度の高さが目立つ。 

a-8 ケータイやコンピュータなどの用途は昨年と同様「メ

ール」の使用が最も多い。続いては「通話」、「音楽」などが

よく利用されている。 

集計結果 

a-1 情報検索をするとき、主に利用している機器。 

表 1 情報検索に利用する機器 

  男 女 全体 

ア.ケータイ 63.9% 76.0% 69.7% 

イ.コンピュータ 35.2% 23.6% 29.6% 

ウ．その他 0.9% 0.4% 0.7% 

全 100% 100% 100% 

 

a-2 ケータイやコンピュータなどの一日の利用（操作してい

る、中の機能を利用している）時間。 

表 2 一日の利用時間 

  男 女 全体 

ア.～１時間 29.0% 12.2% 21.0% 

イ.～２時間 26.9% 19.1% 23.2% 

ウ．～３時間 16.7% 22.5% 19.5% 

エ．～４時間 9.2% 11.6% 10.4% 

オ．～５時間 4.6% 8.4% 6.4% 

カ．５時間～ 13.6% 26.1% 19.6% 

全 100% 100% 100% 

 

a-3 一日のインターネット利用(インターネットで検索をする、

音楽をダウンロードするなど)時間。 

表 3 インターネット利用時間 

  男 女 全体 

ア.～１時間 63.0% 47.8% 55.7% 

イ.～２時間 20.3% 24.4% 22.3% 

ウ．～３時間 8.2% 12.5% 10.3% 

エ．～４時間 2.7% 5.6% 4.1% 

オ．～５時間 1.5% 3.6% 2.5% 

カ．５時間～ 4.3% 6.0% 5.1% 

全 100% 100% 100% 

 

a-4 一日のメールの受発信数（送受信メールの総量）。 

表 4 一日のメール受発信数 

  男 女 全体 

ア.～１０ 56.0% 37.4% 47.0% 

イ.～５０ 28.4% 42.2% 35.0% 

ウ．～１００ 10.2% 11.9% 11.0% 

エ．１００～ 5.4% 8.5% 6.9% 

全 100% 100% 100% 

 

a-5 ネットショッピングやネットオークションの経験（有料サイ

トへの接続、音楽のダウンロードなども含む）。 

表 5 ネットショッピング等の経験の有無 

  男 女 全体 

ア.ある 59.1% 61.6% 60.3% 

イ.ない 40.9% 38.4% 39.7% 

全 100% 100% 100% 

 

a-6 掲示板やプロフなどへの書き込み頻度。 

表 6 掲示板等への書き込み頻度 

  男 女 全体 

ア.したことがない 37.6% 14.7% 26.6% 

イ.何回かしたことがある 41.5% 44.0% 42.7% 

ウ．よくしている 21.0% 41.3% 30.7% 

全 100% 100% 100% 

 

a-7 プロフの利用度合い。 

表 7 プロフの利用度合い 

  男 女 全体 

ア.自分のプロフを持っている 28.3% 56.7% 42.0% 

イ.持っていないが、よく見る（知ら

ない人のも見る） 

11.4% 12.4% 11.9% 

ウ．友人のプロフを見ているだけ 22.9% 19.8% 21.4% 

エ．利用したことがない 37.4% 11.0% 24.7% 

全 100% 100% 100% 

 

a-8 ケータイやコンピュータなどの用途上位 3 つ。 

表 8 ケータイやコンピュータの用途 

1 位 2 位 3 位 

  男 女 男 女 男 女 

ア.通話する 7.9% 5.7% 19.6% 21.8% 20.5% 19.6% 

イ.メールをする 48.8% 62.5% 24.6% 18.4% 11.7% 11.6% 

ウ．掲示板やチャ

ットプロフなどへ書

き込む 

2.2% 4.3% 4.7% 11.7% 4.5% 13.5% 

エ．掲示板やチャ

ットプロフなどへの

書き込みを見る 

3.3% 6.8% 7.7% 14.4% 7.2% 13.1% 

オ．情報検索する 16.4% 7.3% 13.4% 11.1% 18.9% 11.0% 

カ．ゲームをする 6.5% 0.9% 9.2% 2.4% 12.8% 2.7% 

キ．音楽を聴く 12.7% 9.3% 19.8% 19.1% 20.2% 24.7% 

ク．その他 2.0% 3.1% 1.1% 0.9% 4.1% 3.6% 

全 100% 100% 100% 100% 100% 100% 
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b 情報モラル一般について 

ここでは、「情報モラル一般」に関する質問について集計

した。 

概要 

b-1 パスワードの管理に関する集計結果から、男子のほ

うが女子より、他人にパスワードを尋ねたことがない生徒が

10％以上少なく、知らせたことがない生徒が 10％以上多か

った。男子の方が管理ができてる割合が大きい。 

b-4 ネットショッピングの利用からは、保護者の承諾なし

にネット上での売買が全体の 20％以上で行われていること

がわかった。 

b-6 個人情報の管理では、住所・電話番号の書き込み

は全体の 5％未満と少ない反面、本人を特定しやすい氏

名や学校名は 30％以上あった。 

b-7 のケータイの使用マナーについては、分かっていな

がら全体の 30％以上がマナーを守っていない。 

b-11 ケータイの利用について保護者との約束事で「あ

る」という回答は全体の約 20％であった。その内訳が b-12

である。「料金」に関する約束事が一番多かった。使用の制

限の中には「食事中の使用禁止」や「有料コンテンツは親

に許可を得てから」などもあった。 

 

集計結果 

b-1 他人にパスワードを尋ねたり、自分のパスワードを他

人に知らせたことがある。 

表 9 パスワードの管理 

  男 女 全体 

ア.ある 18.1% 30.5% 24.0% 

イ.ない 81.9% 69.5% 76.0% 

全 100% 100% 100% 

 

b-2 知らない人からのメールに返信したことがある。 

表 10 知らない人への返信 

  男 女 全体 

ア.ある 20.5% 25.1% 22.7% 

イ.ない 79.5% 74.9% 77.3% 

全 100% 100% 100% 

 

b-3 チェーンメールを止めずに流してしまったことがある。 

表 11 チェーンメールの扱い 

  男 女 全体 

ア.ある 33.5% 42.8% 38.0% 

イ.ない 66.5% 57.2% 62.0% 

全 100% 100% 100% 

 

 

 

b-4 ネットショッピングやネットオークション、ネットゲームの

アイテム購入などを保護者の承諾なしに利用したことがあ

る。 

表 12 承諾なしでのネットショッピング等の利用経験 

  男 女 全体 

ア.ある 24.4% 17.3% 21.0% 

イ.ない 75.6% 82.7% 79.0% 

全 100% 100% 100% 

 

b-5 他人が撮った写真や書いた文章などを自分の物のよ

うに発信したことがある。 

表 13 他人の著作物の扱い 

  男 女 全体 

ア.ある 15.0% 8.4% 11.8% 

イ.ない 85.0% 91.6% 88.2% 

全 100% 100% 100% 

 

b-6 自分や知人の個人情報のうち、チャットや掲示板、ブ

ログ、プロフ、ＳＮＳ等に書き込んだことがあるものを下記の

中から選び、全てにチェックしてください。 

表 14 公開してしまった個人情報 

  男 女 全体 

ア．氏名 23.8% 49.4% 36.1% 

イ．年齢 36.5% 58.4% 47.0% 

ウ．性別 41.9% 67.3% 54.1% 

エ．住所 3.9% 6.1% 4.9% 

オ．電話番号 2.9% 2.3% 2.6% 

カ．メールアドレス 10.1% 10.2% 10.1% 

キ．顔写真 9.8% 35.3% 22.0% 

ク．最寄り駅 5.7% 14.3% 9.9% 

ケ．学校名 24.2% 42.5% 33.0% 

コ．学年クラス 18.7% 43.9% 30.8% 

サ．部活動 29.1% 38.4% 33.5% 

シ．書き込んだことがない 48.2% 20.9% 35.1% 

 

b-7 ケータイを使用してはならない場所や時間を守ってい

ますか。 

表 15 ケータイの利用マナーについて 

  男 女 全体 

ア.はい 68.6% 65.7% 67.2% 

イ.いいえ 31.4% 34.3% 32.8% 

全 100% 100% 100% 

 

b-8 勝手に他人を撮影したことがありますか（端にたまたま

写っているような場合は除く）。 
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表 16 肖像権について 

  男 女 全体 

ア.はい 42.0% 37.5% 39.8% 

イ.いいえ 58.0% 62.5% 60.2% 

全 100% 100% 100% 

 

b-9 掲示板への投稿内容は、インターネット世界では、ど

のくらい残ると思いますか。 

表 17 ネットワークに関する理解 

  男 女 全体 

ア.１ヶ月 10.2% 10.7% 10.5% 

イ.１年 17.1% 19.2% 18.1% 

ウ．１０年 7.5% 7.1% 7.3% 

エ．ずっと 65.2% 62.9% 64.1% 

全 100% 100% 100% 

 

b-10 あなたが発信した書き込みや投稿を見るのは誰だと

思いますか。 

表 18 ネットワークに関する理解 2 

  男 女 全体 

ア.あなたの友人だけ 3.3% 3.8% 3.6% 

イ.その他の人も見る 96.7% 96.2% 96.4% 

全 100% 100% 100% 

 

b-11 ケータイの利用について、保護者との約束事があり

ますか。 

表 19 ケータイ利用に関しての約束の有無 

  男 女 全体 

ア.ある 18.5% 21.3% 19.8% 

イ.ない 81.5% 78.7% 80.2% 

全 100% 100% 100% 

 

b-12 b-11 で「ある」と選択した人は、具体的に書いてくだ

さい。 

表 20 ケータイ利用に関しての約束事 

料金のこと 43.4% 

閲覧制限 22.3% 

使用時間帯 7.3% 

使用の制限 27.0% 

全 100% 

 

c ネットワーク上の規範意識について 

 以下の c、d、e では、ネットワークと日常のモラル行動につ

いて、分析する。ｃは、ネットワーク上での規範意識を問うも

のである。 

 

概要 

ここでは、以降の質問作成の目的および結果の概要に

ついて触れておく。 

このアンケートの主な目的は、ネットワークと日常の行動

を比較調査することである。人間の悪しき行動の抑制力を

上から並べてみると、法律、ルール、マナーがあると考える。

この 3 つの段階での意識の差を見るための質問を用意し、

ネットの場合と日常の場合での違いを比較した。比較の結

果は、後のクラス集計をご覧いただきたい。このｃでは、ネッ

トワークに関する質問を並べている。 

社会の決まりごとの中で最も強い強制力を持つものは法

律である。万引きや未成年者の喫煙などは厳しく罰せられ

る。ネットワーク上の法律に関しては、質問 c-1「掲示板や

プロフなどに歌詞を一部でも書き込むと、著作権を侵害し

たとして罰せられる場合がありますが、書き込んだことがあり

ますか。」を用意した。 

罰則を伴う強制力が強いルールが法律であるが、罰則

が必ずしも伴わないルールに関して考えてみる。ネットワー

ク上のルールに関しては、質問 c-4「掲示板やプロフの利

用規定を守って利用していますか。」を用意した。 

マナーとは礼儀作法などを含み、他者への気遣いを形

式化したものである。法律やその他のルールとは異なり、一

般的に罰則がなく、励行される行為を指す。ネットワーク上

のマナーに関しては、質問 c-5「掲示板やプロフなどに悪

口や事実と異なること、誰かへの誹謗中傷などを書き込ん

だことがありますか。またその理由を教えてください。」を用

意した。 

各質問項目で、理由として「その他」の回答の割合が多

いが、既に回答群に用意してある項目を理由に挙げてい

たり、社会やルールに対する不満から自分を正当化する身

勝手な意見が多かった。 

 

集計結果 

c-1 掲示板やプロフなどに歌詞を一部でも書き込むと、著

作権を侵害したとして罰せられる場合がありますが、書き込

んだことがありますか。 

表 21 歌詞の書き込み 

  男 女 全体 

ア．著作権の問題があると知っていた

が、歌詞を書き込んだことがある 

5.8% 10.1% 7.9% 

イ．著作権の問題があると知らなかっ

たので、歌詞を書き込んだことがある 

10.0% 31.6% 20.3% 

ウ．著作権の問題があると知っていた

ので、歌詞を書き込んだことがない 

36.7% 22.0% 29.6% 

エ．著作権の問題があると知らなかっ

たが、歌詞を書き込んだことがない 

47.6% 36.3% 42.1% 

全 100% 100% 100% 
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c-2 質問 c-1 で、「書き込んだことがある」と選んだ人は、

次の質問に答えてください。 

表 22 歌詞の書き込み理由 

  男 女 全体 

ア.たいして悪いことではないと思ったか

ら 

9.8% 20.4% 14.9% 

イ．親しい人以外には見られないと思っ

たから 

0.6% 3.5% 2.0% 

ウ．自分が書いたものだと親しい人以

外にはわからないと思ったから 

0.5% 1.7% 1.1% 

エ．自分が書いたものだとわかっても、

訴えられたり、逮捕されたりしないと思っ

たから 

2.5% 8.3% 5.3% 

オ．自分が書いたものだと知られ、訴え

られたり、逮捕されたりしても構わないと

思ったから 

0.5% 0.3% 0.4% 

カ．その他 2.0% 7.4% 4.6% 

全 15.7% 41.7% 28.2% 

 

c-3 質問 c-2 で、「その他」を選択した人は、具体的な理

由を回答してください。 

「歌詞が好きだったから」や「みんなに知って欲しかった

から」、「一部分だけなので問題ないと思ったから」などがあ

った。 

 

c-4 掲示板やプロフの利用規定を守って利用しています

か。 

表 23 利用規定を守っているか 

  男 女 全体 

ア．利用規定を読んで守っている 34.9% 48.8% 41.6% 

イ．利用規定を読んだが、守っていない

こともある 

6.4% 5.0% 5.7% 

ウ．利用規定を読んだことがないので、

知らない 

30.6% 33.5% 32.0% 

エ．掲示板やプロフを利用したことがな

い 

28.2% 12.7% 20.8% 

全 100% 100% 100% 

 

c-5 掲示板やプロフなどに悪口や事実と異なること、誹謗

中傷などを書き込んだことがあるか。またその理由は。 

表 24 誹謗中傷などの書き込み経験 

  男 女 全体 

ア．たいして悪いことではないと思った

から、ある 

6.2% 4.1% 5.2% 

イ．親しい人以外には見られないと思

ったから、ある 

1.2% 2.1% 1.6% 

ウ．親しい人以外には、自分が書いた 1.8% 2.6% 2.2% 

ものだとわからないと思ったから、ある 

エ．自分が書いたものだとわかっても、

誰にも非難されないと思ったから、ある 

1.9% 2.3% 2.1% 

オ．自分が書いたものだと知られ、誰

かに非難されても構わないと思ったか

ら、ある 

2.0% 2.2% 2.1% 

カ．当然してはいけないことと考えてい

るので、悪口などを書き込もうと思った

ことはない 

66.1

% 

64.6

% 

65.4

% 

キ．書き込みたいと思ったが、自分だと

わかると困ったことになると思ったので

ない 

14.6

% 

16.8

% 

15.7

% 

ク．その他 6.1% 5.2% 5.7% 

全 100% 100% 100% 

 

c-6 質問 c-5 で「その他」を選択した人は、その具体的な

理由を記入してください。 

「くだらない、興味がない」や「パスワードを設定している」、

「書かれたので、書き返した」などがあった。 

 

c-7 喫煙や自動二輪免許の取得など法律違反や校則違

反したことを掲示板やプロフなどに書き込んだことはありま

すか。またその理由を教えてください。 

表 25 法律、校則違反のプロフへの書き込み経験 

  男 女 全体 

ア.たいして悪いことを書き込むわけで

はないと思ったから、ある 

4.5% 4.6% 4.6% 

イ.親しい人以外には見られないと思

ったから、ある 

1.0% 1.0% 1.0% 

ウ.親しい人以外には、自分が書いた

ものだとわからないと思ったから、ある 

1.1% 1.2% 1.2% 

エ.自分が書いたものだとわかっても、

罰せられないと思ったから、ある 

0.9% 2.0% 1.4% 

オ.自分が書いたものだと知られ、罰

せられても構わないと思ったから、ある 

0.7% 0.1% 0.4% 

カ.ない 90.8% 90.2% 90.5% 

キ.その他 0.9% 0.9% 0.9% 

全 100% 100% 100% 

 

c-8 質問 c-7 で「その他」を選択した人は、その具体的な

理由を記入してください。 

「そもそも違反行為はしていない」など 

 

c-9 電子メールを送るとき、相手（例えば先生や目上の

人）によって、ふさわしい表現内容かどうか考えています

か。 
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表 26 電子メールでの表現 

  男 女 全体 

ア.誤解されるような表現がない

かなど、考えて送っている 

70.3% 83.2% 76.5% 

イ.考えないで送っている 10.0% 6.8% 8.5% 

ウ.そのような相手にメールを送

ったことがない 

19.8% 10.0% 15.1% 

全 100% 100% 100% 

 

d 日常の規範意識について 

ここは、日常での規範意識を問うものである。 

概要 

日常生活の法律に関しては、質問 d-10「道路交通法で

自転車の傘さし運転は禁止されていますが、３カ月以内に

傘さし運転をしたことがありますか。」を用意した。約 60%の

生徒が「法律違反であることを知っていて、傘さし運転を行

っている」と答えている。そのうち約 60%がたいして悪いこと

だとは考えていなかったことを理由として挙げている。 

生徒にとって最も身近な日常生活上のルールは校則で

ある。日常生活のルールに関しては、質問 d-13「授業中に

漫画を読んだり、勝手にケータイを使用したことがあります

か。また、その理由はなんですか。」を用意した。約 50%の

生徒があると答えているが、その内、理由として「イ．教師に

見つからないと思ったから」を挙げた生徒は約 60%である。

また、ないと答えた生徒の約半数は「オ．教師に見つかっ

て、注意されるのが嫌なので」を理由に挙げていて、教師

の注意が生徒に大きく影響を与えていることが窺える。 

日常生活のマナーに関しては、質問 d-15「高校生にな

って、公共の場でごみや空き缶をゴミ箱やゴミ捨て場以外

に捨てたことがありますか。また、その理由はなんですか。」

を用意した。 

 

集計結果 

d-1 道路交通法で自転車の傘さし運転は禁止されていま

すが、３カ月以内に傘さし運転をしたことがありますか。 

表 27 自転車傘さし運転の経験 

  男 女 全体 

ア.法律違反になると知っていたが、

傘さし運転をしたことがある 

62.6% 58.1% 60.5% 

イ.法律違反になると知らなかったの

で、傘さし運転をしたことがある 

10.5% 10.8% 10.7% 

ウ .法律違反になると知っていたの

で、傘さし運転をしたことがない 

20.8% 22.8% 21.8% 

エ .法律違反になると知らなかった

が、傘さし運転をしたことがない 

6.1% 8.2% 7.1% 

全 100% 100% 100% 

 

d-2 質問 d-1で、「傘さし運転をしたことがある」と選んだ人

は、質問に答えてください。 

表 28 傘さし運転をした理由 

  男 女 全体 

ア.たいして悪いことではないと思った

から 

40.6% 31.6% 36.3% 

イ.警察官に見つからないと思ったから 7.8% 8.5% 8.2% 

ウ.警察官に見つかっても、注意される

だけだと思ったから 

10.3% 15.7% 12.9% 

エ.警察官に見つかって、罰金を支払

うことになっても構わないと思ったから 

1.5% 0.4% 1.0% 

オ.その他 12.8% 12.7% 12.8% 

全 73.1% 68.9% 71.1% 

 

d-3 質問 d-2 で、「その他」を選択した人は、その具体的

な理由を記入してください。 

「雨が降っていたから」や「カッパを着たくないから」、「カ

ッパは前が見え辛く危ない」、「大人もやっているから」、「警

察官に見つかっても何も言われなかったから」「違反だと知

らなかったから」など 

 

d-4 授業中に漫画を読んだり、勝手にケータイを使用した

ことがありますか。また、その理由はなんですか。 

表 29 授業中の漫画やケータイ利用について 

  男 女 全体 

ア.たいして悪いことではないと思ったか

ら、ある 

15.0% 11.6% 13.4% 

イ.教師に見つからないと思ったから、あ

る 

26.2% 35.7% 30.8% 

ウ.教師に見つかっても、注意されるだけ

だと思ったから 

5.4% 8.1% 6.7% 

エ.当然してはいけないことと考えている

ので、漫画を読んだり、ケータイを使用し

たことは、ない 

28.2% 18.1% 23.4% 

オ.教師に見つかって、注意されるのが

嫌なのでない 

21.0% 22.9% 21.9% 

カ.その他 4.3% 3.5% 3.9% 

全 100% 100% 100% 

 

d-5 質問 d-4 で、「その他」を選択した人は、その具体的

な理由を記入してください。 

「授業がつまらない、退屈」や「緊急だったため」、「授業

についていけなくなるので見たことはない」、「辞書として使

用した」などがあった。 
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d-6 高校生になって、公共の場でごみや空き缶をゴミ箱以

外に捨てたことがありますか。また、その理由はなんです

か。 

表 30 公共の場でのポイ捨て 

  男 女 全体 

ア.たいして悪いことではないと

思ったから、ある 

13.5% 7.9% 10.8% 

イ.誰にも見つからないと思った

から、ある 

17.5% 11.6% 14.7% 

ウ .誰かに見つかっても注意さ

れないと思ったから、ある 

7.1% 6.7% 6.9% 

エ.誰かに注意されても構わな

いと思ったから、ある 

3.7% 2.8% 3.3% 

オ.ない 55.6% 69.1% 62.1% 

カ.その他 2.6% 1.8% 2.2% 

全 100% 100% 100% 

 

d-7 質問 d-6 で、「その他」を選択した人は、その具体的

な理由を記入してください。 

「めんどくさいから」や「近くにゴミ箱がなかったから」、「無

意識に捨てていた」など 

 

d-8 学校で先生や目上の方に出会ったら、あいさつをして

いますか。 

表 31 日常生活での目上の方へのあいさつ 

  男 女 全体 

ア.ほとんどの場合、あいさつする 75.1% 67.5% 71.5% 

イ.相手からあいさつしてきたときだ

け、あいさつする 

16.1% 21.5% 18.7% 

ウ.ほとんどの場合、あいさつしない 8.9% 10.9% 9.9% 

全 100% 100% 100% 

 

e 日常生活上とネットワーク上の意識について 

ここは、日常とネットワーク上の意識の相違を問うもので

ある。 

概要 

質問 e-3 で、日常生活上のモラルとネットワーク上のモラ

ルは関係性があると 80％以上が回答している。また、質問

e-4 で直接的な言葉より間接的な言葉の方が傷つくと約

50%が回答している。高校生の中でネットワークの世界の比

重が高くなり、現実世界に対しても大きな影響を与えている

ことが分かる。 

 

集計結果 

e-1 今までの質問に出てきたような社会のルールやマナ

ーを守れていないことがあなたにあるならば、どうすれば守

れるようになりますか。 

表 32 どうすればルール･マナーを守れるか 

  男 女 全体 

ア.もともと社会のルールやマナーを

守っている 

35.5% 26.6% 31.2% 

イ.ルールやマナーを知っていれば

きちんと守れるので、もっと家庭や学

校で教えてほしい 

21.9% 29.1% 25.3% 

ウ.ルールやマナー違反をしたとき、

必ず注意されるようなら守れるように

なる 

22.9% 25.2% 24.0% 

エ.ルールやマナー違反をしたとき、

罰則が必ず適用されるなら守れるよ

うになる 

14.1% 14.5% 14.3% 

オ.その他 5.6% 4.7% 5.2% 

全 100% 100% 100% 

 

e-2 質問 e-1で、「その他」を選択した人は、その具体的な

理由を記入してください。 

「大人が守るようになれば守れる」や「自分で意識をする

ようになれば守れる」、「しっかりとした理由があれば守る」

「自分の中のルールは守っているので問題ない」 

 

e-3 あなたは自分で、「実際の生活上での正しい行動や、

ルールを守ること」と、「ケータイやコンピュータなどのネット

ワーク上での情報モラルを守ること」は、関係性があると思

いますか。 

表 33 実生活とネットワーク上での行動の関連性 

  男 女 全体 

ア.ある 81.4% 83.7% 82.5% 

イ.ない 18.6% 16.3% 17.5% 

全 100% 100% 100% 

 

e-4 面と向かって、直接伝わる言葉と掲示板等で間接的

に伝わる言葉、どちらが傷つくと思いますか。 

表 34 直接的な言葉と間接的な言葉 

  男 女 全体 

ア.直接的な言葉 16.8% 10.0% 13.6% 

イ.間接的な言葉 46.8% 50.3% 48.5% 

ウ.変わらない 36.4% 39.7% 38.0% 

全 100% 100% 100% 

 

（２）日常とネットワークでの規範意識に関するクロス集計 

ここでは、先の c,d,eのクロス集計から、日常の行動とネッ

トワーク上での行動について考察する。なお、クロス集計表

の列数が多く、見やすくするため「%」は省略する。また、クロ

ス集計の有意性については、比率の検定を用いて、仮説

の検証を行っている。 
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a 法律に関する関係 

ｃ-1「掲示板やプロフなどに歌詞を書き込んだことがある

か」と d-1「法律違反になると知っていたが、傘さし運転をし

たことがあるか」のクロス集計を表 35 とする。 

表 35 c-1 と d-1 に関してのクロス集計 

  d-1 

ｃ-1 

ア イ ウ エ 合計 

ア 5.6 13.9 16.9 24.0 60.5 

イ 0.5 2.5 2.2 5.4 10.7 

ウ 1.2 2.5 8.8 9.2 21.8 

エ 0.5 1.4 1.7 3.5 7.1 

合計 7.9 20.3 29.6 42.1 100.0 

 

表 36 にｃ-1 でアと回答した生徒を抽出し、全体と比較し

た。アと回答したのは、全体の 60.5%である。この 60.5％の

回答内訳を見たところ、d-1でアと回答している生徒は 9.3%

であり、質問 c-1「ア」の全体 7.9%と比べてやや多い（表 36）。

検定の結果、n=1258,有意水準 5％以上の条件ならば、 

9.1％以上で有意

1

となる。 

よって、歌詞の書き込みをした事のある生徒の方が、それ

以外の生徒に比べて、傘さし運転を行う比率が高いといえ

る。  

表 36 c-1 における回答アの抽出と全体比較 

 ア イ ウ エ 合計 

ア 9.3 23.1 28.0 39.7 100.0 

全体 7.9 20.3 29.6 42.1 100.0 

 

一方、歌詞の書き込みもしたことがないと回答したウは全

体で 21.8%いたが、その中で、d-1 でもウと回答した生徒、

すなわち傘さし運転もしたことがないという生徒は 40.6%に

あたり、質問 c-1「ウ」の全体 29.6%に比べて多いことがわか

る（有意条件 33.1％以上,n=453）。 

よって、日常生活でもネットワーク上でも法律を守る生徒

は守り、守らない生徒は守らない傾向があると言える。 

表 37  c-1 における回答ウの抽出と全体比較 

 ア イ ウ エ 合計 

ウ 5.7 11.3 40.6 42.4 100.0 

全体 7.9 20.3 29.6 42.1 100.0 

 

 ここで、質問 d-1、質問 c-1 の両方で「ア．法律違反にな

ると知っていたがある」と答えた生徒のみを抽出し（両方ア

                                                           
1

総計の比率を母集団と考えて、p0=7.9％とし、アの比率ｐ１が

母比率 p0 の値よりも大きいかどうかの検定を考察。帰無仮説は 

ｐ1=ｐ0、 対立仮説は p1>p0 とし、有意水準は 5％で検定する。

（以下同様） 

ｐ1>p0＋1.645＊Root（p0＊(1-p0)/ｎ） 

と答えた生徒は全体の 5.6%、質問 d-2、質問 c-2 でどのよ

うな理由を回答したか、全体と比較する。質問 d-２に関して

「ウ．警察官に見つかっても、注意されるだけだと思ったか

ら」と回答した生徒は、全体と比較して 18.2%から 27.4%に増

えている(有意条件 24.1％以上、n=117)。 

実害がなければ構わないといった、かなり開き直った態

度と考えられる。が、実際に警察官が傘さし運転を見つけ

ても全て注意できるわけではないことも含んだ回答と考えら

れる。 

表 38 c-1,d-1 で共にアと回答した生徒の d-2 の回答 

 ア イ ウ エ オ 合計 

両方

ア 

46.2 7.7 27.4 1.7 17.1 100.0 

全体 51.0 11.5 18.2 1.4 18.0 100.0 

 

 著作権の問題に関して、「イ．親しい人以外には見られな

いと思ったから」と回答した生徒は、全体と比較して 7.0%か

ら 10.3%に増えている(有意条件 10.9％以上、n=117)。 

検定的には、有意とは言えないが、親しい人以外には見

られないと思い込んでいる生徒とパスワードをかけている生

徒の割合が増えたと思われる。 

表 39 c-1,d-1 で共にアと回答した生徒の c-2 の回答 

 ア イ ウ エ オ カ 合計 

両方

ア 

50.0 10.3 5.2 13.8 0.9 19.8 100.0 

全体 52.8 7.0 3.7 18.7 1.4 16.4 100.0 

 

b ルールに関する関係 

行を質問 d-4 の回答、列を質問 c-4 の回答としてクロス

集計する。 

表 40 d－4 と c－4 のクロス集計 

 c-4 

d-4 

ア イ ウ エ 合計 

ア 4.3 0.9 6.4 1.7 13.4 

イ 14.0 1.9 11.3 3.6 30.8 

ウ 2.7 0.8 2.5 0.6 6.7 

エ 9.6 0.7 4.2 8.9 23.4 

オ 9.7 1.2 5.8 5.1 21.9 

カ 1.2 0.2 1.6 0.8 3.9 

合計 41.6 5.7 32.0 20.8 100.0 

 

表 41で、d－4でア．「大して悪いことではないと思ったか

らある。」と回答した生徒と全体との比較をしている。その中

で、質問ｃ-4 で「ア．利用規定を読んで守っている」と回答

した生徒は 32.4%であり、質問 c-4「ア」の全体の 41.6%と比

べて少なくなっている(有意条件 33.0％以下，n=81)。逆に、

質問 c-4 で「ウ．利用規定を読んだことがないので、知らな
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い」と回答した生徒は、全体と比較して 32.0%から 47.8%に

増えている(有意条件 40.1％以上, n=81)。 

よって、これは、日常生活でルールを守る生徒は、ネット

上でも守り、日常のルールに関心がない生徒は、ネットワー

ク上でもルールに関心がないと言える。 

表 41 表 40 アの抽出と全体比較 

 ア イ ウ エ 合計 

ア 32.4 6.8 47.8 12.9 100.0 

全体 41.6 5.7 32.0 20.8 100.0 

 

質問 d-4 で「ウ．教師に見つかっても、注意されるだけだ

と思ったから」と回答した生徒の内、質問 c-4 で「イ．利用

規定を読んだが、守っていないこともある」と回答した生徒

を、表 42 に示した。全体と比較して 5.7%から 11.5%に増え

ている（有意条件 8.9％以上 ,n=139）。教師の注意だけで

はルールが守れない生徒は、ネットワーク上でも自分の欲

求に従って行動していると言える。 

表 42 表 40 ウの抽出と全体比較 

 ア イ ウ エ 合計 

ウ 41.0 11.5 38.1 9.4 100.0 

全体 41.6 5.7 32.0 20.8 100.0 

 

c マナーに関する関係 

行を質問 d-6 の回答、列を質問 c-5 の回答としてクロス

集計して表 43 とする。 

表 43 d－6 と c－5 のクロス集計 

 c-5 

d-6 

ア イ ウ エ オ カ キ ク 計 

ア 2.4 0.1 0.4 0.3 0.3 4.0 2.5 0.8 10.8 

イ 0.7 0.4 0.6 0.7 0.4 8.3 2.9 0.7 14.7 

ウ 0.5 0.1 0.2 0.4 0.4 3.4 1.3 0.5 6.9 

エ 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 2.1 0.6 0.1 3.3 

オ 1.4 0.7 0.9 0.5 0.9 46.8 8.0 2.9 62.1 

カ 0.1 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.4 0.7 2.2 

計 5.2 1.6 2.2 2.1 2.1 65.4 15.7 5.7 100.0 

 

表 44 に、d-6 で「ア．たいして悪いことではないと思った

から、ある」と回答した 10.8％を全体と比較を示した。 

質問 c-5 で「ア．たいして悪いことではないと思ったから、

ある」と回答したもは、22.2%おり、全体の 5.2%と比べて多く

なっている（有意条件 10.4％以上，n=225）。逆に、質問

3-5 で「カ．当然してはいけないことと考えているので、悪口

などを書き込もうと思ったことは、ない」と回答した生徒は、

全体と比較して 65.4%から 37.3%に減っている（有意条件

54.3％以下，n=225）。 

日常生活でマナーの悪い生徒は、ネットワーク上でもマ

ナーに関して深く考えていないと言える。 

表 44 アについての抽出 

 ア イ ウ エ オ カ キ ク 計 

ア 22.2 1.3 3.6 3.1 2.7 37.3 22.7 7.1 100.0 

全 5.2 1.6 2.2 2.1 2.1 65.4 15.7 5.7 100.0 

 

質問 d-6で、ア以外でごみを捨てたことがあるイ～エを回

答した生徒は、質問 c-5 で同じような回答のイ～オを回答

した割合が増えている（表 45）。ただし、各項目間の関係で

はっきりとした特徴は見られなかった。 

表 45 表 43 からイ～エについての抽出 

 ア イ ウ エ オ カ キ ク 計 

イ 4.6 2.9 4.2 4.6 2.6 56.5 19.9 4.6 100.0 

ウ 6.9 2.1 2.8 6.3 6.3 49.3 19.4 6.9 100.0 

エ 2.9 4.4 4.4 2.9 1.5 63.2 17.6 2.9 100.0 

全 5.2 1.6 2.2 2.1 2.1 65.4 15.7 5.7 100.0 

 

また、質問 d-6 で「オ．ない」と回答した生徒の内、質問

c-5 で「カ．当然してはいけないことと考えているので、悪口

などを書き込もうと思ったことは、ない」と回答した生徒は、

全体と比較して 65.4%から 75.3%に増えている（有意条件

67.5％以上，n=1292）。日常生活でマナーの良い生徒は、

ネットワーク上でもマナーが良いと言える。 

表 46 表 43 のオの抽出と全体比較 

 ア イ ウ エ オ カ キ ク 計 

オ 2.2 1.2 1.4 0.9 1.5 75.3 12.8 4.7 100.0 

全 5.2 1.6 2.2 2.1 2.1 65.4 15.7 5.7 100.0 

 

表 47に、良いマナーに関して、質問 d-8「学校で先生や

目上の方に出会ったら、あいさつをしていますか。」と質問

c-9「電子メールを送るとき、相手（例えば先生や目上の

人）によって、ふさわしい表現内容かどうか考えています

か。」のクロス集計を示した。 

表 47 d-8,c-9 のクロス集計 

 c-9 

d-8 

ア イ ウ 合計 

ア 57.3 4.7 9.5 71.5 

イ 13.2 2.3 3.2 18.7 

ウ 6.0 1.5 2.4 9.9 

合計 76.5 8.5 15.1 100.0 

 

日常の良いマナーがある生徒はネットワーク上でどうか。

日常のマナーがない生徒は、ネットワーク上ではどうか、全

体とを比較してみるため、表 48、表 49 を用意した。質問

d-8 で「ア」と回答した生徒は 80.2%にあたり、質問 c-9「ア」

の全体の 76.5%と比べて多くなっている（有意条件 78.3%以

上，n=1488）。また、「イ．考えないで送っている」と回答した

生徒は、全体と比較して 8.5%から 6.5%に減っている（有意
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条件 7.3%以下，n=1488）。 

反対に質問 d-8で「ウ．ほとんどの場合、あいさつしない」

と回答した生徒のネットワーク上での良いマナーは、76.5％

から 60.5％に減少した（有意条件 71.6%以下）。悪いマナー

は 8.5％から 15.6％へ増加した（有意条件 11.7%以上，

n=1488）。 

 よって、日常的に良いマナーがある生徒は、ネットワーク

上でも他人への配慮ある言動があり、良いマナーがない生

徒は、配慮がないといえる。 

 

表 48 表 47 ア、ウの抽出と全体比較 

   ア イ ウ 合計 

ア 80.2 6.5 13.3 100.0 

全体 76.5 8.5 15.1 100.0 

 

表 49 表 47 ウの抽出と全体比較 

   ア イ ウ 合計 

ウ 60.5 15.6 23.9 100.0 

全体 76.5 8.5 15.1 100.0 

 

d 書き込みに関する考え方 

掲示板やプロフなどへの書き込みはどのような考えで行

われているのかを調査するため、質問 c-7「喫煙や自動二

輪免許の取得など法律違反や校則違反したことを掲示板

やプロフなどに書き込んだことはありますか。またその理由

を教えてください。」を用意した。マナーに関する関係のとこ

ろでも利用した質問ｃ-5 とクロス集計する（表 50）。 

表 50 c－5 と c－7 に関するクロス集計 

c-7 

c-5 

ア イ ウ エ オ カ キ 計 

ア 1.6 0.1 0.1 0.0 0.0 3.1 0.1 5.2 

イ 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0 1.2 0.0 1.6 

ウ 0.1 0.0 0.1 0.2 0.0 1.7 0.0 2.2 

エ 0.1 0.1 0.0 0.1 0.1 1.6 0.0 2.1 

オ 0.2 0.0 0.1 0.2 0.1 1.5 0.0 2.1 

カ 1.2 0.5 0.3 0.5 0.1 62.6 0.2 65.4 

キ 1.1 0.1 0.1 0.2 0.1 13.8 0.1 15.7 

ク 0.2 0.0 0.1 0.1 0.0 4.9 0.4 5.7 

計 4.6 1.0 1.2 1.4 0.4 90.5 0.9 100.0 

 

質問 c-5で「ア．悪口などを書き込んだことがある」と回答

した生徒は全体の 5.2%である。表 51 のとおり、この 5.2%の

質問 c-7「ア・大して悪いことではないと思ったからある」で

の回答を、全体と比較すると、全体の 4.6%から 31.5%に上

がっている（有意条件 7.9%以上,n=108）。大したことでない

と思い、悪口を書き込む生徒は、同じ感覚で法律違反の

行為なども書き込んでしまうということである。 

表 51 表 50 のアの抽出と全体比較 

 ア イ ウ エ オ カ キ 計 

ア 31.5 2.8 2.8 0.0 0.0 60.2 2.8 100.0 

全 4.6 1.0 1.2 1.4 0.4 90.5 0.9 100.0 

 

また表 52のとおり、質問 c-5で悪口などは「キ．書き込み

たいと思ったが、自分だとわかると困ったことになると思った

ので、ない」と回答した生徒でも、7.1%が法律違反などの行

為は「ア．たいして悪いことではないと思ったから、ある」と回

答している（有意条件 6.5%以上,n=327）。 

表 52 表 50 のキの抽出と全体比較 

 ア イ ウ エ オ カ キ 計 

キ 7.1 0.9 0.9 1.5 0.6 88.3 0.6 100.0 

全 4.6 1.0 1.2 1.4 0.4 90.5 0.9 100.0 

 

よって、書き込みに関して、掲示板で他人の悪口を書く

ような生徒は、社会通念上、自分自身が不利益になるよう

なことでも、容易に発信してしまう傾向がある。書き込みとい

うものは、総じて、軽率な行動から生まれると考えられるの

ではないか。 

 

e 情報機器の利用時間との関係 

 １日のケータイやコンピュータの利用時間と規範意識の高

さの関係を調べるため、利用時間に関する質問 a-2 と悪口

などの書き込みに関する質問 c-5 をクロス集計する（表

53）。 

表 53 ｃ－5，a－2 のクロス集計 

a-2 

c-5 

ア イ ウ エ オ カ 計 

ア 0.7 1 1 0.7 0.1 1.8 5.2 

イ 0.2 0.3 0.3 0.1 0 0.6 1.6 

ウ 0.4 0.4 0.3 0.2 0.2 0.7 2.2 

エ 0.2 0.3 0.4 0.3 0.2 0.7 2.1 

オ 0.3 0.2 0.2 0.2 0.3 0.8 2.1 

カ 15.4 16.7 12.9 6.7 3.2 10.5 65.4 

キ 2.5 3.1 3.2 1.7 1.8 3.4 15.7 

ク 1.3 1.1 1.1 0.4 0.5 1.2 5.7 

計 21 23.2 19.5 10.4 6.4 19.6 100 

 

表 5４に a-2 の各回答での合計を 100%としたときのｃ-5

で回答カを選択した割合を示す。利用時間が長いとネット

ワーク上の規範意識は低くなる傾向が見てとれる。 

表 54  a－2 の各回答での合計を 100%としたときのｃ－5

で回答カの割合 

 ア イ ウ エ オ カ 全 

カ 73.6 72.0 66.3 64.4 50.0 53.6 65.4 
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４．授業に向けての提言 

今回のアンケートを通して、日常のモラルとネットワーク

上でのモラルには、相関があると判断できる。言い換えれ

ば、ネットワーク上でのモラルが備わった人物はリアルな世

界でも正しい判断･行動ができるということである。では情報

モラルを高めていくために、どのような指導が必要か。 

生徒は、現実・ネット上の違いや罰則の有無・強制力と

いった要素よりも、自らの経験を踏まえた”自分律“をモラル

の判断基準にしているように感じる。これは、歌詞の書き込

み（質問 c-1）や傘さし運転（質問 d-1）で、違反と知りなが

らもその行為をしてしまった生徒の最も多い理由が「悪いこ

とだと思っていない」だった一方、間接的な言葉の方が傷

つけやすいと思っている（質問 e-4）ので、掲示板やプロフ

などで誹謗中傷することはしないと答える生徒が 6 割を超

える（質問 c-5）。自転車の傘さし運転については、雨の中

で車を運転した経験のある人間であれば、あの行為がどれ

ほど自分や周りの人間を危険にさらしているか良く分かっ

ているはずだ。このことから、情報モラルの授業の際には生

徒の”自分律“に変化を促すような授業内容が効果的であ

ると考える。 

たとえば、著作権の授業であれば、法律の適用範囲や

罰則の規定など、権利を侵害した結果、自分にどんな不利

益なことがおこるのかという点に着目させた展開が効果的

ではないだろうか。 

 

その他の具体的な授業内容 

 ・著作権に関して、引用の意味を正しく理解していない生

徒が多いので、歌詞や文章の引用の実習を通して理解さ

せる。 

 ・パスワードの扱いが適切でない生徒が 2 割以上いるの

で、パスワードの作成実習を行い、定期的に変更させ、適

切に扱っているかチェックする。 

 ・ネットショッピングなどを親に知らせずに行っている生徒

が 20％以上いる。インターネットの便利さとともに、その裏

にある責任について、より現実的な事例、法令を用いて指

導する。 

 

おわりに 

本アンケートは、昨年度の継続調査ということで実施した。

昨年度が約 500 程度だったのに対し、今年は約 4 倍の

2081 件のデータを得ることができた。ご協力いただいた研

究会の方々に感謝したい。 

主に、日常とネットワークでの行動に焦点を当て、分析を

行ってきたが、現実社会での規範意識が低い生徒は、ネッ

トワーク上でも低いと判断できる。背景には、日常生活の中

で、ネットワークの存在感が増し、日常とネットワークが、近

い存在になってきていると考えられる。携帯電話やＰＣの普

及率の増加、といった物理的な側面が大きいかもしれな

い。 

また、ネットワーク上での法律やルール・マナーは言うま

でもないが、現実社会でのルールやマナーについても「知

らない」や｢理解しようとしない｣生徒が２割～３割いることが

わかった。新指導要領では、小・中学校にモラル教育が移

行するとされているが、現状では、まだまだモラル教育は高

校の中で必要である。情報科には、ネットワーク上のモラル

を高める指導を行うことで、日常の行動を正していくことが

期待される。 

また、学校や社会全体で間違った行動を注意･喚起する

ことで、行動を正すことができる人数も多いことがわかった。

情報モラルを正していくことで、日常モラルの向上につなげ

ていければよい。 
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【投稿論文】 
 

３学年情報Ａ 都道府県紹介プレゼンテーション資料作成の取組 
埼玉県立杉戸高等学校 教諭 小島直記 

 

はじめに 

 現在、勤務している埼玉県立杉戸高等学校では３年次に情報

Ａが配当されている。１学期は指導用のパワーポイント（教科

書や準教材をまとめたもの）とそれに連動したプリントを使っ

て座学を実施した。２学期以降はコンピュータ室で実習形式の

授業を進めている。 

 

今回は２学期の１０月～１１月上旬にかけて実施した「都道

府県紹介プレゼンテーション資料作成の取組」について取り上

げる。  

 

１．目的 

 都道府県調査を通じて「インターネットを利用した情報の検

索方法の習得」「情報の信ぴょう性の理解」を深める。 

 作品制作を通して「収集した情報を整理する力」「著作権や

肖像権の理解」「効果的な表現方法の習得」を身につける。 

 

２．授業の大まかな流れ 

３つのステップに分けて授業を進めた。 

ステップ１ではプレゼンテーションソフトの機能について学

習をした。「プレゼンテーションソフトの基礎１・２」という

プリントを配布し、生徒と教員が一緒になって一つの練習課題

を作っていく形で授業を進めた。ステップ２では、クジ引きに

よる都道府県決めと情報収集・整理、レイアウト作成などを行

った。ステップ３ではステップ２で収集・整理した情報をもと

にプレゼン資料の作成を行った。ステップごとの詳しい内容は

「４．授業の具体的な流れ」の中で取り上げる。 

Step 時間 授業内容 

1 

Step1 

2 

プレゼンテーションソフトの使い方 

3 

Step2 

4 

担当する都道府県決め 

情報収集・レイアウト作成 

5 

6 

7 

Step3 

8 

プレゼン資料の作成 

表1.授業の流れ 

課題は授業時間内で作成・完成させることが基本である。し

かし授業時間内で完成させることが難しい、または完成させる 

ことができなかった場合は、昼休みや放課後を利用して取り組

むように指導した。 

 

３．使用した教材 

今回の授業では全部で５枚のプリントと１つのサンプルスラ

イドを使用した。 

ステップごとにプリントを配布し、そのつど課題に取り組む

上での注意点やポイントを解説した。以下に各ステップで配布

した授業プリントを紹介する。 

 

（１）ステップ１で配布した授業プリント 

 

図1.プレゼンテーションソフトの基礎１ 

（PowerPoint2007の機能紹介プリント） 

 

図2.プレゼンテーションソフトの基礎２ 

（練習課題プリント） 

ステップ１では上図の２枚のプリントを使用して、生徒と教

員が一緒に一つの練習課題を作る形で授業を進めた。 
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（２）ステップ２で配布した授業プリント 

 

図3.情報整理プリント 

（ステップ２ではこの他に「評価基準表」を配布している。） 

ステップ２では２枚の授業プリントを配布した。「作品の評

価基準表」と上図３の「情報整理プリント」の２枚である。

「情報整理プリント」は「調査整理」と「表現整理」の２つの

整理項目に分かれている。 

 

イ．調査整理 

プリントの左半分はインターネットで収集した情報を整理す

るスペースである。「担当する都道府県の場所」「基本情報

（庁所在地・人口・知事の名前・花・木・鳥など）」「キャッ

チフレーズ」「観光地・観光施設」「出身またはゆかりのある

人物」「名産品」「その他、プレゼン資料を作る上で自身が必

要だと思う情報」「ご当地キャラクター」の８項目について調

査内容を整理するように指導した。 

 

ロ．表現整理 

 プリントの右半分は作品を作る際に、どのようなレイアウト

にするのか、どのような順番で内容を紹介するのかを整理する

スペースを設けた。１つ１つの四角い枠が１つのスライドを表

している。この四角い枠の中に、大まかなレイアウトや取り上

げる内容を書き込むように指導した。 

 

（３）ステップ３で配布した授業プリント 

 

図4.スライドを作成する際のポイント・注意点の確認 

ステップ３では頁左下の図４の「スライドを作成する際のポ

イント・注意点の確認プリント」を配布した。 

図４の各項目を拡大したものが下図５と６である。各スライ

ドには「タイトルや名前は必ず入力しよう」「文字の大きさに

は気をつけよう」という基本的な注意点を挙げた。 

他の項目にも「有名人の画像を使う際には肖像権がある」

「キャラクターの画像を使う際には著作権がある」といった注

意点を挙げた。 

生徒たちは図４のプリントを見ながら、教員側がそれに連動

した下図７のサンプルスライドを再生して、作品を作る際の注

意点・ポイントを確認した。 

 

図５.「タイトル、名前」は必ず入力しよう 

 

図６.「文字の大きさや文章量」には気をつけよう 

 

図７.プレゼン資料のサンプルスライド 
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４．授業の具体的な流れ 

（１）Step1:1,2時間目 

 ３章（１）で紹介した「プレゼンテーションの基礎１」「プ

レゼンテーションの基礎２」のプリントを使って、

PowerPoint2007の機能を身につけながら練習課題を作成した。 

 

 練習課題では「スライドの挿入」「デザインの変更」「フォ

ントの色や種類の変更」「ワードアートの挿入」「図形の挿

入」「画像の挿入」「アニメーションの設定」の機能を取り上

げた。その他の機能は、ステップ３のプレゼン資料の作成に入

った際に個々に説明することにした。 

 

 ソフトを初めて学習する生徒もいれば、中学校の「技術・家

庭」「総合的な学習の時間」で一度触ったことがあるという生

徒もおりスタートラインはバラバラであった。また

PowerPoint2007 特有の操作に戸惑う生徒も見受けられた。しか

し、練習課題ではスライド枚数を少なく設定し、入力文字数を

極力抑えたこともあり、ほとんどの生徒が１時間半程度で練習

課題を完成させることができた。 

 

（２）Step2:3,4時間目 

 ３章（２）で紹介した「情報整理プリント」を使用して、①

担当する都道府県決め、②情報収集とスライドレイアウト、③

取り上げる内容の順序整理を行った。 

 

 担当する都道府県はクジ引きにより決定し、全員が異なる都

道府県を担当することになった。 

 クジ引きで都道府県を決める際、決定した担当都道府県が他

の生徒たちにも直ぐに伝わるように、頁右上の図８「課題提出

状況一覧表」を生徒機の横にある転送画面に映しながら都道府

県決めを行った。一人また一人と担当する都道府県が決まって

いくたびに教室全体が盛り上がり、生徒一人ひとりに「これか

ら都道府県のプレゼン資料作成に取り掛かるのだ」という授業

の流れを明確に示すことができたように思う。 

 

 この「課題提出状況一覧表」は毎回の授業で転送画面に表示

し、誰がどの都道府県を担当しているのか？調査資料は提出さ

れているか？作品は提出されているのか？という情報が課題に

取組む生徒全員に常に伝わるようにした。 

 また、他のクラスの提出状況などを見せるなどして「このク

ラスは全体的に作業の進み具合が早い」「あのクラスはおしゃ

べりが多いから作業の進み具合が他のクラスに比べて少し遅

い」などクラスごとの進捗状況をクラス間でも共有できるよう

な環境づくりを心がけた。 

 「他の子の様子が分かる」「作業の進み具合が分かる」など

生徒の間では好評な意見もあった反面、「提出が遅れると周り

から取り残されている思いがして落ち着いて作業ができない」

などの意見も聞かれた。 

 

図8.Excelで作成した「課題提出状況一覧表」 

（毎時間この一覧表を転送画面に表示した。誰がどの都道府県を担当し

ているのか？誰が資料を提出できているのか？作品は完成しているの

か？などの情報が全員に伝わるようにした。） 

 

 都道府県が決定したら、次にインターネットを利用して情報

検索と整理を行った。まずは担当する都道府県の公式サイトを

利用して情報を調査させた。このときに情報の信ぴょう性や検

索方法についても解説した。 

 情報整理プリントが完成した生徒は一度教員にプリントを見

せ、検印をもらってから作品制作に入るように指導をした。調

査が不十分な生徒へは検索方法などを指導した。 

 

図9.提出された「情報整理プリント」 

（取り上げる内容の順番の整理はできても、レイアウトを考えるのは難

しいようである。） 

 

（３）Step3:5,6,7,8時間目 

 情報整理プリントを元に作品作りに入った。机間巡視を行い

各生徒にアドバイスや注意を与えた。 

 文字の大きさや画像の配置についてアドバイスや注意をする

と「あっ、そういう方法もあるのか」とさらに工夫を加える生

徒もいれば、中には「先生にはこのこだわりがわからないの

か・・・残念だな」などと答える生徒もいた。作品制作の段階

に入ると教員に質問する以外にも、生徒同士で教えあいながら

作品作りを進めている光景が見られた。 
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５．提出された作品の紹介 

 提出は「ファイルの保存」と「印刷」という２つの方法で行

った。印刷物は、１部はこちらで保管。もう１部は検印を押し

て生徒へ返却した。 

 生徒たちが作った作品は一から作り上げた結晶である。検印

を押して返却をする際、多くの生徒が「一つの作品を作り上げ

た」という達成感の顔に満ちていた。 

 

 

図10.提出作品の一部（愛媛の紹介） 

（全体的にみかん色《オレンジ》のほんのり温かな色使い） 

 

 

図11.提出作品の一部（沖縄の紹介） 

（沖縄の海をイメージした《ブルー》さわやかな色使い） 

 

 提出された作品を見ていて感じたことは、ステップ２の情報

整理プリント（調査資料）をしっかりと取り組んでいた生徒ほ

ど内容が充実し起承転結のはっきりしたプレゼン資料が作成で

きていたことである。多少見栄えが悪い作品でも内容が充実し

ていると、見栄えの悪さなどさほど気にならない。逆に情報整

理プリント（調査資料）が不十分な生徒は、どれだけ見栄えの

良い作品でも中身の伴わないものになっていた。 

 見栄えの良さと内容の充実さは必ずしもイコールではないこ

とを実感した。 

 また同じ都道府県でも生徒によって内容の取り上げ方や表現

方法が異なっている。生徒たちは、自分の作品と同じ都道府県

を担当している他のクラスの生徒がどのような工夫を凝らして

いるのかが気になっている様子であった。 

 

 

図12.提出作品の一部（長野の紹介） 

（全体的にスノー色《ホワイト》の涼しい色使い。右下は長野灯明まつ

りの紹介を取り上げているスライド。スライドによって色使いを工夫し

ている。） 

 

 

図13.提出作品の一部（奈良の紹介） 

（奈良県のご当地キャラクターをクイズ形式で紹介している。） 
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６．評価基準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ペーパーテストと異なり作品評価は難しい。生徒にとって一

生懸命作って提出した作品は生徒自身の中では１００点満点だ

からである。だからこそ教員側はしっかりと評価基準を設けて

作品制作前にそれを提示するべきである。  

 授業の流れステップ２の段階で、作品の評価基準表を配布し

た。教員がどのような視点で作品を評価するかという基準を周

知徹底するためである。 

 

 評価で一番気をつけた点は、パソコン操作の得意不得意で評 

価の優劣がつくことがないようにした点である。具体的なアン

ケートをとったわけではないが、２学期の初めにクラスごとに

自宅にパソコンがあるのか？普段からパソコンに触れる機会は

あるのか？などについて質問した。その結果、小中学校からパ 

ソコン操作が得意で自宅に帰れば部屋に個人専用のパソコンを

持っているという生徒もいれば、自宅にパソコンがない、また 

はパソコンがあってもインターネットに繋がっていないなど、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒によって情報機器環境に差があることが分かった。この差

は授業の進め方や作品を評価するうえで無視することはできな

い。 

 

 作品の評価基準は上表の通りである。評価基準は大きく「基

本的な取り組み点」と「創意工夫点」の２つに分けた。 

基本的な取り組み点として「ページ数」「アニメ」「画像・

イラスト」という項目を設けた。創意工夫点として「調査資

料」「創意工夫」という項目を設けた。 

 パソコン操作が不得意な生徒でもステップ１で学習した

PowerPoint2007 の機能を使用したり、ステップ２で作成した情

報整理プリント（調査資料）の完成度が高ければ点数が取れる

ようになっている。パソコン操作が得意な生徒に対しては「創

意工夫」という項目で差がつくように配慮した。ただし、創意

工夫とはプレゼン資料の「見栄えの良さ」だけではなく「内容

の充実さ（調査資料の完成度）」も含まれている。 

図14.提出作品の一部（鳥取の紹介） 

（偶然なのか結託なのか、鳥取県の紹介スライドを作成した生徒らは一様に薄茶色系の色使いをしていた。 

「砂丘」「温かそう」などのイメージが強いのだろうか？） 

 

表2.作品の評価基準表 
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７．作品集の整理 

 授業時間の編成上、作品の発表会を開くことができなかった。

生徒の中には「他の生徒の作品が見たい」「同じ都道府県を担

当している子がどのような作品を作ったのか見比べたい」など

の声が寄せられた。よって、提出された作品をファイリングし

「プレゼン資料作品集」としてコンピュータ室内にある本棚に

置き、いつでも自由な時間に閲覧できるようにした。 

 

 

図15.本棚に置かれている生徒の作品集 

 

 

図16.作品集の中身 

 

 
８．指導上の注意した点・反省点 

（１）情報収集・整理の段階（ステップ２） 

イ．「情報の信ぴょう性」の理解に努めた指導 

インターネットで自分の知りたい情報を見つける際、キーワ

ードを使用して検索することを多くの生徒は理解していた。し

かし、検索をすると多くの情報が画面に表示される。生徒たち

は「どの情報が正しいのだろうか？」と頭を悩ませていた。今

回の授業では、情報の信ぴょう性を説明する際に「情報の新し

さ」ではなく「公式サイトなのか？」「誰が作った Web サイト

なのか？」などをチェックするように指導をした。 

ロ．「徹底した情報収集」の理解に努めた指導 

情報収集は作品を作る上で欠かすことができない作業である。

行き当たりばったりの作品作りは必ず失敗する。面倒でも自分

が担当する都道府県について徹底的に調べ、情報を整理するこ

と。そしてレイアウトはどうするのか？取り上げる内容の順番

はどうするのか？などの下準備をしてからでないと生徒自身が

「これだ！」と納得できる作品作りはできない。内容の充実し

た作品作りには徹底した情報収集が不可欠である。 

 

（２）作品作りの段階（ステップ３） 

イ．「著作権」を周知させる指導 

著作権については毎回授業で取り上げてきた。しかし、なか

なか徹底することができなかった。特に気をつけたのは、Web

サイトからの文章のコピー＆ペーストに対する指導である。授

業では、調査内容を元に、自分の言葉・文章で担当する都道府

県を紹介することを作品作りの前に約束していた。しかし実際

に作品作りが始まると、例えば観光地の紹介スライドを作る際

に観光協会の Web サイトに掲載されている文章を全文コピーし

てしまうような生徒が学年全体で数名見受けられた。今後、著

作権についてはさらに指導方法を工夫し周知徹底をしていかな

ければならないと痛感した。 

  

ロ．「見栄えよりも内容の充実」に重点を置いた指導 

作品作りが始まると「情報収集なんて作品を作りながら並行

してできる」「情報収集をしていると作品作りの時間がなくな

ってしまう」「面倒くさい」などの理由で調査不十分な状態で

作品作りに入る生徒が各クラスに数名ずつ見受けられた。この

ような生徒がでないように情報整理プリントの内容が不十分な

生徒には何度も再提出を指導してきたが、指導を受け入れずに

情報整理プリントが不十分な状態で作品作りに入ると、見栄え

は華やかでも内容のない作品になってしまうのが残念である。 

 何かを紹介する、または何かを企画する課題を授業で取り上

げる際には、生徒側には「徹底した情報収集」が求められるし、

教員側には「生徒が腰を据えて情報を整理できる時間数」を設

けることが求められると感じた。 

 

ハ．「ソフトの使い方ではなく、効果的な表現方法」に重点を

置いた指導 

作品作りの段階で「ただ文字を入力するだけ」「ただ画像を

配置するだけ」では効果的な表現とは言えない。「５．提出さ

れた作品の紹介」にもあるように、都道府県のイメージに合わ

せて色使いを変えてみる。紹介する内容によってスライドのデ

ザインを変えてみる。画像や吹き出しへのアニメーションはむ

やみに設定するのではなく、統一感を持たせたるなどの指導を

した。 
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（３）全体 

 作品を発表する機会が持てなかったことは本当に残念であっ

た。また、課題に取り組む時間が全体的に不足気味であったこ

とは今度、授業計画を立てる上で反省すべき点である。今回、

この内容を授業で取り上げてみてステップ２の情報収集と整理

には最低でも３時間。ステップ３のプレゼン資料の作成は５時

間～６時間は必要だろうと思った。 

 

 これら指導上の注意点や反省点を整理し次に繋げていきたい。 

 

おわりに 

 毎日の授業は試行錯誤の連続で苦労した。しかし、生徒たち

の今回の課題に対する取り組みや、作品を提出した後の「一つ

の作品を作ったぞ」という達成感に満ちた顔を見ると「この内

容を授業で取り上げてよかった」という思いで心が満たされた。 

  

最後に、研究論文の投稿の機会を与えてくださった高情研

（埼玉県高等学校情報教育研究会）関係者の皆様に感謝いたし

ます。本当にありがとうございました。 

 



 53 

平成 20年度 事業報告 
 

※1 主催は神奈川県高等学校教科研究会情報部会、20名まで参加可 

月日 行 事 名 

参

加

者

数 

会  場 お も な 活 動 内 容 

5/30 

（金） 

第 1回理事会 

総会 

及び講演会 

30 春日部高校 

理事会（総会準備） 

総会（役員、予算、事業計画） 

講演会 目白大学 原克彦 教授 

【情報教育の現状とこれから】 

7/8 

（火） 

第 1回研究委員会 9 春日部高校 

委員長選出、本年度の活動方針、研究テー

マの決定、全国大会での発表について 

8/19 

（火） 

第 2回研究委員会 9 大宮武蔵野高校 

各研究テーマについての具体的な検討 

今後の日程についての詳細検討 

全国高等学校情報

教育研究会設立総

会 

 

 

21 

発足の承認 

役員、事業案の決定 

決算、予算案の承認 8/22 

（金） 同研究大会 

 

 

武蔵工業大学 

(世田谷ｷｬﾝﾊﾟｽ) 基調講演 

各都県研究発表 

パネルディスカッション 

11/28 

（金） 

第 1回授業見学会 

第 2回理事会 

31 福岡高校 

授業公開（授業者:福岡高校 鈴木成教諭） 

情報 A：webページの作成 

意見交換会 

12/12 

（金） 

第 3回研究委員会 9 大宮武蔵野高校 

各研究テーマについての協議、集計処理 

今後の日程についての詳細検討 

12/26 

（金） 

施設見学会

※1

 20 

理化学研究所 

（和光市） 

講演会【次世代ｺﾝﾋﾟｭｰﾀが目指すもの】 

施設見学 

1/30 

（金） 

第 2回授業見学会 25 

さいたま市立 

大谷場中学校 

授業公開（授業者:大谷場中 宮内智教諭） 

（技家：携帯ｼﾐｭﾚｰﾀを活用した情報モラ

ル） 

意見交換会 

3/25 

（月） 

第 3回理事会 14 春日部高校 

今年度の反省 

来年度の役員、事業案、予算案 

総会について 
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埼玉県高等学校情報教育研究会会則 

第 1 章 総則 

第１条 本会は、埼玉県高等学校情報教育研究会と称し、事務局を会長の指定する学校におく。 
 
第 2条 本会は、埼玉県高等学校の教科「情報」の振興に努めると共に会員相互の研鑚をはかることを

もって目的とする。 
 
第 3条 本会は、埼玉県高等学校連合教育研究会に属し、県内高等学校の教科「情報」の教職員および

本会の趣旨に賛同する者によって組織する。 

第 2 章 事業 

第 4条 本会は、その目的の達成のために、次の事業を行う。 
1 教科「情報」に関する調査研究 
2 見学会・研修会の実施 
3 研究発表会・講演会の開催 
4 研究会誌その他の発行 
5 その他必要な事業 

第 3 章 役員 

第 5条 本会には、次の役員を置く。ただし、平成 15年度はこれによらないことができる。 
 1 会長 1名 
 2 副会長 若干名 
 3 研究委員長 １名 
 4 研究委員 若干名 
 5 常任理事 4～8名 
 6 幹事 若干名 
 7 監事 ２～３名 
 
第 6条 役員は正会員の中から、次の方法で選出する。 

1 会長、副会長および監事は、理事会において選出し、総会で承認を受ける。 
2 常任理事は、理事会において選出し、総会で承認を受ける。 
3 研究委員長は、研究委員会において選出し、総会で承認を受ける。 
4 研究委員は、理事会において選出する。ただし、委員会の活動状況に応じて増員することがで
きる。 

5 理事は、各校 1名推薦し、理事会において選出する。 
6 幹事は、会長が委嘱する。 
7 当分の間、理事は常任理事を兼ね、東西南北それぞれの地区から 2名選出する。 
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第 7条 役員の任務は次のとおりとする。 

1 会長は本会を代表して、会務を総理する。必要により会議を招集し、その議長となる。 
2 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。 
3 研究委員長は研究委員会を代表して、会の業務を行う。 
4 常任理事は理事を代表して、会の運営に当たる。 
5 理事は各学校の会員を代表して、会の運営に当たる。 
6 幹事は会の事務および会計を担当する。 
7 監事は会計の監査にあたる他、理事会に出席して助言を与えることができる。 

 
第 8条 本会の役員の任期は 1カ年とし、再任を妨げない。 
 
第 9条 本会は顧問を置くことができる。顧問は本会に特別に関係のある者の中から理事会の推薦した

者について会長が委嘱する。顧問は会長および理事会の諮問に応ずる。 

第 4 章 総会 

第 10条 総会は年 1回、会長が招集する。また会長は必要があれば、臨時に総会を招集することがで
きる。 

 
第 11条 総会においては、次のことを行う。 

1 会則の改正 
2 会務および事業報告 
3 決算の承認 
4 予算の決議 
5 役員の改選 
6 その他必要な事項 

 
第 12条 総会の議決は、多数決による。 

第 5 章 理事会等 

第 13条  評議員会、常任理事会および理事会は、会長が招集し、会務を議しその運営に当たる。 

第 6 章 研究委員会 

第 14 条 本会に教科「情報」の研究委員会を置く。研究委員会は、教科「情報」に関する研究調査を

行い、また会員並びにその他研究団体との連絡提携に当たる。 

第 7 章 編集委員会 

第15条 本会事務局に編集委員会を置く。編集委員は研究委員会より２名および幹事がこれに当たる。 
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第 16 条 編集委員会は、研究会誌、研究委員会の研究成果物の発行、その他必要な情報の提供に当た

る。 

第 8 章 会計 

第 17条 本会の経費は、埼玉県高等学校連合教育研究会の交付金および寄付金をもって当てる。 
 
第 18条 本会の会計年度は、毎年 4月 1日より翌年 3月 31日までとする。 
 
附則 
本会則は平成１６年１月７日より施行する。 
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平成２０年度 高情研 理事・役員 

 

役員名 氏名 所属 

顧問 神山 輝夫  

会長 松村 秀 春日部高等学校・校長 

副会長 福本 彰 新座柳瀬高等学校・教頭 

副会長 勝又 健司 児玉白楊高等学校・教頭 

監事 野島 一郎 大宮南高等学校・教頭 

監事 槙 拓治 市立浦和南高等学校・教頭 

幹事長（事務局） 加藤 友信 春日部高等学校・教諭 

幹事 鈴木 成 福岡高等学校・教諭 

幹事（会計） 齋藤 実 県立川越高等学校・教諭 

幹事（会計） 岡村 起代之 浦和北高等学校・教諭 

幹事 中島 聡 大宮武蔵野高等学校・教諭 

理事（東部） 高山 敦生 越谷西高等学校・教諭 

理事（東部） 田口 義弘 草加西高等学校・教諭 

理事（西部） 柳澤 実 松山女子高等学校・教諭 

理事（西部） 島村 睦 滑川総合高等学校・教諭 

理事（南部） 亀井 義弘 浦和北高等学校・教諭 

理事（南部） 八巻 富士男 北本高校・教諭 

理事（北部） 松本 英和 児玉高等学校・教諭 

理事（北部） 坂本 修 妻沼高等学校・教諭 
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平成２０年度 埼高情研 高連研役員 

 

 

研究委員会 

役職 氏名 所属・学校名 

委員長 曽田 正彦 川越西高等学校・教諭 

委員 春日井 優 朝霞高等学校・教諭 

〃 伊藤 剛志 川口高等学校・教諭 

〃 岩本 太一 戸田翔陽高等学校・教諭 

〃 古岡 大路 狭山清陵高等学校・教諭 

〃 沖田 敦志 所沢西高等学校・教諭 

〃 坂本 峰紹 新座柳瀬高等学校・教諭 

 

理事 松村 秀 春日部高等学校・校長 

福本 彰  新座柳瀬高等学校・教頭 
評議員 

勝又 健司  児玉白楊高等学校・教頭 

加藤 友信 春日部高等学校・教諭 

○齋藤 実 県立川越高等学校・教諭 

○岡村 起代之 浦和北高等学校・教諭 

鈴木 成 福岡高等学校・教諭 

事務担当 

（○印会計） 

中島 聡 大宮武蔵野高等学校・教諭 
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編集後記    埼玉県立松山女子高等学校 教諭 柳澤 実 

 

埼玉県情報教育研究会も発足から６年が経過し、会誌

も第５号を発行することができました。これも情報教育

に携わる多くの方々のご協力のおかげと改めて感謝申

し上げます。 

平成20年度は情報教育に関連して新たな動きのあっ

た年でもありました。8月には初めて全国高等学校情報

教育大会が武蔵工業大学を会場に開催されました。また

12月には待望の高等学校学習指導要領の改訂案が公表

されました。当会においても理事役員の一部、研究委員

会などの人員が刷新されました。新たな胎動の息吹が感

じられた年と言ってもよいかもしれません。 

 本誌の発行に際しまして、尚美学園大学小泉力一教授、

教育局指導部高校教育指導課指導主事小出和重先生、県

立総合教育センター指導主事須藤崇夫先生にご寄稿し

ていただくなど格別なご配慮、ご協力を賜わりましたこ

とを感謝申し上げます。 

最後に、ご多忙にもかかわらず執筆と編集に携わって

頂いた多くの先生方に感謝申し上げるとともに、この場

をお借りして厚く御礼申し上げます。 
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